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　顔にお日様の熱を感じる。

　重たいまぶたを押し上げると、眩しい朝日が目に差し込んだ。フェルンはベッドから起き上がり、ううんと背伸びをする。宙を舞う埃ほこりが陽の光を反射してちらちらと輝いている。今日はお洗濯日和だな、と寝ぼけた頭で考える。

　フェルンがこの家に住み始めて、しばらく経つ。最初はベッドの硬さに慣れなくてなかなか寝つけなかったが、今では朝までぐっすり眠れるようになっていた。

　廊下に出て、リビング、そしてキッチンを覗のぞく。誰もいない。ハイターは、まだ寝ているようだ。

　水を汲みに行こう、と思った。

　バケツを持って、外に出る。柔らかい陽ひ射ざしが、肌をじんわりと暖めた。小鳥の鳴き声が耳に心地よい。この辺りは魔物が出ることもほとんどなく、平和そのものだ。

　森の中を少し歩いて、川に突き当たる。

　川面を覗き込むと、見慣れた顔が映った。

　肩で切り揃えられた紫色の髪に、眠たげなぼんやりとした目。

　川面に揺らめく自分の顔をすくい上げるように、フェルンはバケツで水を汲んだ。

「よいしょ……」

　バケツの取っ手が、指に食い込む。水の入ったバケツは肩が抜けそうなほど重い。家まで運ぶのが精一杯だ。ふらふらと身体からだが左右に揺れて、ぽちゃぽちゃとバケツから水がこぼれていく。

　なんとか家にたどり着いた。

　キッチンに入ると、ちょうどハイターが寝室から出てきた。杖をついて、ゆっくりと歩いてくる。起きたばかりのようで、白髪に寝癖がついている。

　ハイターはフェルンに気づくと、両頰に深い皺しわを作って、優しく微笑みかけた。

「おはようございます、フェルン」

「おはようございます、ハイター様」

　フェルンは、どすん、とバケツを床に置いた。その拍子に、また水がこぼれてしまう。だけどハイターは少しも嫌な顔をせず、優しい笑みを浮かべたまま、フェルンの頭を撫なでた。枯れ枝のような骨ばった手が、髪を乱さないよう優しく動く。フェルンは心がくすぐったくなった。

「水を汲んできてくれてありがとうございます。重かったでしょう」

「これくらい、なんてことありません」

「ご立派です。では、顔を洗いましょうか」

　ハイターは魔法でバケツを浮かせると、そのままフェルンと二人で洗面所へ向かった。




　フェルンは戦災孤児だった。

　戦争で身寄りを失ったフェルンに行く当てはなかった。ただ流されるように、あるいは吸い寄せられるように、ゆっくりと死に向かっていた。

　ハイターに声をかけられたのは、そんなときだった。

『今死ぬのは勿もつ体たいないと思いますよ』

　そうしてフェルンは、ハイターに引き取られた。

　ハイターは、フェルンに温かい食事と清潔なベッドを与えた。そして、一人で生きていくための術も、教えている。ハイターの優しさは、家族を失ってぽっかりと空いたフェルンの胸の穴を、丁寧に埋めていった。

　──ハイター様といると、気持ちが落ち着く。

　この人の力になりたいと、いつからか、フェルンはそう思うようになった。




　＊




「あの一番岩が見えますか？」

　ハイターが、杖をついていないほうの手で遠くにある岩を指さした。

　フェルンは目の前の崖の高さに怯おびえながら、こくりと頷うなずく。岩は崖の向こう側にある。ここよりも少し高い位置にあって、何かの目印のようにぽつんと存在している。

「もし、魔法であれを撃ち抜くことができたら、フェルンは一人前です」

「一人前、ですか」

　できるだけ崖の下を見ないよう、フェルンは杖を構えた。

　ハイターが持つ身体からだを支えるための杖ではなく、魔法を使うための杖だ。ハイターから譲り受けたものだった。自分の背丈よりも大きくて、最初は構えるだけでも苦労していた。今では、すっかり手に馴な染じんでいる。

　フェルンは一番岩に狙いを定めた。

　杖の先端から、ばしゅん、と光が飛ぶ。だけどそれは、ほんの短いあいだで勢いを失って、風に流されるように消えてしまった。一番岩まで、半分も届いていない。フェルンは肩を落とした。

「初めてにしては上出来です」

　ハイターが、フェルンの頭にぽんと手を置く。

「修行を続ければ、きっと撃ち抜けるようになりますよ」

「……はい」

「では、今日も頑張りましょうか」

　日課の修行が始まった。

　魔法を習いたての頃は、あまり役に立たない民間魔法ばかり教えてもらっていた。だがだんだんと実戦向きの魔法を習うことが増えて、今となっては、身を守るための魔法を学ぶ時間が一番多くなった。

　ハイターは魔法に詳しいが、魔法使いというわけではない。

　僧侶だ。

　傷を治したり、呪いを解いたりする人のことだ。だから、元々戦うための魔法は不得手なのだと。それでもフェルンは、ハイターの教え方に不満はないし、ハイターを尊敬していた。

「ハイター様。どうすればもっと遠くまで魔法を飛ばせるようになるのでしょうか」

「基礎はできてるので、今のところは反復練習ですね。とにかく繰り返しましょう。そうすれば、飛距離は伸びます」

「分かりました」

　フェルンは言われたとおりにした。

　同じことを繰り返していると、感覚が掴つかめてきた。魔力を研ぎ澄まして、ブレが生まれないよう、まっすぐに魔法を放つ。より正確に、より力強く。すると、徐々に飛距離が伸びてきた。魔力が空っぽになる頃には、一番岩まで残り半分といったところまで魔法が届くようになった。

「上達が早い」

　ハイターが感心したように言った。

「フェルンは魔法使いの素質がありますね。将来はきっとすごい魔法使いになれますよ」

「そうですか」

　返事は淡泊だが、内心かなり喜んでいた。ハイターに褒ほめられるたび、胸の奥がぽかぽかと温かくなる感じがする。

「もっと修行を頑張ります」

「いい心意気です。だけど無理はしないでくださいね。時間は、いくらでもありますから」

　それから休憩を挟んで、魔力が回復してきたら、今度は日が暮れるまで修行に励んだ。最初は怯おびえていた崖の高さにも、最後には何も感じなくなっていた。

　フェルンとハイターは帰路についた。薄暗い森の小径を、二人で進む。今日はたくさん魔法を使ったから疲れていた。

「ごほっ、げほ……」

　突然、ハイターが咳せき込こんだ。

　フェルンは隣を歩くハイターを見上げた。

「大丈夫ですか？」

「ああ、すみません。平気です。空気が冷えてきたからでしょう」

　そう言って、ハイターはフェルンを安心させるように笑った。しかしフェルンの心境は穏やかではなかった。

　ハイターは、あまり体調がよくない。本人はいつも平気だと言っているが、さっきみたいに突然咳せき込こんだり、ふらりと壁に寄りかかったりすることが何度かあった。食欲も、最近減ってきている。病気ではなくて、年のせいだ。だからこそ、治しようがない。そういうものだと、受け入れるしかなかった。

『時間は、いくらでもありますから』

　ハイターの言葉を思い出す。

　たしかにフェルンにとってはそうかもしれない。

　だけど、と改めて考える。

　──ハイター様に残された時間は、一体どれほどなんだろう。

　考えると、少し怖くなった。




　家に着くと、夕食の準備を始めた。

　身体からだが弱ってきたハイターに代わって、最近はフェルンが食事の用意をしている。少しでも恩返しをしたい気持ちで始めた料理だったが、思いのほかやりがいがあった。料理が好きというよりは、人の世話を焼くのが好きなのかもしれない。

　料理が完成したら、同じテーブルについて、向かい合って食べる。それが、いつもの食事の風景だ。

「ハイター様、ブロッコリーも残さずに食べてくださいね」

　フェルンがそう言うと、ハイターはぎくっとしたように手を止めた。ハイターのお皿の端に、ブロッコリーがよけられている。

「知ってますか、フェルン。ブロッコリーにはほとんど栄養がないので、食べなくても大丈夫なのです」

「噓うそですよね」

「バレましたか」

　たまにだが、フェルンはハイターに対して、この人は本当に僧侶だったのだろうか、と思うときがある。

「どうしてすぐバレる噓つくんですか」

「大人とはそういうものです」

「ハイター様だけです。好き嫌いはよくないですよ。食べてください」

「フェルンもはっきり言うようになりましたねぇ」

　ハイターは諦めたように、ブロッコリーを口に運んだ。どこかしょんぼりした顔で、もそもそと口を動かす。次からはもっとおいしい調理方法を考えたほうがいいのかも──そんなことをフェルンは考えてしまう。まるでお母さんみたいな悩みだ。

　食事を終えた。

　洗い物を済ませると、ハイターはお湯を沸かし始めた。魔法で生み出された炎の熱が、ポットの蓋をことこと鳴らす。

「フェルンはホットミルクでいいですか？」

「はい。……あ、いえ。私もハイター様と同じものがいいです」

「私と？　構いませんが、フェルンの口に合うでしょうか」

「大丈夫です」

　そういうことでしたら、と言ってハイターはてきぱきと二人分のコーヒーを注いだ。煎った豆の香りが、部屋にふんわりと広がる。

「どうぞ」

　こと、とフェルンの前にマグカップが置かれた。黒い液体がなみなみと注がれている。フェルンは舌を火傷やけどしないよう、軽く吐息で冷ましてから、ゆっくりと啜すすった。

「……にがい」

　思わず顔をしかめた。

「はっはっは。フェルンには少し早かったようですね」

　面白そうにハイターは笑う。少し憎たらしくなって、フェルンは頰を膨らませた。

　早く大人になりたくて、ハイターの真似をしてみた。だけど失敗だったようだ。形から入るだけじゃ意味がない。

「砂糖とミルクを入れてあげましょう。そうすれば、フェルンでも飲めます」

「……分かりました」

　フェルンはマグカップをハイターに渡す。

　別に、子供扱いされるのが嫌というわけではなかった。ただ、フェルンは一日でも早くハイターに一人前だと認められたかったのだ。

　そうすれば、ハイターに余計な不安を与えずに済むから。




　コーヒーを飲んだせいか、その夜はなかなか寝つけなかった。

　目が冴えて、ベッドの上で何度も寝返りを打ってしまう。それでも一向に眠たくならないので、フェルンはベッドから起き上がった。手にしたランタンの明かりを頼りに、本棚を漁る。魔法史、薬草学、結界術……ハイターが「勉強になれば」と言って置いたものだ。どれも小難しい内容で、読む気すら起きなかった。

　何か温かいもの……ホットミルクでも飲めば、眠たくなるかも。そう思って、フェルンはランタンを持って廊下に出た。

　キッチンに向かっていると、ハイターの部屋から明かりが漏もれていた。まだ起きているみたいだ。そっとドアの隙間から中を覗のぞいてみると、机で本を読んでいるハイターの後ろ姿が見えた。丸くなった肩が、ページを捲るたび小さく動く。

　黙って立ち見しているのも何なので、部屋に入った。すると、ハイターが椅子に座ったまま振り返った。

「おや、まだ起きていたのですか」

「眠れなくて……」

　フェルンはランタンを棚の上に置いて、ハイターに近づいた。

「何を読んでいたのですか？」

「賢者エーヴィヒの魔導書です」

　ハイターは読んでいた本をフェルンに見せた。

　文字でびっしり……という内容を想像していたのだが、実際は多くの絵が載っていた。しかしなんの絵なのかフェルンにはさっぱり分からない。複雑な図形にも、何かの染みのようにも見える。

「絵本、ですか？」

「これは暗号です。絵を使って分かりにくくしているのですよ。内容は……まぁ、大したことは書かれていないでしょう。暇つぶしに解読してみただけです」

　ぱたん、とハイターは本を閉じた。

「それより、眠れないなら冒険のお話でも聞きますか？」

「聞きます」

　フェルンは即答して、ハイターのベッドに腰掛けた。

　ハイターは、かつて魔王を倒した勇者パーティーの一員だった。歴史に名を残した、偉大な僧侶だ。そんなハイターの語る冒ぼう険けん譚たんが、フェルンは好きだった。

　くだらない思い出ばかりですよ──とハイターは毎度のように付け加える。だけど、思い出を語るハイターはとても楽しそうで、その生き生きとした表情を見るたび、自分もいつか旅に出てみたいと、そんなことを思うのだった。

「──それで、ようやくダンジョンの最奥部に到達したのです。みんな満まん身しん創そう痍いで、一週間もまともに何も食べていませんでした。そこで見つけた宝箱に、何が入っていたと思いますか？」

「金銀財宝……でしょうか」

「〝爪をピカピカに磨く魔法〟の魔導書でした。せっかくなので使ってみたんです。そしたら、みんなボロボロなのに爪だけはピカピカになってダンジョンから出たんですよ」

　フェルンは笑ってしまいそうになった。

　本当に、くだらない話だ。

　魔王を倒した人たちとは思えないほど、くだらなくて、楽しい話。

「もっと聞きたいです、旅のお話」

「ええ、もちろん」

　おとぎ話を聞かせるように、ハイターは静かな声で語る。

　王様に処刑されそうになった話、初めて竜を倒した話、パーティーが全滅しかけた話……。

　ずっと聞いていたいのに、抗いがたい眠気が襲ってきて、フェルンの首がかくんと倒れる。いけない、と思って頭を起こすも、またかくんと倒れる。

　我慢できなくて、フェルンはベッドに横になった。これなら、もっとハイターの話を聞いていられる。だけど今度は、異様にまぶたが重たくなってきて──。

「おやすみなさい、フェルン」

　その言葉より先のことを、覚えていない。

　目が覚めると、フェルンは自分の部屋にいた。ベッドに横たわって、窓から差し込む朝日を顔に受けていた。

　どうやら昨夜は、話を聞きながら眠ってしまったらしい。そのうえ、ハイターに部屋まで運んでもらったようだ。

　眠気でぼんやりした頭に、恥ずかしさがこみ上げてくる。

　こんなのじゃ、いつまで経っても一人前にはなれない。

　フェルンは自分の頰を両手で挟むようにぺちぺちと叩いた。

　今日の修行には、一層、力を注ごうと決めた。




　＊




　昼食を終え、ちょうど皿洗いも済ませたところで、コンコン、と玄関のドアがノックされた。

　タオルで手を拭きながらフェルンが出ようとすると、ハイターが「私が」と言って先に立ち上がった。

　ハイターがドアを開けると、そこには腰の曲がったおばあさんが立っていた。腕にバスケットを提げている。ハイターを見るなり、感激したように口元を押さえた。

「あの頃と変わらないわ……」

　おばあさんは、ハイターの手を握ると、しきりに感謝の言葉を伝えた。

　こういった来客は初めてじゃなかった。

　かつて勇者たちは、行く先々で人助けをしてきた。彼らに救われた人が、長年の時を経て、こうしてお礼を言いに来ることがある。フェルンには関係のないことだが、ハイターが敬われる姿を見ると、誇らしげな気持ちになった。

「立ち話もなんですから」

　そう言って、ハイターはおばあさんを家に招き入れた。

　フェルンは紅茶を淹いれる準備をする。それが来客へのもてなしだと、ハイターを見て覚えた。紅茶の淹れ方も今となってはお手の物だ。

　二人分のカップをハイターのいるテーブルまで持って行くと、おばあさんが「あらまぁ」と声を上げた。

「どうもありがとう。可愛らしいお嬢さんね。お孫さんかしら？」

「いえ。私は、ハイター様の……」

　そこから先に、言葉が続かなかった。

　──私は、ハイター様のなんなんだろう？

　フェルンにとってハイターは、いのちの恩人で、先生で、親みたいな人だ。

　なら、ハイターは……フェルンのことを、どう思っているのか。

　黙って考え込んでいると、ハイターが助け船を出した。

「彼女はフェルンといいまして、私の……そうですね、一番弟子みたいなものです」

「ああ、そうだったの。なら、フェルンちゃんも僧侶に？」

「いえ、そういうわけでは。彼女には、魔法使いの素質がありますので」

「そうなのね」

　おばあさんは、突然フェルンの手を握って、こちらをまっすぐに見た。

「きっと、いい魔法使いになれるわ」

　急に距離を詰めてきたせいでフェルンは驚いてしまって、短くお礼を言うと、逃げるようにキッチンに戻った。

　一人になったところで、ハイターの言葉が頭の中で蘇る。

　一番弟子みたいなもの。

　そうか、私はハイター様の一番弟子なのか──しっくりくるような、こないような。その一言に収まる関係なのか、いまいち分からない。ハイターも自信がなさそうに言っていたから、鵜う呑のみにはできない。それでも、悪い気はしなかった。

　しばらくすると、玄関のドアが開く音がした。おばあさんが帰ったみたいだ。

　ハイターが空になったカップを持って、キッチンに入ってくる。

「紅茶、おいしかったです。ありがとうございました」

「いえ、大したことではございません」

　ハイターはカップを流し台に置くと、急に畏かしこまったような態度で「フェルン」と呼んだ。

　一体何事かと、フェルンは身構える。

「あなたには、魔法使いの素質があります」

　その言葉は、さっきも聞いた。それ以前にも。

「けれども私は僧侶なので、教えられることには限界があります。いつか、あなたの前にいい魔法使いが現れたら、そのときは、遠慮なく教えを請いなさい」

　どうして急にそんなことを言うのだろう。

　戸惑いながら頷うなずくと、ハイターはいつもの優しい笑みを浮かべた。




　夏がやってきた。

　春の柔らかい陽ひ射ざしが噓うそみたいに、太陽はギラギラと輝いて、容赦なくフェルンの肌を焼く。一番岩の見える崖に立っていると、時おり涼しい風がさあっと吹いて、汗ばんだ肌から熱を奪っていった。それがとても心地よくて、風が吹くたび、だらしなく服をまくってしまう。

　もちろん、修行は続けていた。雨の日でも風の日でも、どれだけ外が暑くても。ただ、ハイターはこの暑さがご老体に堪こたえるようで、最近はフェルン一人で修行していた。修行の内容はほとんど反復練習なので、正直、ハイターはいてもいなくても変わらない。というか、身体からだに障さわるので、ハイターにはずっと家で休んでいてほしかった。

　フェルンは一番岩に狙いを定めて、魔法を飛ばす。

　宙に閃光が走った。

「……」

　前よりも遠くに飛ばせるようになっていた。だが、ここのところ飛距離の伸びがよくない。魔法が一番岩まで届くのに、あと何年かかるのか……。

「もっと、頑張らないと」

　杖を握りしめて、フェルンは修行に打ち込んだ。

　しばらく経って魔力が枯渇してきたので、木陰で一休みすることにした。杖をそばに置いて、木の幹にもたれかかる。魔力が回復するまでぼんやりしていると、ぽた、と頭上から音がした。葉に水滴が落ちる音だ。ぽたぽた、と音は増えて、次の瞬間には、ざあああ、と無数のバケツをひっくり返したような轟ごう音おんが鳴り響いた。

　夕立だ。

　木の下なので濡れずに済んだ。いつの間にか空は厚い雲に覆われている。フェルンはじっと膝を抱えて、雨が上がるのを待つことにした。夕立だからそう長くは続かないはずだ。

　湿った土の匂いが、地面から立ちのぼる。小鳥の鳴き声が止んだ代わりに、ゲコゲコとカエルの合唱が始まった。風は水っ気を帯びて、ほんのりと冷たい。

　ふあ、とあくびが漏もれる。

　眠たくなってきた。

　日没まで、まだ時間はある。少しくらいなら寝ても大丈夫。起きた頃には、雨も上がっているはずだ。

　そう考えて、フェルンは静かに目を瞑つむった。




　眠りから覚めると、空は真っ赤な夕焼けに染まっていた。

「……寝過ぎた」

　フェルンは立ち上がって、背伸びをする。魔力は回復したけれど、修行する時間がほとんどなくなってしまった。中途半端な昼寝はよくないな、と反省する。

　せめて完全に日が暮れるまで修行をしようと、フェルンは足下に視線を落とした。

「あれ」

　そばに置いていた杖がない。

　ぐるりと周りを見渡す。だけど、どこにも見当たらなかった。

　さあ、と頭から血の気が引いた。

　ハイター様からいただいた大事な杖を、なくしてしまった──。

　軽くパニックになりながら、もう一度、必死にさがした。すると、森の方角に何かを引きずったような痕を見つけた。雨上がりで地面がぬかるんでなければ、気づかなかっただろう。

　杖を引きずった痕に見えなくもない。フェルンは藁わらにも縋すがる思いで、痕跡を辿った。

　森の中を進む。雨上がりのせいか、濃厚な木の香りに満ちていて、そこらじゅうに水たまりができていた。

「あっ」

　杖を見つけた。

　思ったより近くにあって安心──したのも束の間。大きなネズミのような生き物が、杖を引きずっていた。たしかあれは、木を齧かじって巣の材料にする害獣だったような。あのままだと、巣に運ばれて手頃な大きさに嚙み砕かれてしまう。

「か、返してください」

　フェルンは駆け寄って、杖を両手で掴つかんだ。

　するとネズミは、杖を嚙んだまま全身の毛を逆立てた。ふーっ、と喉を鳴らして威い嚇かくする。怯ひるみそうになったけれど、フェルンは負けじと杖を引っ張った。

「くう……！」

　地面がぬかるんでいるせいで踏ん張りにくい。それでも必死に引っ張っていたら、ネズミの口から杖がすっぽ抜けた。

「わ」

　視界が上にスライドする。

　空に一番星が──と思った瞬間。

　べちゃん、とフェルンはぬかるんだ地面に背中から倒れ込んだ。

　綱引きに負けたネズミは、そそくさと逃げていった。




「はっはっは。それで泥んこだったわけですか」

「笑い事ではありません……」

　夕食の席で、ハイターが豪快に笑う。

　なんとか杖は回収できたものの、杖と服を洗うので大変だった。特に、服についた泥はなかなか落ちなかった。もし世界に〝服の汚れをきれいさっぱり落とす魔法〟があるなら、何が何でも習得したいと心から思った。

「まぁまぁ。見つかってよかったじゃないですか」

「でも、杖に嚙み傷がついてしまいました」

「それくらい、修理すればすぐに直ります」

　ハイターはいいことを思いついたように「そうだ」と声を上げた。

「せっかくなので街へ行きましょうか。杖を直すついでに、お買い物でもしましょう」

「出歩いても大丈夫なのですか？　それに、修行は……」

「少しくらい平気です。それに、たまにはフェルンも息抜きをしないといけませんよ」

　あまり修行を休みたくはなかったが、ご機嫌そうなハイターに水を差すのは気が引けた。

　フェルンは「そうですね」と答えた。
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　その次の日、早速フェルンとハイターは馬車を呼んで、街へ行った。

　街で買い物をするのは久しぶりだった。肉や野菜が売られた屋台がたくさん並び、商人が呼び込みの声を張り上げている。酒場のテラス席では、大人たちが酒を飲みながら会話に花を咲かせていた。人の多さと騒がしさに、フェルンは少し気後れした。

　最初に、フェルンたちは杖を修理に出した。店の杖職人によれば、杖についた傷は半日もかからずに消せるそうだ。杖が直るまで、買い物をすることになった。

　杖をついて歩くハイターに合わせて、フェルンはゆっくり歩いた。歩きながら、道脇に並ぶ露ろ店てんに目をやる。キラキラしたアクセサリー、可愛い雑貨、高そうな薬……見ているだけでも、それなりに楽しかった。

「あ……」

　フェルンは足を止めた。

　赤いリボンが、売り物のボードに飾られている。

「あれが欲しいのですか？」

「いえ、無駄遣いをするわけには……」

「子供はそんなこと考えなくていいのです。買ってあげましょう」

　ハイターは露店の人と交渉したあと、銅貨を何枚か渡して、リボンを買った。そしてフェルンのそばにしゃがみ込むと、頭にリボンをつけた。

　露店の人が気を利かせて鏡を持ってきた。フェルンが自分の頭を見てみると、大きな赤いリボンが髪に飾られていた。

「とてもよくお似合いです」

　ハイターが言った。

　頭を撫なでられたときと同じように、フェルンは心がくすぐったくなった。

　そのあとは、レストランで食事を取った。

　フェルンはハンバーグを、ハイターはルフオムレツを注文した。ルフオムレツは勇者の好物だったらしい。ハイターは、食べながら思い出に耽ふけるように目を細めていた。

「ハイター様のお好きな食べ物はなんなのですか？」

「私のですか？　難しいですね……飲み物なら、お酒一択なのですが」

「そうなのですか？」

　知らなかった。フェルンは、ハイターが酒を飲んでいるところを見たことがない。

　……いや、一度だけあったかもしれない。死のうとしていたフェルンに救済の手を差し伸べたとき、酒瓶を持っていた気がする。

「今は飲まないのですか？」

「禁酒したのですよ。でもまぁ……お酒は百薬の長とも言いますし、たまには飲んでみてもいいかもしれませんね？」

　ごくり、とハイターの喉がわずかに動いた。

　フェルンは酒に詳しくない。飲み過ぎると身体からだによくないのは知っているが、少しくらいなら、健康にいいのかもしれないと思った。

「飲んでみてはどうですか？　ハイター様には、元気でいてほしいです」

　正直な気持ちを伝えると、ハイターは少し困ったような顔を浮かべて、ふっと笑った。

「やっぱり、やめておきます。お酒はいつでも飲めますから」

「……？　そうですか」

　食事を終えたら、今度は服を買いに行った。フェルンは「成長期」なので服は小まめに変えていったほうがいい、というハイターの提案だった。たしかに最近、服の丈が短いなと感じることが多かった。服屋を巡り、秋に向けて服をたくさん買った。

　買い物が終わると、杖の店に戻った。

　職人の手で、杖は新品のようになって返ってきた。傷はきれいさっぱり消えて、魔力の伝導率も少し上がったらしい。それがフェルンにとっては、リボンを買ってくれたことよりも嬉うれしかった。

　帰りの馬車では、急に眠気がこみ上げてきて、ハイターの肩に寄りかかって寝た。馬車の揺れは大きくて、とても熟睡できたものではなかったが、不思議と心地よかった。

　いい一日だった。

　その翌日、ハイターが倒れた。
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「はっはっは。どうやら街で風邪をもらってしまったようです」

「笑い事ではありません……」

　ベッドに横たわるハイターの額には、濡れたタオルが載せられている。

　倒れたのは今朝のことだ。すぐに起き上がったが、ひどい熱が出ていた。熟練の僧侶だったハイターが風邪だと言うなら風邪で間違いないのだが、それでもフェルンは心配だった。

　ただの風邪でも、高齢のハイターには相当辛いはずだ。そうでなければ、倒れたりしない。

「私は平気ですから。それより、今日の修行はいいのですか？」

　いつもなら、とっくに修行を始めている時間だ。

　ハイターを置いて修行に出るのは不安だが、フェルンがここにいてもタオルを交換するくらいしかできることはない。

　渋々、フェルンはハイターの部屋をあとにした。

　外に出て、修行を始める。

　やることはいつもと変わらない。一番岩を狙って魔法を放つ。だけど、前よりも飛距離が落ちていた。魔法を使うたび、威力も速度も減少していく。

　ハイターのことが気になって、集中できない。

　なんとか頭から不安を取り除こうとしても、うまくいかなかった。忘れようとするほど雑念が増えていく。

　結局、その日はほとんど集中できなかった。

　その次の日も、同じだった。

　ハイターの体調は、なかなかよくならなかった。風邪を引いてから三日経っても、熱が下がらない。夜、壁越しにハイターの咳せき込こむ音が聞こえると、心がささくれ立った。

「年寄りの風邪は長引くものです。よくあることですよ」

　本人はそう言っている。

　だけど、その言葉を信じていいのか分からない。

　そして、ハイターが倒れてから四日目の朝。

　フェルンは、あることを決意した。

「ハイター様。修行に行ってまいります」

「はい。今日も頑張ってください」

　家を出ると、フェルンは一番岩の見える崖とは違う方角に進んだ。

　昨夜、少しでもハイターの助けになれないかと考えて、薬草学の本を読んだ。文字の多さに圧倒されながら頑張って読み進めると、この地方に風邪に効く薬草が生えていることが分かった。標高の高いところに群生しているらしい。

　ちょうど、この近くに山がある。朝から向かえば、日没までには薬草を見つけて帰ってこられるはずだ。

　だから、修行を休んで、薬草をさがすことにした。

　あまり遠くに行ってはいけませんよ、というハイターの言いつけを破ることになるが、薬草を持って帰れば、きっと不問にしてくれる。

　フェルンは杖を抱えて、森の中を進んだ。東の方角にある山を目指して、ひたすら歩く。

　登山口までは、あっさり来られた。

　山道を上る。上り坂のせいで、どんどん体力が削られていく。大粒の汗が、顎あごから滴したたり落ちた。夏の陽ひ射ざしが恨めしくて、杖がとても重たく感じられた。

　休憩を挟みながら坂を上り続けていると、山の中腹まで来た。

　ここで昼食を取ることにした。ハイターには、今日は外で昼食を取ると伝えてある。風邪がうつらないよう、元々食事は別で取るようにしていたので、怪しまれることはなかった。

　フェルンはパンを齧かじりながら、岩の上に腰掛けた。そこまで高い山ではないけれど、景色は綺き麗れいだった。

「あ……」

　下を見ると、山の斜面にさがしていた薬草を見つけた。小さな黄色い花を咲かせた、細長い草だ。

　運がいい。こんなに早く見つかるなんて。

　フェルンは荷物を置いて、ゆっくりと斜面を下る。足を滑らせないよう、注意を払った。ぱらぱらと足下から砂利が転がり落ちていくたび、緊張感が高まった。

　なんとか薬草のところまで下りられた。

　四、五本ほど引っこ抜いて、ポケットに入れる。目的は達成したので、斜面を登った。こういうとき飛行魔法が使えれば便利なのにな、と思う。

　荷物を置いたところまで戻ってくると、山道を下りていった。

　あとは、帰るだけだ。




　山を下りてから、一時間ほど経った頃。

「どこだろう、ここ……」

　フェルンは森の中で迷子になっていた。

　帰り道をあまり考えていなかったことを後悔する。行きは、見えている山を目指すだけだから迷う心配がなかった。目印のない森の中をまっすぐ進むことが、これほど難しいなんて思いもしなかった。

　まだ日は高い。

　とにかく、歩こう。日没までには帰らないと、ハイターを心配させてしまう。

　行きは東に進んだから、帰りは西だ。太陽の位置からなんとなく西の方角に当たりをつけて、フェルンは歩きだした。

　変わり映えしない景色が続く。朝から歩き続けで、足が痛くなってきた。

　こつん、と杖の上の部分が、何かに当たった。

　間髪容れずに、そばで何か落ちる。

　フェルンは足を止めて振り返った。そして、そこに落ちていたものを見て、悲鳴を上げそうになる。

　蜂の巣だ。

　ぶうううん、と恐ろしい羽音を立てて、巣から蜂が何匹も出てくる。

　フェルンは慌てて走って逃げた。刺されたら大変だ。足の痛みも忘れて、必死に逃げ続ける。

　しばらく走って、ここまで来れば大丈夫──と思った瞬間、フェルンは木の根に足を引っかけて、派手に転んだ。

「うぐ」

　身体からだの前面を強く打ちつけた。雑草が、鼻先に触れる。

　地面から身体を引き剝がすように、フェルンはゆっくりと起き上がった。痛みを感じて下を見ると、膝を擦りむいて少し血が出ていた。

　痛みと疲労のダブルパンチで、心が挫くじけそうになる。

「……しっかりしないと」

　自分に活を入れて、立ち上がる。

　フェルンはまた、歩き始めた。

　その後の道のりも、散々だった。枝で頭を打ったり、茂みに服を引っかけたり、石に躓つまずいて転んだり……不幸は不幸を呼んでくるというが、それにしたってツイていなかった。

　それでも、薬草は手に入った。これさえハイターに届けられれば苦労は報われる。その一心で、フェルンは足を動かし続けた。

　そして、とうとう日が暮れて、月が空に浮かび上がる頃。

　ようやく……ようやく、見知った道に出た。

　日没をとっくに過ぎてしまった。すでに辺りは暗い。それでも、ここまで来られた。あと、もう少しで家に帰れる。そしたら、ハイターにこの薬草を渡すのだ。

　この薬草を……。

「あれ」

　ポケットに入れた手が、空回る。どれだけまさぐっても、指先は薬草を見つけられない。

　他のポケットだったかな、と思って、フェルンは立ち止まって全身のポケットをまさぐった。けれども、薬草はどこにもなかった。

「……」

　考えたくないけれど──どうやら、落としてしまったらしい。

　いつ落としたのだろう。蜂に追いかけられたとき？　転んだとき？　茂みをくぐったとき？

　心当たりは、いくつもあった。

　フェルンは絶望的な気持ちになった。引き返す気力も体力もなくて、重い足を家のほうに動かすしかなかった。
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　ハイターはベッドから起き上がると、自分の額に触れた。

　熱が下がっている。それに、土ど嚢のうのように重かった身体からだが、だいぶマシになっていた。多少、喉に違和感が残っているものの、痛みはもうない。

　風邪は、治ってくれたらしい。

　思わず安あん堵どのため息が漏もれた。

　よかった。これでもう、あの子に心配をかけずに済む──。

　ハイターは立ち上がり、腰を反らす。ポキポキ、と背骨から小気味よい音が鳴った。

　外はもう日が暮れかけている。フェルンが修行を終える頃合いだ。そろそろ家に帰ってくるだろう。

　リビングに向かい、明かりを灯した。せっかく風邪が治ったのだから、たまには自分が夕食を作ろうと、キッチンに入る。年のせいで手先が震えたものの、なんとかシチューを作ることができた。

　あとは、フェルンが帰ってくるのを待つだけだ。

　それから三〇分、一時間と経ち……それでも、フェルンは帰ってこなかった。

　ハイターは外に出ると、杖をつきながら一番岩の見える崖に向かった。フェルンはあそこで修行をしていることが多い。ひょっとすると、修行に熱中しすぎているのかもしれない。そう思ったのだが、フェルンの姿はなかった。他にも、洗濯に使う川や、フェルンがよく瞑めい想そうしている岩場なんかを覗のぞいてみたが、どこにもいなかった。

「どこに行ったのでしょう……」

　一旦、ハイターは家に戻った。

　これ以上遅くなるようだったら本格的に捜索を──そう考えた矢先、玄関から音がした。

　リビングにいたハイターは、すぐさま玄関へと向かった。

　そこには、フェルンが立っていた。

　ハイターはほっと胸を撫なで下ろす。

「心配しましたよ。こんな時間までどこに……」

　そこまで言って、ハイターはフェルンの異変に気がついた。服の至るところが土で汚れ、頭には葉っぱが載っている。

「一体どうしたのですか？　そんなボロボロで……」

「……風邪は、もう治られたのですか？」

　どこか張り詰めた表情でフェルンがたずねると、ハイターは困惑気味に答えた。

「ええ。このとおり、すっかり元気ですよ」

「そうですか……よかったです」

　フェルンはそう言うと、疲れた声音で事情の説明を始めた。

　今まで薬草をさがしに出かけていたこと、道に迷ったこと、薬草を落としてしまったこと。

　説明を終えると、フェルンは深く俯うつむいた。頭に載った葉っぱが、ひらひらと床に落ちる。

「ハイター様……」

　フェルンは両手で服の裾をぎゅっと握った。いつも大人っぽく振る舞おうとするフェルンには珍しく、子供らしい仕草だった。

「私、もっと強くなりたいです」

　静かに、しかし芯のある声音で、言葉を紡ぐ。

「早く一人前になって、私、ハイター様に……」

　ハイターは、俯いたフェルンの頭に、ぽんと手を置いた。

「大丈夫です。あなたは、とてもよくやってますよ」

　そのまま優しく撫なでた。

　フェルンの身体からだから力が抜けていくのを感じる。

　薬草を落としたところで、ハイターには関係なかった。とっくに風邪が治ったからではない。ハイターは、もう十分なほどフェルンから生きる活力をもらっている。

　湿っぽくなった空気を切り替えるように、ハイターは「さあ」と高い声を出した。

「お腹が空いているでしょう？　ご飯にしましょうか」

「……はい」

　フェルンは顔を上げた。その表情は、いくぶんか柔らかくなっていた。
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　ハイターの作ったシチューは絶品だった。

　フェルンの空っぽの胃に、とろとろしたじゃがいもやにんじんがいくらでも収まっていく。疲れ切っているのも相まって、フェルンは夢中でスプーンを動かした。

　ふと顔を上げると、ハイターと目が合った。ハイターは、ニコニコしながらフェルンを見つめている。

「……顔に何かついてますか？」

「いえいえ。おいしそうに食べてくれるなぁ、と思いましてね。老人にとって、おいしそうに食べる子供の姿は何物にも代えがたい栄養なのですよ」

　そう言われると、変に意識してしまって微妙に食べづらい。ただそれより、気になったのは。

「ハイター様は、怒らないのですか？」

「怒る？」

「ハイター様に噓うそをついて、遠くへ行ったことです。ひどく心配をかけてしまいました」

「そのくらい、どうってことはありませんよ。こうして無事に帰ってこられたのだから、怒る必要もないでしょう」

　ほっとするのと同時に、ふと、疑問が生まれた。

「……ハイター様は、そもそも怒ることがあるのですか？」

「そりゃあもちろん。旅をしていたときは、しょっちゅうキレてましたよ」

「本当ですか？　信じられません……」

「みんな、どうしようもない人たちでしたからねぇ」

　そう言うわりに、ハイターは嬉うれしそうだった。フェルンもつられて、頰が緩む。

　シチューを食べ終えると、ハイターは改まったように「フェルン」と呼んだ。

「もし、いずれあなたが旅に出ることになったら、そのときは仲間と一緒のほうがいいですよ」

「それは……」

　一瞬、もやりとしたものが胸に広がる。

「私が、頼りないからですか？」

「いいえ」

　ハイターは、昔を懐なつかしむように微笑んだ。

「誰かといたほうが、楽しいからです」

「……ふふ」

　たしかにそのとおりだ、とフェルンは思った。
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「やはり、ダメか」

　深い落胆を感じさせる声が、頭上から降ってきた。

　地面に倒れていた少年は、四肢に力を込めてなんとか立ち上がる。身体からだは疲れ切っていた。全身は土つち埃ぼこりにまみれて、手のひらのまめは潰つぶれている。まだあどけなさを残す顔には、ところどころ木刀で殴られた痣あざができていた。

　彼の名はシュタルク。戦士の村に住む、幼い男の子だ。

　シュタルクは肩で息をしながら、落ちた木刀を拾う。

　顔を上げていくと、鋭い三白眼と視線がぶつかった。そこに立っているのは、シュタルクの父だった。こちらを見下ろして、𠮟りつけるような眼差しを注いでいる。父の怒りと失望が、嫌というほど伝わってくる。

　シュタルクは手を震わせながら、歯を食いしばる。

「ま、まだまだ……」

「お前の実力はもう分かった。これ以上みっともない姿を晒さらすんじゃない」

　父はシュタルクに背を向けた。少し歩いて、こちらを振り返りもせず、冷たく言い放つ。

「戦士なら、潔く負けを認めろ」

　シュタルクは一人ぼっちになった。

　立っているのが辛くて、膝をつく。捨てられた子犬のように肩を縮めてうずくまった。

「ずいぶんこっぴどくやられたな」

　後ろから声がした。

　シュタルクが振り返ると、純白のマントが風に翻ひるがえった。

　兄のシュトルツだった。

「兄貴……」

　シュトルツは地面に膝をつき、地面にへたり込むシュタルクと目線を合わせる。そして頭を撫なでた。

「大丈夫か？」

「……全然、ダメだ。こんなのじゃ、魔物にも魔族にも勝てっこない……」

「心配するな」

　シュトルツは微笑んだ。

「急いで強くなる必要はない。お前が魔物や魔族に襲われたら、そのときは──」




　がたん、と馬車が大きく揺れる。車輪が小石でも踏んだみたいだ。

　同時に、荷台の上で寝ていたシュタルクは目を覚ました。

「……夢か」

　身体からだを起こす。大きくあくびをして、凝り固まった関節をほぐすように腕を回した。硬い木張りの上で寝ていたせいで腰が痛い。

　馬車は峡谷沿いの道を進んでいた。見上げれば、清すが々すがしい青空が広がっている。今は正午を回った頃だろうか。少し空腹を感じる。

　いつもなら師匠と昼食の準備を始めるところだが、今は違う。

　シュタルクの師匠──戦士アイゼンのもとを離れたのは、つい先日のことだ。喧けん嘩か別れだった。魔物に立ち向かう勇気が出ず、それにしびれを切らしたアイゼンと喧嘩になったのだ。しまいには殴られ、シュタルクは逃げ出すように立ち去った。殴られたときにできた傷が、今も痛んでいた。

　アイゼンのもとに戻るつもりはない。合わせる顔がなかった。もう愛想を尽かされたに決まっている。それで、当てもなく放浪していたら、近くの村へ行くという馬うま飼かいの親子に拾ってもらい、今に至るわけだ。

「そうそう、握ってるだけでいいんだ。緊張するなよ」

「う、うん」

　馬車の前方から話し声が聞こえた。

　シュタルクは身体の向きを変えて膝で立つ。積まれた干し草の上から頭を出すと、馬飼の男と、その隣に座る幼い男の子が見えた。手綱を引いているのは、男の子のほうだ。

「止まりたいときはどうすればいいの？」

「手綱を引くんだ。おっと、今はやるなよ。またあとで練習しよう」

「難しい？」

「簡単さ。お前ならすぐにできる」

　どうやら馬の操り方を教えているらしい。

　この親子の会話が耳に入ったせいで、父の悪夢を見る羽目になったのかもしれない。目の前の仲睦まじいやり取りが、ちょっぴり羨ましかった。

　馬飼の男がシュタルクに気づいた。

「お。起きたか。そろそろ村に着くぞ」

「ああ、分かった」

　返事をしたあとも、男はじっとシュタルクの顔を見つめた。その視線が気になって、シュタルクは眉を寄せる。

「……なんで見てんの？」

「あんた、アイゼンさんの弟子か？」

「！　よく分かったな」

「やっぱりそうか。以前アイゼンさんと一緒に歩いてるところを見たんだよ」

　シュタルクはともかく、アイゼンは魔王を倒した勇者パーティーの一員だった。魔王を倒したのはもう何十年も前のことだが、この辺りでは今も有名なのだろう。

「今日は買い出しかい？　今日はアイゼンさんと一緒じゃないんだな」

「……師匠の話はしないでくれ。喧けん嘩かしたんだ」

「反抗期か」

「違ぇよ」

「俺の息子もいずれそうなっちまうのかな……」

「聞けよ……」

　馬車は峡谷にかけられた橋を渡る。そこからしばらく進むと、ちらほらと民家が見え始め、村に到着した。

　シュタルクは馬うま飼かいの親子に礼を言って、馬車を降りた。

「さてと」

　とりあえず飯だな、と方針を定め、足を進めた。

　小さな村だが、宿も酒場もある。しばらくここに滞在するのも悪くない。仕事を見つけて、生活するお金を稼ごう。農作業の手伝いくらいなら、シュタルクでもできる。

　ただ、気になることが一つ。

「なんか、辛しん気きくさい村だな……」

　外を出歩く人が、皆一様に怯おびえたような顔つきをしていた。どの村人も口を閉ざしているせいで、やけに静かだ。子供たちの遊ぶ姿だとか、婦女たちの井戸端会議だとか、そういった賑わいみたいなものが、この村にはまったくない。

「お葬式でもやってたのかな？」

　首を傾かしげるシュタルク。

　するとそこに、一人の老人が近づいてきた。

「あんた、冒険者か？」

「え？　いや、違うけど……」

「そうか。まぁ、なんでもいいけどな。あまりこの村には長居しないほうがいいぞ」

「なんでだ？」

「出るんだよ」

　何が、とシュタルクが口にした直後、老人は大きく目を見開いた。口を震わせながら後ずさりして、ぺたんと腰を抜かす。

「お、おい。どうしたんだよ？」

「出た……」

「だから何が!?」

　その疑問に答えるように、シュタルクの後方で地響きを伴う轟ごう音おんが鳴り響いた。あちこちで悲鳴が上がり、目の前にいた老人は這いつくばったまま逃げていく。

　猛烈に嫌な予感がした。息を呑んで、シュタルクはおそるおそる後ろを振り返る。

　竜が、村のド真ん中に下り立っていた。

　滑らかな紅い鱗うろこに、鉄すら引き裂けそうな巨大な爪。そこらへんの民家を軽く跨またげるほどの巨体だ。あの老人が言っていた〝出る〟とはこいつのことか、と即座に理解する。

　逃げよう。

　村に着いて早々こんなのと出くわすなんて。戦って勝てるかどうかとかそういう次元の相手じゃない。幸い、竜はこちらに気づいていない。今のうちに安全な場所に隠れるのだ。

　だがそのとき、見てしまった。

　竜のそばでうずくまる、男の子とおばあさんの姿を。

　シュタルクの足が止まる。もしあの二人を放っておいたらどうなる？　無事では済まないだろう。周りを見るかぎり、戦えそうな人はいない。

　だが、戦士なら……未熟とはいえ、ここにいる。

　あそこにいるのは、名前も知らない村人だ。それでもシュタルクは、見捨てることができなかった。逃げ出したくなる衝動を押し殺し、竜に向かって駆ける。背中の斧を手に取り、竜の前に立ち塞がった。

「俺が相手だ」

　竜は、ぐるる、と喉を鳴らしてシュタルクを見下ろした。火傷やけどしそうな熱い吐息が顔面に当たる。近くで見るとますますでかい。早くも逃げなかったことを後悔してきた。

　竜の瞳孔がすっと細くなる。腕を持ち上げると、巨大な爪が太陽に重なり、ぎらりと冴えた。

　攻撃が、来る。

　──あ、死んだわこれ。

　濃厚な死の予感。

　しかし竜は、シュタルクには攻撃せず、近くの民家を切り裂いた。シュタルクから目を離すことなく威い嚇かくを続け、しばらくすると、役目を終えたように飛び去っていった。

　どっと汗が流れる。

　無意識のうちに斧を強く握りしめていた。いまだに脚が震えている。まるで生きた心地がしなかった。

「た、助かった……」

　ようやく肩の力が抜ける。なぜ竜が襲ってこなかったのかは分からないが、命拾いした。こんなのは二度とごめんだ。

　シュタルクは斧を背負った。振り返ると、泣きじゃくる男の子をおばあさんがあやしていた。二人とも怪我はないみたいだが、表情には不安が残っている。特に、男の子のほうはひどく怯おびえている様子だ。

「大丈夫、大丈夫だからねえ……」

　男の子の頭を撫なでながら、おばあさんはそう繰り返している。それでも泣き止まない。

　見かねたシュタルクは二人のもとに近づいた。片膝をついて男の子に目線を合わせる。

「竜はどっか行ったぞ。もう安全だ」

「でも……また、来るかも……」

　そう言うと、「うわああん」と一層激しく泣き始めた。

　シュタルクは慌てた。逆効果だったかもしれない。人相が悪いせいだろうか。

「お、おい。泣くなよ。ここに竜は──」

　そのとき、ふと馬車の荷台で見た夢が、脳裏に蘇った。

　厳しい稽古に、弱音を吐いてうずくまる自分。兄であるシュトルツの声が、耳元で蘇る。




『心配するな』




　一瞬、目の前の男の子と、過去の弱々しかった自分が重なった。

　──あのとき、兄貴になんて言われたんだっけ。

　シュタルクは記憶を掘り返しながら、男の子の頭に優しく手を置いた。

「大丈夫だ」

　力強く言葉を続ける。

「もし竜が来たら、俺が退治してやるよ。だからもう心配すんな」

　ぐすん、と鼻をすすって、男の子はシュタルクを見つめた。

「……ほんとに？」

「ああ。こう見えて、俺は結構強いんだぜ」

　シュタルクはにっと笑った。すると男の子の顔に、安あん堵どとキラキラとした憧しよう憬けいが浮かんだ。男の子に寄り添っているおばあさんも顔を綻ほころばせ、シュタルクに深く頭を下げる。

「ありがとうございます。なんとお礼を言ったらいいのか……」

「いいよ、気にしなくて」

「……ところで、あなたは一体？」

　シュタルクは立ち上がった。気づけば、物陰や家の中に隠れていた村人たちが姿を現していた。みんな、縋すがるような目線をシュタルクに向けている。きっと不安なのだろう。この男の子と同じで、また竜がやってくることを恐れているのだ。

　そんな彼らを少しでも安心させたくて、シュタルクは声を張る。

「俺はシュタルク。世界一の戦士アイゼンの……一番弟子だ」

　おお、と歓声が上がる。

　池に波紋が広がるように、希望が伝でん播ぱしていく。それは活気となり、村人たちの目に光が宿り始めた。

「シュタルク様がいればもう安心だ！」と誰かが叫び、一転して勝利のムードが漂った。さっきまで怯おびえていた人たちもシュタルクのもとに駆け寄り、あらんかぎりの称賛を送った。もはや宴のような雰囲気になりつつある。

　感謝を伝えてくる村人たちにシュタルクは笑顔で応えながら、心の中で呟つぶやいた。

　どうすんだこれ……。
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　酒場の扉を開けると、からんころん、とベルが鳴った。

　ちょうど夕食の頃合いで中は混み合っていた。賑やかな談笑が店内を埋め尽くし、給仕が慌ただしそうに皿やジョッキを運んでいる。シュタルクはカウンター席に空きを見つけて、そこに腰を下ろした。

　カウンターの向こうから、白髪を綺き麗れいに撫なでつけた男がシュタルクの前にやってくる。ここのマスターだ。

「いつものでいいかい？」

「ああ、頼むよ」

　もうすっかり慣れたものだった。マスターは厨ちゆう房ぼうのコックに注文を伝える。

　シュタルクは改めて店内を見渡した。初めてこの村に感じた辛しん気きくささはもう微み塵じんもない。みんな和気あいあいと食事を楽しんでいる。

　給仕の女性が、シュタルクに料理を運んできた。シュタルクの前に、ミートパイとケーキが置かれる。

「あれ？　ケーキは頼んでないと思うんだけど……」

「サービスですよ。なんせシュタルク様が来てから今日で一年ですから」

「あ、そうだっけ」

　もうそんなに経つのか、と時の流れの早さに驚いていたら、

「おいみんな聞いたか？　シュタルク様が来てから今日でちょうど一年だってよ！」

　近くに座っていた赤ら顔の男が、高らかに吹聴した。すると、周りの客は一旦談笑をやめて、男のほうを向いた。

「そいつはめでたいな。今日は記念日だ」

「シュタルク様がいなかったら、こんなバカ騒ぎもできなかったもんなぁ」

「村の英雄、シュタルク様に乾杯！」

　乾杯、と客はこぞってジョッキやグラスを掲げる。シュタルクは若干の胃痛を覚えながら、苦笑いするしかなかった。

　この村に来てから一年。竜は、依然として村の外れに居座っている。シュタルクが来る前から状況は変わっていない。なのにこうして平和な雰囲気になっているのは、シュタルクがいるからだ。この村の人々は、シュタルクがいるおかげで竜が襲ってこないと信じている。

　ただ、一人を除いて。

「ふん……小僧一人に浮かれおって」

　盛り上がっている空気に、水を差すような言葉が耳に届いた。声のしたほうを向くと、カウンターの端っこに一人の老人がいた。不快そうに眉を寄せ、まったくおいしくなさそうに酒をちびちびと飲んでいる。

「おい、ヴァンスじいさん。そんな言い方ないだろ。シュタルク様は竜からこの村を守ってくれてるんだぜ？」

「どうだか。竜が気まぐれで逃げ出しただけだろう」

「じゃあなんで一年も竜は襲ってこないんだ？」

「逆に訊きたいが、なんで一年もその小僧は竜を倒そうとしないんだ？　理由は分かりきっている。その小僧が本当は大したことないヤツだからだ」

　男は顔をしかめた。これといった返答が思いつかなかったようで「偏へん屈くつなじじいだ」と悪態をつく。祝福ムードだった店内の空気が、微妙に冷めてくる。

　乾杯の音頭を上げた男が、気を使うようにシュタルクのそばに寄った。

「シュタルク様、気にしないでやってください。あのじいさん、ずっと独り身でひねくれてるんですよ」

「あ、ああ」

　シュタルクはなんだか申し訳ない気持ちになった。

　あの老人──ヴァンスの言っていることは正しい。シュタルク自身、竜に勝てる自信はない。だが本当のことを言う勇気もなかった。

　竜がなぜ襲ってこないのかは分からないが、シュタルクがこの村の希望になっているのは、事実だ。

　なら、シュタルクがやるべきことはただ一つ。

　噓うそを本当に変える努力をすることだ。
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　シュタルクの修行は日の出とともに始まる。

　村の外れにある岩壁を前にして、シュタルクは両手で斧を握った。ゆっくりと息を吐きながら丹たん田でんに力を込め、攻撃の構えを取る。

　岩壁に飛びかかると同時に、斧を思いっきり振り下ろした。

　耳をつんざく炸さく裂れつ音が辺り一帯に轟とどろいた。近くの池にさざ波が立ち、木にとまっていた小鳥は一斉に逃げ出す。岩壁は大きく抉えぐれ、上からぱらぱらと小石が落ちてきた。

　シュタルクはため息をついた。

「足りないな……」

　竜の堅牢な鱗うろこを貫くには、まだ心こころ許もとない。もっと威力を上げなければ。

　シュタルクは修行を続けた。身体からだを鍛え、斧を振る。そうこうしているうちに朝が終わり、昼時を迎えようとしていた。

　少し休もうとシュタルクが近くの岩に腰掛けると、茂みの中から男の子が顔を出した。

「シュタルク！」

　一年前、竜に襲われそうになっていた男の子だ。あの日からすっかりシュタルクに懐なついて、こうして修行の最中にもたびたび会いに来ていた。

「よう。また見学か？」

「うん！　休憩中だった？」

「まぁな」

　男の子はシュタルクのそばに寄った。その途中で抉れた岩壁を見上げ、おー、と感嘆の声を上げる。

「このまま修行を続けてたら、岩壁が割れて谷ができちゃうんじゃない？」

「そうなったら地図を新しくしないとな」

　シュタルクは冗談めかして言う。だがシュタルクの師匠であるアイゼンなら、もしかすると数日で成し遂げてしまうかもしれない。

「ほんと、戦士ってすごいなぁ」

「もっと褒ほめてくれてもいいんだぜ」

「えっと……馬鹿力！　もう人間の域を超えてるよ！　化け物！」

「ちょっと悪口入ってない？」

　褒め方が下手すぎる。窘たしなめる代わりに、頭をわしわしと撫なでてやった。男の子はまんざらでもなさそうに「やめてよー」と言って、シュタルクの手から逃れた。

「どうやったら斧で岩を割れるようになるの？」

「うーん、どうって言われてもな……気づいたらできるようになってたから」

「えー！　じゃあ修行も自分で考えたの？」

「いや、最初は師匠から教えてもらってたんだ。斧の振り方とか力の込め方とか、いろいろさ。でも……」

　数年前のことを思い出す。

　シュタルクとアイゼンが出会って間もない頃だ。

「師匠、教えるの下手くそだったんだよなぁ……」




「よく見ておけ」

　とアイゼンが言う。

　アイゼンの目の前に、巨大な岩が二つ並んでいた。まだ幼いシュタルクの身長の倍くらいはあるが、それはアイゼンが背負って運んできたものだ。あの小さな身体からだのどこにそんな力が宿っているのか、シュタルクは毎回不思議に思っていた。

　アイゼンは岩に近づき、斧を構えた。そして上から下に、一気に振り下ろす。

　ばがん！　とすさまじい音がした。まるで薪割りみたいな感覚で、アイゼンは岩を両断してみせた。元は一つだった岩が、左右にごろんと転がる。

「よし、やってみろ」

「いや、無理だって……」

　一〇歳そこらのシュタルクに、できるはずもなかった。年齢を考慮しなくとも、普通の人は斧で岩を割れない。

「岩はまだ早いか」

「早いよ。まだ斧握ってから一か月も経ってないんだぜ？　ハイハイからようやく歩けるようになった子供に水の上を走れって言ってるようなもんだ」

「俺は子供の頃から水の上を走れたぞ」

「それは師匠がおかしい」

「そうか」

　アイゼンは自分の長いヒゲを撫なでて黙り込んだ。元より表情に乏しいが、顔の半分を覆っているヒゲのせいで余計に何を考えているのか分かりにくい。

「こういうのって、最初は柔らかいものから試していくもんなんじゃないのか？」

「ほう」

「俺の村じゃ、藁わらの束とか試し切りしてたけど」

「なるほど、藁か」

「うん。って、なんで俺が教えてんだよ。逆だろ」

　アイゼンの戦士としての実力はたしかだ。だが師匠としての資質はからっきしなんじゃないだろうか、とたまに疑ってしまう。

「藁の手持ちはないな」

　アイゼンは諦めたように嘆息すると、家の方角に歩きだした。

「野菜でも切るか」

「野菜……」

　それから家に戻って、本当にシュタルクは野菜を切ることになった。斧ではなく、包丁でだ。タマネギやにんじんをまな板の上で切り刻んでいく。柔らかいものから、とは言ったものの、野菜では修行にならない。料理の腕は上達するかもしれないが。

「なぁ師匠。これも修行の一環なのか？」

「そんなわけないだろう。昼飯の時間が近づいてたから、ちょうどいいと思ったんだ。それに、今のお前に必要なのは筋肉だ。たくさん食べて、身体からだを鍛える。それが先決だ」

「な、なるほど……」

　一応、ちゃんとした理由はあったみたいだ。シュタルクは少しだけ安心する。

　切り刻んだ野菜を鍋に入れて、しばらく煮込んだ。野菜のスープができあがると、二人はテーブルについて少し早い昼食を取った。

　アイゼンはヒゲの隙間から器用にスープを口に運んでいく。うまいともまずいとも言わず、黙々と食事をしている。いつものことだが、無言の時間が長いと落ち着かない。何か話題でも振ろうかな、と思ったら「シュタルク」と名前を呼ばれた。

「なんだ？」

「修行で一番大切なことは何か分かるか」

　シュタルクは首を傾かしげて、しばし考えた。

「……根性とか？」

「いいや。答えは、気合いと忍耐だ」

「根性と大して変わんなくねぇ？」

　しかも一番って言ったのに二つ言ってるし、とは突っ込まないでおいた。

「じゃあ根性でいい」

「いいんだ……」

「魔法がイメージの世界であるのと同じように、折れない心は鋼の肉体を作り出す。だから、気合いや根性が大切になってくるんだ。強い心があれば、過酷な修行にも耐えられるだろう。無む闇やみに頑張ればいいというわけでもないがな」

　思いのほか含蓄のある教訓だった。精神論といえども、アイゼンが言うと妙な説得力がある。だからこそ、胸に刺さる部分もあった。シュタルクは目を伏せて、小さく自じ嘲ちようする。

「でも、俺は家族を捨てて逃げ出した臆病者だ。強い心なんて……」

「臆病なのは、俺も同じだ」

　アイゼンは、シュタルクをまっすぐ見てそう言った。同情も自虐もなく、ただ事実を述べているだけのようだった。その姿に、シュタルクはなんだか救われた気持ちになる。

「そっか」

　会話はそこで終わり、シュタルクとアイゼンは食事を再開した。

　二人がスープをたいらげると、アイゼンは「よし」と言って立ち上がった。

「午後の修行は岩を背負ってスクワット千回だ」

「根性でどうにかできる範囲を超えてるだろ……」




「まぁ、なんだかんだいい師匠だよ」

　シュタルクはしみじみと言う。すると話を聞いていた男の子は、どこか不安そうにたずねた。

「戻りたくなったりしない？」

「師匠のところにか？　うーん……ぶっちゃけ会うの気まずいんだよなぁ。さすがにもう怒ってはないと思うんだけど」

「そっか……」

　いまいち顔色が晴れない。ひょっとして村を捨てて師匠のところに戻ると思ったのだろうか。

「竜を倒すまでは、この村を離れねぇよ」

　そう言うと、男の子は分かりやすくホッと胸を撫なで下ろした。

　そろそろ昼食の時間だ。シュタルクは修行を中断して、村に戻った。

　男の子と別れて、いつもの酒場へ向かう。店の中に入ろうとすると、「うええ」と苦しそうな呻うめき声が聞こえた。何事だろうかとシュタルクは立ち止まる。酒場の裏側に回ってみると、壁に手をついて嘔おう吐とする老人の姿があった。

　ヴァンスだ。おそらく酒の飲み過ぎだろう。今まで酒場で酔い潰つぶれる姿を何度か見たことがある。見て見ぬ振りするのも気が引けて、シュタルクはヴァンスのもとへ寄った。

「大丈夫か？」

　シュタルクはヴァンスの背中をさすった。老人らしい、骨の浮き出た薄い背中だった。

「ああ、すまんな……って、お前か」

　ヴァンスはシュタルクに気づくなり、手を払いのけた。口元を雑に袖でぬぐって、シュタルクを睨にらむ。

「お前なんかに借りは作らねぇ、この偽善者め」

「おいおい、偽善者はないだろ」

「だったらさっさと竜を倒しに行ったらどうだ？　どうせ無理なんだろう。周りから褒ほめられていい気になってるだけの小僧め……わしには分かって……分か……」

　おええ、とまた吐いた。悪酔いがすぎる。ちょっと心配になってきた。

「少しは酒を控えたほうがいいんじゃねぇか？　もう年なんだしさ」

「余計なお世話だ」

「何事だ？」

　酒場の裏口からマスターが出てきた。ヴァンスは邪魔者が入ったと言わんばかりに舌打ちをして、シュタルクに背を向ける。

「もういい。帰って仕事する」

　ふらふらとおぼつかない足取りで、ヴァンスは酒場をあとにした。

「ヴァンスさんにまた何か言われたか？」

　マスターが心配するように訊くと、シュタルクは「ちょっとだけな」と答えた。

「すまないな。気を悪くしないでくれ」

「別にマスターが謝ることないだろ」

「まぁ、それはそうなんだが……」

　煮え切らない顔だった。前々から思っていたが、マスターはヴァンスに対してやけに気を使っているきらいがある。一日中ヴァンスに店に居座られても文句を言わないし、ヴァンスの取り留めのない愚痴に付き合っている姿をたまに見る。

　マスターは困ったように額を押さえた。

「……ヴァンスさん、一〇年ほど前に奥さんを病気で亡くしてね。それ以来、何かと自じ暴ぼう自じ棄きになっちゃってるんだよ。昔は優しい人だったんだけどね」

「そんなことが……」

「まぁ、君が気にすることはないよ。それにもう一〇年も前のことだしね。そろそろ前を向いてもらわなきゃ困るってもんだ」

　そう言って、マスターは店の中に戻った。

　やるせない話だ。何かとシュタルクに当たりのキツいヴァンスだが、不ふ憫びんに思えてきた。家族を失う気持ちは、シュタルクにも理解できる。

　なんとか和解できないかな、と考えていたら、びゅおう、と強い風が吹いた。

　シュタルクは空を見上げる。

「一雨来そうだな……」
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　その日の夜。

　シュタルクが予想したとおり、天気は荒れた。それも大荒れだった。昼頃から急に風が強くなり、夕方からは雨も降り始めた。空は厚い雲に覆われ、時おり稲いな光びかりが閃ひらめく。今日の修行は早めに切り上げ、シュタルクは宿の自室にこもっていた。

　夜が更けるにつれ、雨あま脚あしが強くなっていく。当分やむことはないだろう。

　雨粒がぱしぱしと窓を叩く音に耳を傾けていると、外から「おーい」と人の声が聞こえた。

　シュタルクはベッドから立ち上がる。窓の外に目をやると、小さな明かりがぽつぽつと見えた。ランタンを手にした人が、村を走り回っている。

「何やってんだ……？」

　馬でも逃げたのだろうか。何やら深刻そうな雰囲気だ。

　心配になって、シュタルクは自室をあとにした。風圧で重くなった扉を開け、外に出る。雨に打たれ、あっという間に全身ずぶ濡れになった。

「どうかしたのか？」

　外にいた青年を捕まえて、そう訊いた。

「ああ、シュタルク様。実は、ヴァンスさんがまだ帰ってきてないんです」

「あのじいさんが？」

「はい。どうやら狩りに出かけたままのようで……捜してるんですが、いまだに見つかってないんです」

「大変じゃねぇか。俺も捜すよ」

「助かります。でも……」

　青年の顔に影が射した。

「たぶん、ヴァンスさんは森の中にいます。捜索の手をそこまで広げたいんですけど、村の外は土砂崩れが多く危険で……巻き込まれたら、ひとたまりもありません」

　雨が降ると地盤が不安定になり、地滑りが発生しやすくなる。特に森のほうは急な斜面が多く、いつ大規模な土砂災害が起きてもおかしくないらしい。

　おそらくヴァンスは、なんらかの理由で足止めを食らっているのだろう。帰り道を土砂で塞がれたか、怪我でもして動けなくなったか。なんにせよ、急いで助けに行かないと。

「俺が行くよ」

「いや、ダメですよ。いくらシュタルク様でも、土砂崩れに巻き込まれたら……」

「竜に比べりゃ、どうってことねぇよ」

　シュタルクは青年からランタンを借り、森へ向かって走り出した。

　村の人が命の危険に晒さらされているのに、手をこまねいているわけにはいかない。それにシュタルクはヴァンスに対して負い目のようなものを抱いていた。竜に立ち向かう勇気がないことを認めれば、ヴァンスが村人たちから煙たがられることもなかったかもしれない。

　ぬかるんだ地面を駆け、夜の森に突入する。

「おーい！　ヴァンスじいさーん！」

　風や木々の葉っぱが擦れ合う音にかき消されないよう、シュタルクは大声で呼ぶ。

　一口に森といっても、その広さは村の何倍もある。しかも月明かりがないから、周りは暗い。ランタンの明かりだけが頼りだ。

　シュタルクは暗闇を走り続ける。

　衣服が雨水を吸って重くなってきた。おまけに結構寒い。想像以上に体力を削られる。このまま一人で森の中を駆け回って見つけられるのだろうか……。

　不安が頭をもたげてきた、そのとき。

　ぴかっと空が輝き、同時に大砲を撃ったような爆発音が轟とどろいた。

「うおお!?」

　心臓が跳ね上がった。

　どうやら近くに雷が落ちたようだ。この雨だから火事になることはないだろうが、さすがに肝が冷えた。

　服の上から心臓を押さえる。まだドキドキしている。

　今になって、シュタルクは恐怖を感じてきた。ただでさえ視界が悪いのに、いつ土砂崩れが起きてもおかしくない状況だ。竜と戦うよりマシとはいえ、死のリスクは常に付つき纏まとっている。

　──諦めて帰ろうかな。

　村に戻っても、誰もシュタルクのことを責めやしないだろう。

　だけど、とシュタルクは思う。

　もし、アイゼンなら。あるいはシュトルツなら。

　きっと、救える命を見捨てはしない。

　シュタルクは再び走り出した。まだ足は動く。諦めるには、早すぎる。

　それから一時間後。

　シュタルクはようやくヴァンスを見つけた。




「じいさん！」

　ヴァンスは斜面の下に倒れていた。おそらく足を滑らせて落ちたのだろう。

　シュタルクはランタンの持ち手を口に咥くわえ、慎重に斜面を下っていく。傾斜はキツいが、そこまで高さはない。死んではいないはずだ。

「じいさん、生きてるか？」

　身体からだを揺らすと、ヴァンスは「うう」と呻うめき声を上げて目を開いた。

「なんだ小僧……またお前か……」

　蚊の鳴くような声だった。かなり衰弱している様子だ。

「悪かったな、俺で。痛むところはあるか？」

「……たぶん、足が折れてる。それ以外は、問題ないはずだ」

「分かった」

　シュタルクは手頃な枝で添え木を作り、ヴァンスの足を固定する。ヴァンスを背負おうと腕を握ると、ぞくりとした。身体が氷のように冷たい。急いで帰らなければ。

　ヴァンスを背負って斜面を登る。膝が悲鳴を上げそうだ。風雨の中を走り続けていたせいで、シュタルクもかなり体力を消耗していた。自分の身体に鞭むちを打ち、必死に村を目指す。

「なぜ、助けに来た……」

　ヴァンスが掠かすれた声で言った。

「こんな老いぼれ、放っておけばいいものを……どうせ身寄りもいないんだ」

「身寄りがいなくたって、こんなところで死ぬのは嫌だろ」

「ふん……お前に何が分かる」

「分かるよ。俺の家族もみんな死んじまったからさ」

「……」

　歩きながら喋しやべるのは疲れる。それでも、ヴァンスには伝えたいことがあった。

「実はさ、あんたの言ってること、結構当たってるんだ。俺に竜と戦う勇気はないし、みんなから褒ほめられていい気になってんのも、そのとおりかもしれねぇ。今まで親父からも師匠からも、一度も褒められたことがなかったんだ」

　ごうごうと流れる川を、シュタルクは石から石へと跳んで渡る。

「この村の人たちはみんな優しいよ。がっかりさせたくなくて本当のことは黙ってるけど、もしかしたら逆効果なのかもな」

　ヴァンスは何も言わない。だけど少しして、小さく息を吸う音が聞こえた。

「……お前は強いな」

「え？」

「そんな生い立ちで、よく今まで腐らずにいられるものだ。よく世の中を憎まず、人に優しくできるものだ。俺とは違う……お前は、強いヤツだよ」

　少し、誤解されている気がする。

「別に、ずっと冷たくされてたわけじゃねぇよ。兄貴は優しかったし、師匠だって厳しかったけどひどい人じゃなかった。じいさんが思ってるほど、辛いことばかりじゃない」

「……そうか」

「でもまぁ……褒めてくれるのは、嬉うれしいよ」

　ふ、とヴァンスは笑った。

「お前なら、本当に竜を倒せてしまうかも、しれんな……」

「……じいさん？」

　ヴァンスは力なくうなだれた。背中にかかる重さが、少し増したような気がした。

　まさか、とシュタルクは息を呑む。

「おい、じいさん？　大丈夫か？　なあ……おい！　じいさん！」

「うるせえ！　寝かせろ」

「ごめん」

　よかった、生きてた。まだわりと元気そうだ。

　シュタルクは喋るのをやめて、歩くことに専念した。

　もうそろそろ、森を抜ける。
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「ええ。シュタルク様は、無事にヴァンスさんを背負って帰ってきましたよ」

　酒場のマスターは、カウンター席に果物の盛り合わせを置く。

　今日は貸し切りだった。酒場の中には、マスターを含め二人しかいない。

「まだ若いのに、本当に大したものです。あの頑固なヴァンスさんも、すっかりシュタルク様のことを気に入られました。この村で統計を取れば、シュタルク様の支持率は百パーセント間違いなしですね」

「……そうか。うまくやってるんだな」

「ずっと居てもらいたいくらいですよ。でも、あれだけ勇敢な子を、こんな小さな村に留めておくのはよくないのでしょうね。旅をさせれば、きっと偉大な戦士になりますよ」

「間違いないな」

「ところで……本当に会わなくていいんですか？　アイゼン様」

　アイゼンは皿の上からブドウを一粒つまんで、ヒゲの隙間から口に放り込んだ。

「近況を聞きに来ただけだ。会う必要はない。シュタルクだって、俺とは顔を合わせたくないだろう」

　ごくんとブドウを飲み込んで、アイゼンは小さくため息をつく。

「……というのは建前で、本当は会うのが気まずい」

　マスターは微笑んだ。

「シュタルク様は、アイゼン様のことを恨んでいませんよ」

「あいつは優しい子だからな。だがそういう問題ではない」

「そうですか」

　アイゼンは黙々と皿に盛られた果物を食していく。

　食べ終わると、テーブルにお代を置いて立ち上がった。

「マスター。俺がここに来たことは……」

「言いませんよ。分かってますとも、アイゼン様が来るのはもう五回目ですから」

「助かる」

　不器用ですねぇ、とマスターは言いかけて、口を噤つぐむ。きっと余計なお世話だろう。

「アイゼン様」

　店から出て行こうとするアイゼンを、マスターは呼び止めた。

「なんだ」

「シュタルク様は、竜を倒せると思いますか？」

　普段、表情をまったく変えないアイゼンだが、そのときだけは、笑った気がした。

「当然だ」




　＊




　シュタルクは立ち止まり、来た道を振り返った。

　目線の先には、三年間暮らした村がある。今やシュタルクがいなくとも、その平穏は保たれている。村人たちの脅きよう威いとなっていた竜は、すでにシュタルクの手によって討伐されていた。

「どうされましたか、シュタルク様」

　前を歩いていたフェルンが呼びかけた。

「なんでもない。ちょっと村の様子が気になっただけだ」

「寂しいのなら、引き返してもいいんですよ」

「別に寂しくなんか……いや、ちょっとは寂しいな。三年も暮らしてたんだし」

　村人たちの優しさに胃を痛めることもあったが、充実した三年間だった。もう少しのんびりしてもよかったかもしれない。

「でも、お前らについていくって決めたからさ。それに、このパーティーには前衛が必要なんだろ？　だったら引き返すわけにはいかねぇよ」

　フェルンは口元を緩めた。

「頼りにしてます」

「おう、任せろ。……でも次からは俺だけじゃなくて一緒に戦ってね？」

「へたれ」

「辛しん辣らつ！」

　涙目になるシュタルク。

　仲が良いのか悪いのかよく分からないやり取りもそこそこに、二人は先を行くフリーレンを追いかけた。





[image: ]










　朝の空気は冷たく、少し湿っている。

　太陽が稜りよう線せんから顔を出したばかりの時間に、一二歳のラヴィーネは森の中を歩いていた。家を抜け出したのがおよそ三〇分前。ぼんやりと感じる魔力を頼りに、獣道を進む。

　茂みをかき分けると、池が見えた。水面は澄み渡り、波もなく静かだ。

　池のそばに、一人の少女が佇んでいた。

　杖を構え、獲物を狙うようにじっと水面を見つめている。背はラヴィーネと同じくらいで、髪を垂れた犬耳のように両サイドで結んでいる。

　カンネだ。同じ魔法学校に通う、ラヴィーネの幼おさな馴な染じみ。何やら集中している様子なので、ラヴィーネは声をかけず、見守ることにした。

　カンネから立ちのぼる魔力が、すっと研ぎ澄まされた。すると、風もないのに池に波紋が生まれ、ぐぐぐ、と水がひとりでに持ち上がる。

　次の瞬間。

　池から勢いよく飛び出した水柱が、ドパァン！　と音を立てて近くの岩壁に直撃した。跳ね返ってきた水しぶきがラヴィーネの顔にぶつかり、思わず目を細める。

　水を操る魔法リームシユトローア。カンネが得意とする魔法だ。

　その後もカンネは同じことを繰り返した。池の水を操り、魔法で思いっきり岩壁にぶつける。どうやら特訓でもしているらしい。

　しばらく眺めていると、ラヴィーネは空が曇り始めていることに気がついた。雨でも降ってきそうだ。そろそろ頃合いか、と思って、カンネに近づいた。

「ずいぶん熱心じゃねーか」

「うわっ、びっくりした」

　振り向いたカンネが、驚いて杖を落としそうになる。

「出てきたのがアタシでよかったな。魔物だったら死んでる」

　魔力探知をサボっていたな、と言外に咎とがめた。カンネは「う」と図星を突かれたような声を出す。

「怖いこと言わないでよ。別に、ここら辺の魔物くらいなら倒せるし」

「戦ったこともないくせに」

「それはラヴィーネだって同じでしょ」

「舐なめんな。ここら辺の魔物くらいなら倒せる」

　からかうつもりでカンネと同じセリフを吐いた。実際、倒せる自信もあるが。

　カンネはムッと眉を寄せて、ラヴィーネを睨にらんだ。

「ていうか、なんでここが分かったわけ？　誰にも言ってなかったのに」

「前に森に入っていくところを見たんだよ。それに最近、寝不足っぽかったから」

「それでついてきたんだ。ストーカー？」

「ぶん殴るぞ」

「お？　やんのか？」

　ファイティングポーズを取るカンネ。

　相手してやる、とラヴィーネが距離を詰めようとしたら、近くの岩壁が目に入った。カンネが魔法の的にしていた箇所には、巨大なスプーンでくりぬかれたような窪みができている。よく見ると、その表面は驚くほどになめらかだった。

　一日や二日の特訓では、こうはならない。一週間……あるいはもっと前から、カンネは特訓を続けていたのかもしれない。誰にも言わず、一人で。

「……」

「な、何。急に黙り込んで」

　ラヴィーネはカンネに視線を戻す。

　今日、カンネのあとをつけたのは、単純な好奇心からだった。何か知られたくないことでもあるのかもしれない、と勘かんぐっていた。それが、予想外の努力を見せつけられて、別に実力や成績で競っているわけでもないのに、ラヴィーネは負けたような気持ちになってしまった。

「……やめた。今のお前に勝っても嬉うれしくねぇ」

「何それ」

　拍子抜けしたように、カンネは肩を下げた。

　ぽた、とラヴィーネの鼻先に水滴が触れた。空を見ると、雨が降ってきていた。

「帰ろうぜ。今日はもう終わりでいいだろ」

「言っとくけど、私って本気になればすごく強いんだからね」

　虚きよ勢せいにしては、妙に自信満々だった。

「へえ。そいつはびっくりだな」

「信じてないでしょ。ちょうどいいや、見てて」

　カンネは再び杖を構える。そして、今まで以上に集中し、魔力を練った。

　ふと、ラヴィーネは池の上に魔力を感じた。そちらに視線を動かすと、空中に水晶玉くらいの水球ができていた。それはみるみるうちに大きくなっていく。どうやら雨を取り込んでいるらしい。最初は片手で持てる程度の大きさだったものが、あっという間に両手でも抱えきれないほどになり、そしてとうとう人間ひとりを飲み込めるくらいに──。

　……まだ大きくなるのか？

　ラヴィーネはわずかに目を瞠みはる。

　ついに小屋くらいのサイズに達すると、巨大な水球は突然重力を思い出したように、池に落ちた。ドオォン、と地響きとともに水しぶきが舞い上がり、溢あふれた水が波となってラヴィーネの足首を飲み込んだ。

　あんなものが人の上に落ちたら、熟練の魔法使いでもひとたまりもないだろう。

　ラヴィーネは自慢げにするカンネを見て、

「やるじゃねぇか」

　と素直に褒ほめた。

　カンネは「ふふん」と胸を反らす。

「でしょ？」

「それで、魔力は？」

　カンネのしたり顔に、ヒビが入った。

「……今ので完全に切れちゃった」

　やっぱりか、と思う。カンネの魔力が、もうほとんど感じられなくなっていた。あの巨大な水球を作るので使い果たしてしまったのだ。

「今日の実習どうすんだよ」

「どうしよう……サボっちゃおうかな？」

「じゃ、帰るわ」

「うそうそ、ちゃんと出るから。ちょっと、置いてかないでって！」

　カンネが小走りで追いかけてくる。

　ラヴィーネは歩きながら、数年後のことを考える。いずれ受けるだろう魔法使いの選抜試験。その最高峰である一級試験は、当たり前のように死人が出るほど苛か烈れつを極めるという。

　今の自分が、一級魔法使いになるイメージはまったく湧かない。だが、これから鍛錬を積み、自分の魔法と相性のいいカンネと一緒なら。

「おい」

　ラヴィーネは立ち止まって、カンネのほうを向いた。

「次からアタシも呼べ」

「え、ラヴィーネも特訓するの？　なんで？」

「なんでって」

　少し迷って、言葉を続ける。

「お前、ほっとくとすぐ死にそうだし」

「バカにしてる？」

「かもな」

　カンネは怒った顔をすると、口をいーっとさせた。

「ラヴィーネなんか嫌い」

「言ってろ」

　ラヴィーネは歩みを再開する。

　家に着くまでのあいだも、ラヴィーネとカンネは小言を言い合った。

　それでも、カンネがラヴィーネを拒むことはなく。

　朝の特訓は、二人の日課になった。




　それから一年が経つ。




「皆さんには魔物を討伐してもらいます」

　魔法学校の先生が崖を背にして立っていた。彼女の前には、十数人の生徒が集まっている。ラヴィーネとカンネも、その中にいた。

　生徒たちのあいだには、どことなく緊張した雰囲気が漂っている。無理もない。ここにいる生徒のほとんどは、魔物との戦闘経験がない。

　北側諸国リュード高地。そこが今回の実習──魔物の討伐テストの試験区域だった。

　天気は快晴。崖の下には森が広がっている。標高が高いせいか、秋の初めのわりに肌寒く、乾いた風が吹いていた。薄く引き伸ばされた綿のような雲が、空を流れていく。

「ノルマは一人一体。討伐方法は問いません。パーティーを組んでも構いませんが、協力して倒した場合、トドメを刺したほうのカウントとなります。刻限は日没まで」

　簡潔にルールを伝えると、先生は生徒たちを見渡した。

「何か質問は？」

「はい」

　一人の女子生徒が手を挙げた。

「トドメを刺したほうのカウントってことは、横取りもアリなんですか？」

「はい。それも一つの戦法です。ぜひ、狡猾に、安全に立ち回ってください」

　挙手した生徒は、納得したように頷うなずいた。

「他には？」

　また、他の生徒が手を挙げた。

「魔物を倒したあとはどうしたらいいですか？」

「特に何もしなくて大丈夫です。強いて言うなら、死なないことでしょうか。日没になったら召集をかけますので、そのときに魔物を倒したかどうかを申告してください。それまで先生は上空から皆さんを見守っています」

　つまり、噓うその申告はできない。

　先生は二級の魔法使いだ。五級で一人前と呼ばれる魔法使いの世界では、相当の実力者である。すでに一線から退いているものの、魔力探知で生徒たちの動向を把握するくらい、造作もないだろう。

　ただ、見守られているということは、最低限の安全は保証されていると考えてもいい。生徒が命の危険に晒さらされたら、文字どおり飛んできてくれるはずだ。何人かの生徒もそれに気づいたようで、少しだけ場の緊張が和らぐのを感じた。

　もう一度、先生が生徒たちを見渡して、質問がないことを確認すると、両手をパンと叩いた。

「では、始め」

　先生は飛行魔法で、森の上空に移動した。

　──さて、どうするか。

　とりあえず、ラヴィーネは周囲を観察した。大抵の生徒はすぐには解散せず、周りの出方を窺うかがったりパーティを組む相談をしたりしている。早々に一人で崖を下りた生徒もいる。一人で魔物を倒せる自信があるか、最初から横取り狙いで動いているのだろう。

　ラヴィーネにも、一人で課題をクリアできる自信はある。魔物と戦ったことはないが、もう一人前といっていいほどの実力はあるはずだ。それでも、単独で行動するべきではないと考えていた。戦場やダンジョンでは、わずかな慢心が死を招くことをラヴィーネは知っている。

　確実に課題をこなすなら、誰かと組む必要がある。

　ならば選択肢は一つだ。

「ラヴィーネ様」

　歩きだそうとしたところで、声をかけられた。

　振り返ると、女子が立っていた。やたらと華美な装飾が施された服に、上物の杖。そして、縦ロールの髪。いかにもお嬢様然とした容姿だ。実際、良家の生まれらしい。名前はたしか、ルイザといったか。

「私と組んでくださらない？」

「アンタと？」

「はい。私、実戦の心得はありますけれど、一人ではどうにも心細くって……どなたか共に戦ってくださらないかしら、とお相手を探しておりましたの。ラヴィーネ様がいれば、たいへん心強いですわ。二人なら思うさま、ここら一帯の魔物を殲せん滅めつすることも叶いましょう」

　さあ、と手を差し伸べられる。

　一応、下手に出ているが、声や振る舞いに隠しきれない自信が滲にじんでいる。事実、ルイザの成績は悪くない。というか、かなりいい。座学でも実習でも、常に上位に入っていた記憶があるし、飛行魔法の実習では誰よりも早く目的地に到達していた。

　優秀なのは、間違いない。

　それでも、ラヴィーネの方針は変わらなかった。

「悪いが他を当たってくれ。組みたいヤツがいるから」

　ラヴィーネが踵きびすを返そうとすると、

「カンネ様ですか？」

　今から組もうとしていた相手を言い当てられて、立ち止まった。

　ルイザは困ったように頰に手を添える。

「あの方は、おやめになられたほうがよろしいのではないかしら」

　反射的に、ラヴィーネの眉がぴくりと動く。

「どうしてそう思う？」

「カンネ様のことはよく存じております。水を操る魔法リームシユトローアが得意なのでしょう？　ラヴィーネ様の魔法と相性がよく、息もぴったり」

「アタシが合わせてやってんだけどな」

　変な対抗心が口を衝ついた。ルイザはさして気に留めることなく、話を続ける。

「ただ、リュード高地は水源に乏しく、カンネ様では本領を発揮できないかと……私と組んでくださるならば、魔物の討伐など、赤子の手を捻るようなもの。先生方から最高評価をいただけること請け合いですわ」

　最後に本音が漏もれたような気がした。結局、それが目的か。

「よく調べてるじゃねーか。ちょっと感心した」

「なら」

「でも、考えを変えるつもりはない」

　ルイザは、心底不思議なように首を傾かしげた。

「……解げせませんわね。カンネ様は、以前の飛行魔法の実習ではずいぶんと後れを取っておりましたし、ラヴィーネ様のように立派なご家族もおりませんのに。水がなければ戦えない魔法使いに、なぜそこまで執着なさるのですか？」

　少し、カチンと来た。

　優秀な魔法使いである兄たちを引き合いに出されたこと？　それもある。

「……知ってるか？　人体の六割は水なんだぜ」

「はい？」

「カンネがその気になれば、人体なんか簡単に破壊できるってことだよ。もしアイツと敵対してみろ。アンタだって、ただじゃ済まないぜ」

　ルイザの表情に、怯おびえの色が浮かんだ。だがすぐ平静を取り戻すように「こほん」と咳払いして、残念そうに言う。

「どうやら、無用なお節介のようでしたわね。ここは潔く退散するとしましょう。ごめんあそばせ」

　ルイザは飛行魔法で身体からだを浮かせて、崖の下に下りていく。

　ラヴィーネが話しているあいだに、すでに大半の生徒が森へと向かっていた。出遅れたことを察して、舌打ちする。

「何が潔くだ。粘りやがって」

「あの子と組まなくてよかったの？」

　まだ崖上に残っていたカンネが声をかけてきた。話を聞いていたらしく、ラヴィーネは居心地の悪さを感じる。

「いいんだよ。そもそも苦手なタイプだし」

「人体の六割は水……ってやつ、なんなの？　私、そんなことできないんだけど」

「知ってるよ」

「じゃあなんであんなこと言ったの？」

「……腹が立った」

「何に」

「別に、なんだっていいだろ」

「気になるじゃん。言ってみなって」

　ラヴィーネは、バツが悪そうにカンネから目を逸そらして、ぼそりと答えた。

「……お前がバカにされたこと」

「何それ。ラヴィーネだって私にひどいことばっかり言うのに」

「アタシはいいんだよ」

「いや、よくないんだけど……」

　カンネは複雑な表情でぽりぽりと頰をかくと、森のほうに視線を投げた。

「ま、行こっか」




　森の中は背の高い針葉樹が多く、思いのほか見通しがよかった。これなら魔物を見つけるまで大して時間はかからなさそうだ。ただ、あのお嬢様が言っていたとおり水源には乏しいようで、三〇分以上歩いても川や池の気配はどこにも感じられなかった。カンネには不利なフィールドであることは、認めざるを得ない。

「雨でも降ってきたらいいのにな」

　カンネがぼやいた。

　ラヴィーネは歩きながら空を見上げる。木々の隙間から覗のぞく空は、見事な秋晴れだった。

「諦めろ。この天気じゃまず降らねぇ」

「ここって標高高いんでしょ？　山の天気は変わりやすいっていうじゃん」

「祈るのは勝手だけどな。天気ばっか気にして足引っ張るなよ」

　ぷくー、とカンネは頰を膨らませる。

「言ってみただけだから。そんな言い方しなくていいでしょ」

「お前は注意散漫なんだよ。実戦なんだから集中しろ」

「魔力探知は怠ってないもん。実戦だっていうならラヴィーネだって言葉に気をつけたほうがいいよ」

「なんでだよ」

「知らないの？　コミュニケーションは大事なんだよ。魔法使いの死因に同士討ちって結構多いんだから。それに、私が凹へこんで戦えなくなったら困るでしょ？」

「アホくせぇ」

　そう吐き捨てると、カンネはますます不機嫌そうになった。

　一応、ラヴィーネにはカンネの言い分を否定できるだけの理由があった。まず、カンネのメンタルがこの程度で折れるほど脆もろいわけではないことは知っているし、背後から狙われるほどの恨みは買っていない。また、カンネの言う同士討ちが事故的なものであっても、その可能性はかぎりなく低いだろう。それくらいラヴィーネはカンネとの連携にかなりの自信──まぁ、信頼と言い換えてやってもいい──があった。だから「アホくせぇ」の一言で切ってよかったんだとラヴィーネは再認識する。

　ただ、そんな思いは言葉にしないと伝わらないもので、

「ラヴィーネのバカ」

　などと言われてしまうのである。

「そんなに冷たくするなら、他の子と組めばよかったじゃん」

「決まってからうだうだ言うな」

「決まってないでしょ。今から別行動したっていいんだからね」

　その提案はちょっと予想しておらず、ラヴィーネは押し黙る。

　するとカンネは、挑発するように、いたずらっぽく笑った。

「それとも、ラヴィーネちゃんは私がいないとダメなのかな？　いつもなんだかんだ言って私についてこようと──って痛たたたた！　取れちゃう取れちゃう！」

　ラヴィーネは犬耳みたいなカンネのツインテールから両手を離す。

　カンネは涙目になりながら、引っ張られたところを手でさすった。

「痛ったぁ～……マジで同士討ち覚悟しとけよ……」

「そんな引っ張りやすそうな髪形してんのが悪い」

　いい感じの返事が思い浮かばなくて、だいぶ理不尽なことを言ってしまった。そのせいでカンネにめちゃくちゃ睨にらまれてしまう。

「もう知らない」

「あ、おい」

　そっぽを向いて先に進もうとするカンネを、ラヴィーネは追いかける。

　完全に怒らせてしまった。ちょっとやり過ぎたかもしれない。一瞬反省しかけて、でもまぁいつものことか、と考え直す。これくらいの喧けん嘩かは日常茶飯事だ。なんなら顔を合わせるたびに言い争っている気がする。お互いよく飽きないな、と他人事のように思う。

　だがいつものこととはいえ、今は実習の最中だ。それも初の魔物との実戦。まさかカンネに背中を狙われることはないだろうが、少しくらい機嫌を取ったほうがいいかもしれない。

　つっても謝るのは癪しやくだしな──とかける言葉を考えていたら、突然カンネが足を止めた。

「どうした」

「ここって……」

　ラヴィーネはカンネの肩越しに前方を見る。

　そこには廃屋があった。壁は蔦つたに覆われ、窓はすべて割れている。誰も住んでいないことは明らかだ。無視して通り過ぎる気にもなれず、ラヴィーネとカンネは廃屋に近づいた。

　扉は開け放され、中は物色されたような形跡があった。部屋に入ると、カンネが何かに気づいたように「あ」と声を漏もらした。

「ここ、魔物がいたんだ……」

　部屋の壁に、大きな爪痕が残されていた。まるで巨大な斧を振るったように壁はざっくりと抉えぐれ、その隙間から外の光が差し込んでいる。これほどの膂りよ力りよく、魔物の仕業と断定していいだろう。

　二人のあいだに、緊張感が漂う。

　今のところ、魔力探知には何も引っかかっていない。だが魔物が気配を殺して近くに潜んでいる可能性もある。ラヴィーネとカンネは廃屋を出ると、互いに距離を縮め、警戒しながら足を進めた。

　やがて開けた場所に出ると、他にも廃屋が目についた。周囲を観察するかぎり、ここは村だったようで、ところどころに人の住んでいた名な残ごりがあった。村民が去った原因は分からないが、大方、魔物が関係しているだろう。オイサーストみたいな大きな都市にいると忘れそうになるが、魔物や魔族の脅きよう威いから逃れるため村を捨てることは、珍しくもない。この辺りはまだマシなほうで、北の辺境はもっとひどい状況だと聞いた。勇者ヒンメルが魔王を倒しても、平和な時代はなかなか訪れてくれない。

　だから、こうして魔物を倒す実習なんかをやってるわけだ。

　廃村を抜けたところで、ラヴィーネとカンネは同時に足を止めた。

「ラヴィーネ」

「分かってる」

　二人は小声でやり取りする。

　魔物を見つけた。

　狼のような、いかにも獰どう猛もうそうな体たい軀く。しかし実際の狼より、一回りは大きい。今は食事中のようで、一心不乱に小動物か何かに食らいついている。

　幸い、こちらには気づいていない。不意打ちには絶好のチャンスだ。

　ラヴィーネは静かに杖を構え、魔力を込めた。




　パキパキパキ……。




　空気中の水分が凝ぎよう集しゆうし、軋きしむような音を上げ、氷の矢が生成される。

　氷の矢を放つ魔法ネフテイーア。それがラヴィーネの使う魔法だ。

　狙いを定め、標的を撃ち抜く。それだけでいい。標的が魔物になったところで、今までやってきたことと何も変わらない。

　ラヴィーネは固かた唾ずを呑んだ。

　そのとき、魔物の耳がピクリと動いて、こちらを振り返った。

　血まみれの口に、そこから覗のぞく鋭い牙……。

　一瞬、ラヴィーネの集中が恐怖に絡め取られる。

　考えるよりも先に、ラヴィーネは氷の矢を放った。だがそれは魔物の身体からだを掠かすめただけで、致命傷を与えることはできなかった。

　──外した！

「ウォオオン！」

　魔物は悲鳴を上げると、こちらに向かって駆けだした。人間とは比べものにならない瞬発力。ラヴィーネは再び氷の矢を放つ。だが狙いを定める余裕がなかったせいで、今度は掠りもしなかった。魔物はどんどん距離を詰めてくる。

　まずい。

　鋭い爪が、ラヴィーネの目前まで迫る。

　鮮烈な死のイメージが脳裏をよぎった、そのとき──魔物の攻撃は、カンネが展開した防御魔法によって防がれた。

「ラヴィーネ！」

　カンネの声で我に返った。

　ラヴィーネは氷の矢を放つ魔法ネフテイーアを発動させる。そして今度こそ確実に、魔物の頭を撃ち抜いた。魔物は糸が切れたように崩れ落ち、塵ちりとなってさらさらと消えていく。完全にその姿が消え去るまで、ラヴィーネは無言で魔物を見下ろしていた。

　一人だと、死んでいたかもしれない──。

「大丈夫？」

　カンネが心配したように声をかけてきた。

　ラヴィーネが振り向くと、カンネは茶化すように笑った。

「ひどい顔。そんなに怖かった？」

　元々表情には乏しいので、顔に出ていないはずだ。それとも、単にバカにしたいだけだろうか。ニヤニヤするカンネを見るかぎり、後者が正しそうだ。

　だとしても、ラヴィーネの返答は決まっていた。

「悪い、助かった」

　カンネは虚を衝つかれたように目を丸くする。期待していた反応と違っていたようだ。戸惑う素振りを見せたが、一転して、今度は優しい笑みを浮かべた。

「怪我しなくてよかったよ」

　その笑顔を見て、ようやくラヴィーネは肩に入っていた力が抜けていくのを感じた。

　二人は、また森の奥へと足を進める。

　あとはカンネが魔物を倒せば、二人揃って課題はクリアだ。先ほどの戦闘では肝を冷やしたが、冷静に対処すればそう苦戦することはないだろう。ラヴィーネは改めて身を引き締めた。

　……ただ。

　廃屋に残された、巨大な爪痕を思い出す。さっき倒した魔物にも大きな爪があったが、壁を抉えぐるほどの力はないように思えた。だとすると、他にもいるのかもしれない。

　もっと強大な魔物が。




　二匹目の魔物と遭遇したのは、それから一時間後のことだ。

　最初に出会ったのと同じ、狼型の魔物だ。ラヴィーネたちが気づいたときには、魔物もこちらの存在を察知し、双方、睨にらみ合いとなった。魔物は興奮気味によだれを垂らしながら、喉を鳴らして威い嚇かくしている。

「足下から凍らせる」

　ラヴィーネが言う。

「動きは速いが、魔力はほとんど感じられない。だから、止められるはずだ。そしたら一撃で仕留めろ」

「わ、分かった」

　カンネが杖をぎゅっと握りしめて答える。声が強張っていた。

「ビビるなよ」

「別にビビってなんかないけど」

「手ぇ震えてんぞ」

「これは武者震いだから」

　強がるだけの余裕はあるらしい。ラヴィーネは少しだけ安心する。

「じゃあ、やるぞ」

　ラヴィーネは魔力を地面に流す。西日を受けて影が伸びるように、薄い氷が地面を這った。それが魔物の足下まで到達すると、一瞬で四肢を凍らせる。異変に気づいた魔物は、激しく暴れ始めた。

「今だ」

「うん……！」

　カンネは杖を構える。

　無論、カンネが扱える魔法は水を操る魔法リームシユトローアだけではない。魔法学校で基礎的な魔法は習っている。その中でも特に実戦向きで、初級者から上級者まで扱えて、過去には多くの魔法使いを死に至らしめた、強力な魔法がある。

「一般攻撃魔法ゾルトラーク」

　閃光が、魔物を貫く。

　急所は外したが、致命傷を与えた。魔物は力なく倒れ伏し、息絶え絶えにこちらを睨にらんでくる。すでに氷の束縛は必要ないように思えたが、念のため、そのままにしておいた。

　カンネは杖の先を魔物に向ける。だがそこから動かず、なかなかトドメを刺そうとしない。

「おい、何やってんだ」

「ちょ、ちょっと待って……」

　カンネは自分を落ち着かせるように深呼吸している。どうやら心の準備をしているみたいだ。いくら人間に害をなす存在とはいえ、ただ自分の学習のために殺せつ生しようすることに抵抗があるのかもしれない。

　優しいんだか、甘いんだか。

　そんなんでこれからどうすんだよ、と言いたくなったが、ラヴィーネは口を噤つぐんだ。自分が偉そうに言える立場ではない。

「……よし」

　カンネの目が据わる。覚悟が決まったみたいだ。

　杖の先に魔力を込めた。そして、魔物にトドメを──。

　そのとき、突如として発生した太い光の束が、横から魔物を飲み込んでいった。

「な……」

　ラヴィーネとカンネは啞あ然ぜんとする。

　あまりに突然の出来事だったせいで、獲物を横取りされたことに気づくまで、いくらか時間を要した。

「誰だ」

　光が飛んできた方向にラヴィーネが声を飛ばす。すると、茂みの奥から見覚えのある縦ロールが姿を現した。

「ごきげんよう、ラヴィーネ様」

　スカートの端をつまみ、足をクロスさせて、軽く会え釈しやくをする。無駄にお嬢様然とした仕草に、ラヴィーネは怒りを忘れそうになった。

「横取りしといて堂々と出てくるなんて、いい度胸してんな」

「お褒ほめにあずかり光栄です」

「褒めてねぇよ」

　ラヴィーネが突っ込むと、横からカンネが口を出した。

「ちょっと！　いきなり何すんの！」

「あら、カンネ様。これは失敬。ずいぶんのんびりなさっていたので、つい横よこ槍やりを入れてしまいましたわ。それに、魔物が相手といえど、致命傷を負わせたままトドメを刺さずにいるのは酷でしょう」

「いや、だから私がさっきトドメを」

「そもそも」

　カンネのセリフを遮って続ける。

「カンネ様であれば、体内の水分を操作して即死させることも可能だったのでは？」

「え、何？　水分？」

　ルイザの顔から、さっと表情が消えた。

「……やはり、噓うそだったのですね」

　そこでラヴィーネは、ルイザが急に現れて獲物を横取りした理由を察した。

「噓をついたのは悪かった。あんまり根に持つなよ」

「持ってませんわ」

「わざわざ尾行してカンネが魔法を使うの待ってたんだろ？」

「違います。偶然通りがかっただけです」

「じゃあそのまま通り過ぎてくれよ。アタシたちはもう行くからよ」

　カンネを連れてその場から離れようとすると、

「お待ちなさい」

　有無を言わせない、低いトーンの声で呼び止められた。

「舐なめられっぱなしは、癪しやくですわ」

　ルイザは杖を構える。

　ラヴィーネはため息をついて、同じように戦闘態勢を取った。

「めんどくせぇな」

「た、戦うの？」

　カンネはいまいち状況が飲み込めていないようだ。

「仕方ないだろ、向こうがやる気なんだから。それに、選抜試験じゃ魔法使い同士で戦うことも珍しくないんだ。今のうちに経験しておくのも悪くねぇ」

「え～、別に今じゃなくていいじゃん……」

「そう言うなら、アイツを説得してくれよ」

「無理だよ。なんか話通じそうにないし」

「聞こえてますわよ」

　閃光が、二人に向かって飛んでくる。

　ラヴィーネが展開した防御魔法によって防がれたが、もはや交戦は避けられない。それはカンネも理解したらしく、どこかうんざりしつつも、杖を構えた。

　ルイザはなおも攻撃を仕掛けてくる。ラヴィーネは守りに徹しながら、まずは彼女の情報を集めることにした。

　攻撃パターンはそう多くない。触れるとヤバそうな光線──一般攻撃魔法より威力は控えめだが、連射性が高い。おそらく、ルイザが得意としている独自の魔法だろう。何かを操っているようには見えないし、「やたら光線を飛ばしてくる」以外に分かることはほとんどない。

　対して、向こうはこちらが使う魔法を把握している。二対一でも、有利とはいえない状況だ。勝算があるとするなら──。

「カンネ、しばらく防御頼む」

「分かった」

　ラヴィーネは魔力を練り、先刻の魔物の四肢を凍らせたように、氷を地面に這わせた。そしてルイザを足下から凍らせる。

　……つもりだったのだが、服自体に防御術式が組み込まれているようで、ルイザが何かするまでもなく、氷は自然と剝がれ落ちてしまった。複雑な術式ではなさそうだが、低威力の魔法は無条件で通さないみたいだ。

「クソ。アイツ、いい服着てやがんな」

「あれ、街の魔法具店で売ってたやつじゃない？」

「……噓うそだろ。馬一頭分くらいしたぞ」

「ブルジョワだ……」

「お喋しやべりしている暇がありますの？」

　ルイザの攻撃が激しさを増す。

　今のところ防戦一方だ。このままではジリ貧になる。特に防御を任せきりにしているカンネの負担が大きい。そろそろ、こちらから仕掛けなければ。

　打開策を考えていると、カンネのほうから小声で「ねえ」と呼びかけられた。

「ちょっと考えがあるんだけど……」

　作戦を耳打ちされ、ラヴィーネは少し考えたあと、頷うなずいた。

「分かった」

　ラヴィーネとカンネは二手に分かれる。

　一瞬、ルイザは攻撃する手を止めたあと、狙いをラヴィーネに定めた。水場のないこの状況では、カンネは大した脅きよう威いにならないと踏んだのだろう。

　ラヴィーネは本格的に攻めに回った。氷の矢を放つ魔法ネフテイーアで攻撃しつつ、光線を防ぐ。一対一での、単純な魔法による殴り合い。技量は互角だが、ルイザのほうが魔力に余裕があるらしく、手数で負けていた。このままではまずい。

　ルイザは優勢を確信したのか、嗜し虐ぎやく的てきに笑う。

「お辛そうですわね。最初から私と組んでいたらこうはならなかったでしょうに」

「うるせぇな。もう過ぎたことだろ」

「……前々から言うべきか悩んでいたのですが、ラヴィーネ様はもう少し品のある言葉遣いを意識したほうがよろしいのではなくて？　せっかく優秀なご家族と才能に恵まれたのですから」

「それは関係ねぇだろ」

「大アリです」

　突然、ルイザが距離を詰めてきた。今まで遠距離か中距離からの攻撃ばかりだったので、ラヴィーネは不意を突かれる。攻撃に備え、とっさに防御魔法を展開した。だが飛んできたのは光線ではなく──強烈な光だった。

「くっ」

　目くらましだ。

　まるで太陽が目の前に現れたかのような眩しさ。とっさに目を瞑つむったものの、ラヴィーネは前後不覚に陥り、次の瞬間には、地面に倒されていた。同時に、杖を手放してしまう。

　──しくじった。

　攻撃しか能がない魔法だと思っていた。だがある程度の応用も利くらしい。おそらく、アイツの魔法は光に関係するものだ。光源を生み出すとか、屈折力を操るとか、そういう感じの。

　ぼやけた視界のなかで、仁王立ちするルイザの姿が浮かび上がる。

「才能と血統は、噓うそをつきません。あのヒンメルだって、勇者の剣に選ばれたからこそ魔王を討ち取ることができたのですよ」

「……何も分かってねぇな」

　ラヴィーネは軽く上体を起こして、挑発するように片頰を上げる。

「勇者ヒンメルは孤児院の出身だ」

　ルイザの表情が歪んだ。

「……いいでしょう」

　ラヴィーネの喉元に、杖を突きつける。

「今すぐその減らず口を叩けなくして差し上げま──っ!?」

　突然、ルイザの声が途絶えた。代わりに「ごぼぼ」とうがいでもしているような音が続く。

　ルイザの口と鼻に、水がまとわりついていた。パニックになりながら取り除こうとしているが、指先が虚しく通り過ぎるだけで、水は離れない。

　カンネの作戦が成功したみたいだ。

　この水の正体が、カンネの魔法であることにはルイザも気づいているだろう。だが水をどこから調達したのかは分かっていないようで、混乱がありありと伝わってくる。

　ラヴィーネは立ち上がり、自分の杖を拾った。

「さすがに舐なめすぎだ。カンネが操れる水は、川や池の水だけじゃない」

　ルイザの後方に、カンネが水筒を持って立っていた。蓋を開けて逆さにしているので、中身が空っぽなことが分かる。

　中身は今、ルイザの口と鼻にまとわりついている。

「しばらく眠ってな」

　ラヴィーネは威力を落とした氷の矢を放つ魔法ネフテイーアをルイザに叩き込む。地上で溺れかけていたルイザに避けたり防いだりするだけの余裕はなかった。まともに食らって、ラヴィーネの狙いどおりに気を失った。




　気絶したルイザは、魔物に襲われないよう茂みの奥に隠しておいた。

　試験終了の日没まで、残り一時間ほど。西の空に朱が混じり、気温が下がり始めている。

　カンネは、まだ課題をクリアできていない。魔物を倒せるかどうかに加えて、時間内に魔物と会かい敵てきできるかどうかも懸念点になっていた。だからラヴィーネとカンネは早足で魔物を探す。西日が二人の背中を押すように照らしていた。

「喉渇いちゃった……ラヴィーネ、ちょっと水ちょうだい」

「またかよ。もう全部飲んじまったぞ」

「う……じゃあ我慢するしかないか」

　げんなりした顔をするカンネ。思った以上に体力の消耗が激しそうだ。思えば、魔物二匹と魔法使い一人と連戦したあとだ。疲れるのも無理はない。

　現に、ラヴィーネもかなり疲労が溜まっていた。体力的にも残りの魔力的にも、魔物を討伐するには少々心こころ許もとない。せめて体力が残っているうちに、魔物を見つけたいところだ。

「ねえ、ちょっと休まない？」

「ダメだ、時間がない。このまま探すぞ」

「体力を回復させないと、魔物を見つけても倒せないかもしれないよ？」

　一理ある……が。

「狼型の魔物なら、冷静に対処すれば大して苦労せずに倒せる。なら多少無理してでも今は足を動かしたほうがいい。それに、どうせ長くは休めねぇ」

「そうだけどさー」

「無駄口叩いてないで足動かせ。魔力探知もサボんなよ」

「はいはい」

　二人は口を閉ざす。

　それから五分もしないうちに、カンネが口を開いた。

「もしかして、私ってラヴィーネにお礼言ったほうがいいのかな？」

「なんだ急に」

「だって、ラヴィーネはもう課題をクリアしてるんだからそこまで必死になる必要ないよね。それでも魔物を探してるのって、私のためなんじゃないの？」

　言われてみれば、そのとおりだ。まったく自覚せず動いていた自分に驚く。

　認めるのは面おも映はゆいものがあるが、噓うそをつく理由もない。

「まぁ……そうなるか」

「だよね。一応、お礼言っとくよ。ありがと」

　カンネとはいつも喧けん嘩かばかりなので、面と向かってお礼を言われると、妙なむず痒がゆさがあった。

「今じゃなくて、ちゃんと魔物を倒してから言えよ」

「あ、それもそうか。じゃあ今のはナシで」

「別にナシにしなくてもいいだろ」

「私のありがとは安くないんだよ」

「よく言うぜ」

　つい頰が緩みそうになる。

　魔物と遭遇したのは、その直後だった。

　道の先に、その魔物はいた。今まで戦った狼型の魔物とは、明らかに違う種族だ。白い体毛に、大きな耳。巨大な兎のような見た目で、サイズは狼型の魔物より一回りは小さい。こちらに気づいているのいないのか、銅像のように香箱座りの体勢を保っていた。

　あまり危険そうな魔物には見えない。

　ただ、無機質に輝く赤い目が、ラヴィーネには不気味に感じた。

「どうする？」

　カンネが声をひそめて訊いてくる。

　情報がない魔物と戦うのはリスクが大きい。だが、この機会を逃す手はない。

「やるぞ」

　ラヴィーネとカンネは杖を構えた。

　すると、兎型の魔物はぴくりと耳を反応させた。次の瞬間、ドン！　と何かが爆発するような大きな音を立てて、一瞬で姿を消した。遅れて、わずかな風圧がラヴィーネの前髪を揺らす。魔物がいた場所には砂すな埃ぼこりが舞い、地面が抉えぐれていた。

　おそらく、魔法による瞬間移動の類いではない。純粋な身体能力によるただの跳躍……しかし、恐ろしく速かった。動きを目で追えなかった。

「……カンネ、防御の準備だ」

「うん……！」

　逃げた、と考えるのは楽観的だろう。

　二人で背中を合わせ、死角をなくす。

　顔を見なくとも、息遣いでカンネが緊張しているのが分かった。事の深刻さをカンネも理解しているみたいだ。

　敵を、見誤ったかもしれない。

　ラヴィーネはすでに逃げることを考えていた。

　敵の戦闘力が未知数すぎる。少なくとも消耗した状態で戦う相手ではない。一刻も早く、この場を離れなければ。

　頭の中で逃走経路を割り出していたら、頭上に魔力を感じた。

　まさか上から？　とっさに空を見ると、下りてきたのは魔物ではなく、まったく予想していない人物だった。

「あの魔物は、あなたたちの手に余ります」

　魔法学校の先生だ。

　空から見守っています──と試験開始前に先生が言っていたことを思い出す。どうやら助けに来てくれたらしい。ラヴィーネは安あん堵どすると同時に、それほど危険な魔物だったことを思い知らされ、背筋に冷たいものを感じた。

「二人は逃げなさい。あれが棲み着いていたことに気づかなかったのは、こちらの落ち度です。減点にはしません」

　まだ日没まで時間はある。ここは任せて、今からでも他の魔物を探しに行ったほうがいいだろう。二人は先生の言葉に従い、その場から急いで離れた。

　走りながら、カンネが強張った表情でつぶやく。

「あれ、絶対やばい魔物だよね」

「たぶんな。……悪い、アタシの判断ミスだ」

「いいよ別に、先生が来てくれたんだし」

　二人は足を止める。

　ラヴィーネは額の汗を拭って、周りを見渡した。すると見覚えのある廃屋があった。当てもなく走っていたせいで、以前通った道に戻ってきてしまったようだ。

「ここまで来りゃ大丈夫か」

「うん。今ごろ先生がやっつけてくれてるよね」

「……ああ」

　一線から退いているとはいえ、先生は二級魔法使いだ。まさかやられることはないだろう。

　すでに日は暮れかけている。日没まであと一〇分もない。よほど幸運でないかぎり、今から魔物を見つけて倒すのは困難だ。もう諦めて休んだほうがいいかもしれない。

　自分だけ課題をクリアしたことに、ラヴィーネがどことない後ろめたさを感じていたら──。

　ドン！　と何かが爆発するような音がして。

　反射的に防御魔法を展開するよりも早く、ラヴィーネは魔物の攻撃を食らった。

「ラヴィーネ！」

「クソ……」

　肩を切り裂かれた。

　兎型の魔物が、ラヴィーネたちの前に立ち塞がった。威い嚇かくするように二本足で立ち上がり、前脚を広げている。前脚の巨大な爪──というよりもはや前脚そのものが鎌のような形状をしており、その爪先（刃先？）からは血が滴したたっていた。

　ラヴィーネは固かた唾ずを呑んだ。

　まさか、追いつかれるとは。考えたくないが……先生は、やられてしまったのだろう。二級魔法使いを上回る強さの魔物が、ラヴィーネとカンネを仕留めるつもりで、ここまでやってきた。おまけに、ラヴィーネもカンネも万全からは程遠いコンディションだ。

　正直いって、最悪の事態である。

「……ひょっとすると、ここまでかもしれねぇな」

「縁えん起ぎでもないこと言わないでよ」

「無事に帰れるイメージが湧かねぇ」

「あの魔物を倒したら『ありがと』って言ってあげるよ」

「お前は自分の『ありがと』にどれだけ価値があると思ってんだよ」

「メルクーアプリンくらい？」

「……結構お手軽だな」

　ラヴィーネは、呆れたように短くため息をついた。すると、なんだか急にシリアスな思考に陥っていた自分がバカバカしくなって、失笑が漏もれそうになる。

「まぁ、やれるだけやってみるか」

　どうせなら最後まであがこう。そう、ラヴィーネは腹を決めた。

　魔物は、まだ攻撃してこない。こちらが先に動くのを待っているみたいだ。都合がいい。今のうちに必死に思考を巡らし、勝機を探す。

　そして、細い糸のような、希望を見つけた。

「カンネ、近くの廃村まで走れ。そしたら──」

　作戦を話し終えると、二人は同時に走りだした。

　魔物は身を屈め、跳躍の姿勢を取る。そしてまた、ドン！　と爆発的なスタートダッシュを切って、辻斬りを仕掛けてきた。

　ラヴィーネは走りながら防御魔法を展開し、身を守った。防御越しでも、衝撃が空気を通してビリビリと伝わってくる。来ると分かっている攻撃を防ぐのは、そう難しくない。問題は、残りの魔力だ。防御魔法は優秀な分、消費する魔力が大きい。精々あと三、四回しか使えないだろう。

　それまでに廃村にたどり着けなければ、敗まける。

　ラヴィーネもカンネも、がむしゃらに走った。魔力と体力を振り絞り、枝に服を引っかけようが、攻撃が頰を掠かすめようが、とにかく走り続けた。

　長い長い逃走劇──だが実際は三分にも満たないだろう──の末、ようやく二人は、廃村にたどり着いた。




　水は、生活に欠かせないものだ。

　しかしこのリュード高地は水源に乏しく、川も池もない。

　なら、かつてここで暮らしていた村民たちは、どこから水を調達したのか？

　井戸だ。




「あった！」

　古井戸を見つけた。

　ラヴィーネは命がけで魔物からの攻撃を防ぐ。

　次の攻撃が来るまでに、カンネは井戸の底に自分の魔力を流し込む。

　準備が整った。




「水を操る魔法リームシユトローア」




　古井戸から勢いよく水が噴き出した。

　水柱は大蛇のごとく形を保ったまま、魔物へと飛びかかる。形勢がひっくり返ったことを悟った魔物は、一目散に逃げ出した。だが水を操る魔法リームシユトローアはそれを許さない。地中を這い、廃屋をなぎ倒しながら、執拗に魔物を追いかけ回し、そしてついに、がぶりと飲み込んだ。

「上出来だ」

　ラヴィーネは最後の魔力を振り絞って、水柱もろとも魔物を凍らせた。

　氷漬けにされた魔物の魔力が、徐々に小さくなっていく。やがて完全に魔力が消失すると、魔物の姿は塵ちりとなって消えた。

「……た、倒した」

　カンネがふらりと地面に倒れる。ラヴィーネもほぼ同じタイミングで倒れた。もう完全に、魔力はすっからかんだった。体力も底を突いている。

「ダメだ、動けねぇ」

「私も……」

　二人して大の字になって、夕焼け空を見た。太陽は、まだほんのわずかに山の稜りよう線せんから顔を出していた。日が暮れるまで秒読みだが、一応、日没には間に合ったみたいだ。

「これって、どっちがトドメを刺したことになるんだろう」

「もうどっちでもいいよ」

「それもそうだね」

　ラヴィーネはちらりと横目でカンネを見た。

「なぁ」

「何？」

「何か言い忘れてることがあるんじゃねぇか」

「えー、何かなぁ」

「分かってんだろ」

「うーん……ラヴィーネちゃん、よく頑張りましたね、とか？」

「調子乗んな」

「痛い痛い！　取れちゃう！　寝っ転がったままそこ引っ張んないで！」

　足音がした。

　二人はすぐさま身体からだを起こす。

　そこに立っていたのは、先生だった。なんと無事だったみたいだ。ところどころ負傷しているが、命に関わるほどの大怪我は見当たらない。運良く気を失っていたのだろうか。

　それより、カンネとラヴィーネを幽霊でも見るみたいな目で見つめていた。

「あなたたち、あの魔物を倒したの……？」

　二人は頷うなずく。

　すると先生は、神妙な顔で黙り込んだ。

　ひょっとしたら、疑われているのかもしれない。二級魔法使いの自分が逃した魔物を、今日初めて魔物と戦う生徒たちに倒せるわけがない、と。そう考えるのは自然なことだ。だがもし信じてもらえなくても、ラヴィーネは別に構わないと考えていた。先生が信じようが信じまいが、二人であの魔物を倒した事実は変わらない。逆境を二人で乗り越えたこの経験は、先生からの評価よりも、きっと価値のあるものだ。

　先生は、静かに口を開いた。

「私は……ラヴィーネさんとカンネさんにあの魔物を倒せるとは、まったく思っていませんでした。でも、あなたたちは本当に成し遂げたのでしょうね。私のイメージを、覆した……」

　信じてもらえた──カンネが嬉うれしそうにこちらを向く。だけど先生がまだ何か言おうとしていることに気づくと、すぐ居住まいを正して、視線を戻した。

「あなたたちなら、たどり着けるかもしれない。私の届かなかった高みに」

　高み。

　二級魔法使いの先生でも届かなかった、その場所は。

「魔法使いの最高峰……一級魔法使いに」

　どくん、とラヴィーネの心臓が鼓動する。

　ラヴィーネは、まだ自分が一級魔法使いになれるとは思っていない。

　きっと、カンネも同じだろう。

　けど、二人なら──。

　ラヴィーネはイメージする。

　カンネとともに、一級魔法使いになる自分の姿を。
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「ふうん、また新しい勇者が生まれたの」

「はい、アウラ様」

　若い男の姿をした魔族が答えると、アウラは玉座に深く腰掛けたまま目を眇すがめた。

　昼間にもかかわらず、王の間は薄暗い。壁は黒ずみ、天井にはクモの巣が張っている。しかしアウラが腰掛ける玉座だけは、権力を誇示するかのように、新品同様に手入れされていた。

　北側諸国の森の奥に、その古城はある。

　かつては人類が所有していたが、アウラ率いる軍勢が占領し、今では魔族の根ね城じろと化している。基本的に、魔族は個人主義であり単独で生活している。だが、力を持つ魔族のもとでは、組織的な集まりが生まれることもある。

　魔王直下の大魔族にして七しち崩ほう賢けんの一人──断だん頭とう台だいのアウラにも、配下である魔族が何人かいる。その一人から今、報告を受けていた。

「勇者の名はヒンメル。総勢四人のパーティーで、魔王城を目指しています」

「強いの？」

「実力は未知数ですが、すでに多くの魔族が討伐されているようです」

「そう」

　勇者は複数いる。かつて全七しち崩ほう賢けんが集結し戦った南の勇者も、その一人だった。だが、ヒンメルという名前は聞いたことがない。きっと新米の勇者だろう。そんな人間に、多くの魔族がやられた。

　その話を聞いたアウラの感想は、

「最近の魔族はだらしないわねぇ」

　アウラは肘掛けに置いてあったりんごを手に取って、しゃくりと齧かじる。

　同胞が何人殺されようが、アウラにとってはどうでもよかった。仮に殺された魔族が自分の部下であっても、惜別や悲ひ憤ふんの念は微み塵じんも湧かないだろう。魔族とは、そういうものだ。

『お前ら魔族には、血も涙もないのか──』

　最期にそんなことを言って死んだ人間を、アウラは思い出す。

　その言葉が一種の慣用句であることは分かっている。血も涙もない。ようするに、温情とか罪悪感とか、そういう感情が欠如していると言いたかったのだろう。

　愚かだ、とアウラは思う。なんなら、温情とか罪悪感とか、そういう感情を持っていることこそ生物の欠陥といってもいい。

　子供の魔族が、はるかに格上の冒険者を殺すことがある。そのほとんどが情に絆ほだされたことが原因だ。命乞いする魔族を哀れに感じた人間が、見逃してやろうと背を向ける。そして背後からやられる。非力な魔族の常じよう套とう手段だが、人間は驚くほどこの手に引っかかる。

　魔族が人を食うことなんて、誰でも知っている。なのに騙だまされるのは、人情などという欠陥があるからに外ほかならない。

　アウラは食事に飽きて、食べかけのりんごを床に捨てた。すると、物陰から少女の姿をした魔族がひょこりと顔を出した。その魔族はりんごを拾い上げると、その場でしゃくしゃくと齧かじり始める。それを、先ほどまでアウラに報告していた魔族が、見かねたように咎とがめた。

「拾い食いはよせ、リーニエ」

「……はぁい、リュグナー様」

　りんごをぽいと投げ捨て、また物陰に隠れた。

　そんな二人のことは意に介さず、アウラは頰杖をつき、考え事をする。

「勇者、勇者ねぇ……」

　勇者が目指す魔王城は、大陸の最北端にある。そこへ行くには、北側諸国を縦断しなければならない。

「リュグナー。勇者は今どこにいるの？」

「中央諸国のクルーテ湿原辺りかと思われます」

　頭の中で地図を開いて、クルーテ湿原と魔王城を線で結ぶ。

　ヒンメルたちは、この近くを通るかもしれない。

　アウラは邪悪な笑みを口元に浮かべた。

「決めたわ」

「はい？」

　アウラは言う。

「勇者一行を不死の軍勢に加えるわよ」




　＊




　服従させる魔法アゼリユーゼ。

　自身と相手の魔力を天秤にかけ、魔力量の少ないほうを服従させる。それが、アウラが生涯を通して研けん鑽さんし、極めた魔法。絶大な魔力を誇るアウラが使えば、敵とは戦いにすらならない。事実、ここ数百年負けなしだった。

　服従させる主な対象は人類だ。

　人類は愚かだが、その全員が弱小とは思っていない。南の勇者のような強つわ者ものもいる。何より人類は、食う以外にも有益な使い道がある。

　百戦無敗を誇った英雄、竜を素手で倒した武道僧モンク、貴族お抱えの殺し屋、北側諸国三大騎士の一人、数多あまたの戦争を勝利に導いた一番槍の王子……。

　全員、服従させる魔法アゼリユーゼで傀儡くぐつにしたあと、首を落として意思を持たぬ兵に変えた。アウラにとって彼らは立派な戦力だ。そういう意味で、アウラは人類を好きだといえる。もっとも、その好きは人が人に向けるものではなく、人が家畜に向ける愛着に近いものだが。

　ヒンメルの実力は、いかほどのものか。

　多くの魔族が討伐された話が事実なら、それなりに骨のある連中なのだろう。不死の軍勢に加えるのが楽しみだ。

　クルーテ湿原からアウラの根ね城じろまで、いくらか距離がある。わざわざこちらから出向くより、勇者一行が近くを通るのを待ったほうがいい。彼らが来るまで、いつもどおり鍛錬と不死の軍勢の勢力拡大に励むとしよう。

　それ以外に、やることもない。




「アウラ様」

　月明かりの差し込む玉座でアウラが暇を持て余していると、リュグナーが訪れた。

「勇者一行の所在を掴つかみました。今はグラナト伯爵領に滞在しているようです」

「あらそう。クルーテ湿原を離れてからどのくらい経ったっけ？」

「一年と一か月です」

「思ったより早かったわね」

　魔族の寿命は、人類のそれをはるかに上回る。そのため時間の感覚も人類とは大きくズレていた。アウラにとって一年は、大した長さではない。

「にしても、グラナト伯爵領ねぇ。好都合じゃない」

「そうですね。攻め入る準備は万全かと……」

　グラナト伯爵領は、これから襲撃する予定の街だった。街を取り囲む防護結界のせいで二の足を踏んでいたが、前よりも不死の軍勢が増えた今、占領はそう難しくないと見ている。

「ヒンメルはどのくらい街にいるのかしら。一年くらい？」

「正確には分かりませんが……今までのペースを考えると、早ければ明日か明後日には発つかと思われます」

「そんなに短いの？　もっとゆっくりしていけばいいのに」

「彼らには魔王様を討つ使命がありますので」

「そういやそうだったわね。じゃあ、魔王様のためにも、さっさと片付けましょうか」

　アウラは立ち上がると、軽く背伸びをして窓の外を見た。

「明日、グラナト伯爵領を落とすわよ。ついでにヒンメルたちもやっちゃいましょう」

「御ぎよ意いに」




　＊




　森の中に、一輪の花が咲いている。

　そよ風に吹かれながら、やわらかな木漏もれ日を浴び、瑞みず々みずしい葉っぱをつけている。特に目を引くのは赤い花弁だ。ありふれた花だが、雑草の生い茂る中では、まさに紅一点の存在感を放っている。

　その花を、人間の足がぐしゃりと踏み潰つぶした。

　鎧を纏まとい、武器を持つ兵士。それが何人も、何百人も、もしかすると何千人もいて、立て続けに花を踏みつけていく。そこに花があることなど、誰も気にも留めない。そもそも彼らには、考える頭すらなかった。比喩ではなく、本当に、首から上が存在しないのだ。

　鎧や剣からガシャンガシャンと音を立てながら、地面を踏みしめ、行進する。彼らが通ったあとは、濃厚な死臭が漂っていた。

　不死の軍勢。

　服従させる魔法アゼリユーゼでアウラが支配した、死人の大軍である。

　森を抜けると、不死の軍勢はそのまま見晴らしのいい高原へと進軍した。飛行魔法で上空を進んでいるアウラは、眼下の景色を見て満足げな顔をした。

「いい眺めだわ」

　そばにいるリュグナーが「同感です」と口にする。

「これだけ集めたのに、防護結界のせいで街を蹂じゆう躙りんできないのが残念ね。なんとか突破できないのかしら」

「フランメの魔法は人知を超えます。外側から無理やり解除するのは難しいかと」

「癇かんに障さわるわね。大昔の魔法使いが作った結界を私たちが破れないなんて」

「……ええ、まったくもって」

「まぁ、別にいいわ。やりようはいくらでもあるもの」

　短く嘆息して、アウラは古城のほうを振り返った。

「城は誰に任せてるの？」

「ドラートです」

「ドラート？」

「最近配下に加わった、若い魔族です。魔法の糸を作り出すのが得意な……」

「ああ、そういやいたわね。実力はたしかなの？」

「少々経験が足らず自信過剰なところはありますが、並の冒険者なら瞬しゆん殺さつする程度の実力はあります。留守番には問題ないかと」

「それくらいこなしてくれないと困るわ」

　アウラは前方に意識を戻す。

　そのとき、魔力探知に反応があった。

　不死の軍勢とグラナト伯爵領のちょうど中間辺りに、魔力を感じる。人数は四人。移動している様子はなく、こちらを待ち構えているようだ。

「勇者のパーティーかしら？　出迎えてくれるなんて嬉うれしいわね」

「どうなさいますか？」

「少し会ってみたいわ。どんな輩やからか見定めないと」

　それに、と言ってアウラは続ける。

「不死の軍勢に加えたら、二度と顔を見られなくなっちゃうものね」

　アウラたちは地上に下り立つ。

　不死の軍勢の先頭を行き、そして、勇者たちと対面した。

　澄んだ湖のような青い髪。剣を構え、こちらに敵対的な視線を向けてくるあの人間が、勇者ヒンメルだろう。およそ数百年生きたアウラの勘かんがあれは強つわ者ものだと告げている。多くの魔族を葬ったことは事実なのだろう。僧侶と思おぼしき男も、斧を持つドワーフも、おそらく相当な手て練だれだ。

　それでも、不死の軍勢には敵わない。単純に、物量に圧倒的な差がある。アウラの自信が揺らぐことはなかった。

　ただ、気がかりなのは。

「エルフ？　まだ生き残ってたのね。もう絶滅したのかと思ったわ」

　白銀の髪を二つ結びにしたエルフを、アウラは興味深く見つめた。

　恐ろしく洗練された魔力だ。エルフは魔族をも超える長命だと聞く。おそらく、長い年月を鍛錬に費やしたのだろう。だが、魔力量自体はそれほどでもない。こちらに服従させる魔法アゼリユーゼがあるかぎり、敵ではない。

　エルフは不死の軍勢に臆することなく、毅き然ぜんと口を開いた。

「断だん頭とう台だいのアウラだな。今すぐ引き返せ」

「断ると言ったら？」

　エルフは杖の先をアウラに向ける。

　冷たい目だ。人類に向ける視線とは明らかに質が異なる。まるで害獣を見るような目。きっと、魔族を殺すことになんの躊ちゆう躇ちよもしないだろう。だが、それはこちらとて同じことだ。

　──私が本気を出せば、一瞬で勝負がつくというのに。

　けど、それじゃつまらない。

「お手並み拝見といきましょうか」

　ざざっ、と首なしの兵が素早くアウラの前に出る。

　不死の軍勢が、勇者たちに襲いかかった。




　フリーレン。それが、あのエルフの名前らしい。周りからそう呼ばれていたのを、アウラは兵に守られながら聞いていた。

　フリーレンは、強かった。

　傀儡くぐつとはいえ屈強な兵たちが、まるで紙くずのように魔法で吹き飛ばされていた。豪快で、それでいて正確無比な攻撃。そんじょそこらの魔族では手も足も出ないだろう。だが、あんな魔法を使い続けていたら、近いうちに魔力切れを起こす。狙いは短期決戦か、それとも不死の軍勢に焦って攻め急いだか。どちらにせよ、決着はそう遠くない。

　しかし妙なのは、ヒンメルだ。

　遠目でも分かる巧みな剣さばき──にもかかわらず、やけに攻めあぐねている。あえて急所を外したり、トドメを刺さなかったりする場面が何度かあった。これならまだ、あの斧を振るうドワーフのほうがいい動きをしている。

　最初は、習性のせいだと思っていた。

　不死の軍勢を恐れることなく果敢に戦う兵士も、仲間の死体には、攻撃の手を止める。人類には、そういう習性がある。だが、ヒンメルの場合は、特定の誰かではなく全員に対して手心を加えているように見えた。

　そんな戦い方をする人間を、アウラは初めて見た。

　こちらが優勢なこともあり、ついまじまじと眺めてしまう。

「アウラ様」

　リュグナーに声をかけられ、アウラはヒンメルから視線を外した。

「これ以上、兵を消耗するのは悪あく手しゆです。そろそろ勇者一行に引いん導どうを渡してやりましょう」

「……それもそうね」

　少し、遊びすぎたか。

　今日はグラナト伯爵領にも攻め込まないといけない。ここはリュグナーに従おう。だがその前に、一つだけたしかめたいことがある。

　アウラは歩を進めた。兵たちはアウラの行く先を阻まないよう左右に分かれ、ヒンメルへと続く一本道を作る。

　依然として勇者一行の劣勢は変わらない。すでに四人の分断に成功しており、いずれも不死の軍勢が取り囲んでいる。パーティーの中からいつ誰が倒れてもおかしくない。特にヒンメルからは、濃い疲労の色が見て取れた。もはや脅きよう威いにならないと踏み、アウラはさらに距離を縮めた。

　一旦、ヒンメルに対する攻撃をやめさせ、アウラは訊く。

「どうして本気で戦わないの？」

　ヒンメルは剣を杖のようにして身体からだを支えている。立っているのがやっとの状態だ。さらに全身には、多くの傷があった。

　みっともない姿だ。最初は強つわ者ものの気配を感じ取ったものだが、気のせいだったのかもしれない。だが見方を変えれば、あんな戦い方でよく不死の軍勢相手に今まで殺されずにいたものだ。強いのか弱いのか、いまいち判断がつかない。

　アウラの質問に、ヒンメルは怪け訝げんそうに眉を寄せて、答えた。

「彼らのことを、無む闇やみに傷つけたくないからだ」

「不死の軍勢の中に仲間でもいたの？」

「……いいや。でも仲間だろうとそうじゃなかろうと、関係ない。これは尊そん厳げんの問題だよ」

「意味が分からないわ。尊厳？　傷つけたくない？　それって生きてる人間にだけ適用される気遣いみたいなものでしょう？」

「そうじゃない」

「違わないわ」

　アウラは不死の軍勢を見せびらかすような身振りをした。

「見て分からない？　全員、とっくに死んでるわ」

　ヒンメルの髪が、わずかに逆立ったように感じた。

　怒ったのだろうか。

　──と思ったが、それは一瞬のことで、ヒンメルは悲しげに顔を曇らせた。

「……そうだった」

　ヒンメルは哀れみを含んだ目で、アウラを見つめる。

「魔族には、死者を弔とむらう文化がないんだな」

　弔う。

　言葉は知っているが、それは、アウラには理解できない概念だった。

　以前、リュグナーから聞いたことがある。人類には、死人を綺き麗れいに飾って土に埋める習性があると。それがヒンメルの言う「弔う」ということなのだろうか。

「そんなことをして何になるの？　人類って本当に無駄の多い種族ね」

「無駄ではないよ」

　ヒンメルは、ゆっくりと剣を構えた。

「死を悼いたむことで、亡くなった人の思いを受け継いでいくんだ。そうやって、人は歴史を積み上げてきた。これが続くかぎり……」

　ヒンメルの目に、覚悟の光が灯る。

「人類は、決して敗まけない」

「！」

　雰囲気が変わった。

　さっきまで手負いの獣のように息も絶え絶えだったのに、今の一瞬で、気高い戦士を思わせる風格を纏まとった。ヒンメルの中で、何かが起こったのだ。

　強烈な怒りや殺意が、人間のポテンシャルを一気に引き出すことをアウラは知識として知っている。しかし、今のヒンメルから感じる気迫は、そういった感情とは別種のものに思えた。使命感……いや、それとも正義感とかいうやつだろうか。

　分からない。

　分からないが、頭の中で警けい鐘しようが鳴っている。

　すぐさまアウラは服従の天秤を手元に顕けん現げんさせた。

　もう言葉はいらない。速攻で片付ける。

「服従させる魔アゼリユー──」

　自身とヒンメルの魔力を服従の天秤に載せようとした、そのとき。

　閃光が、アウラの手から天秤を弾き飛ばした。

「なっ」

　攻撃された？　一体どこから!?

　閃光が飛んできたほうを見ると、そこには杖を構えたフリーレンがいた。

　不死の軍勢と戦いながら、あの距離から正確に天秤を撃ち抜いたのか？　偶然ではないとしたら、想像以上の技量だ。こんな芸当ができる魔法使いが、なぜ今まで無名だったのだろうか。

　アウラは奥歯を嚙みしめる。

　侮っていた。真に注視するべきなのは、ヒンメルではなく、フリーレン──。

　いや、後悔するのはあとだ。

　とにかく今は、目の前のヒンメルだけでも殺さなければ。

　服従の天秤がなくても、戦えないことはない。それに相手は満まん身しん創そう痍い。後れを取ることなど、ありえない。

　アウラは攻撃魔法を繰りだそうとする。だがそれよりも速く、ヒンメルが懐ふところに潜り込んできた。俊敏な動きだ。一体どこにそんな余力が、と疑問に思う暇もなく、アウラはもろに斬撃を食らった。

「ぐっ……」

「アウラ様！」

　リュグナーが呼びかける。

　肩から鮮血が散る。致命傷だ。おまけに反撃の機会を失った。

　すさまじい勢いで傷口から魔力が漏もれていく。まずい。力が、どんどん失われていく。このままではやられる。ここは退くべきだ。

　しかし……七しち崩ほう賢けんが人類を前に尻尾を巻いて逃げ出すなんて！

　そんなこと、あっていいはずがない。だけど、それでも……。

　七しち崩ほう賢けんとしてのプライドと、生への執着が、心の中の天秤にかけられる。

　天秤は、後者に傾いた。

「覚えてなさい……！」

　不死の軍勢をその場に残し、アウラは撤退した。
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　勇者一行との戦いから、一週間が過ぎた。

　アウラとその配下たちは、森の奥にある洞窟に拠点を置いていた。洞窟の中は暗くて湿っぽく、どこからともなくぴちょんぴちょんと水滴の落ちる音がする。

　アウラは岩肌に背を預け、物憂げに外を眺めていた。ぱっとしない心境とは対照的に、外はからりと晴れている。洞窟の前では、リーニエとドラートが鍛錬の手合わせをしていた。格闘戦ではリーニエに分があるようで、ドラートは防戦一方だ。

　しばらくすると、偵察に出ていたリュグナーが洞窟に戻ってきた。

「ご報告です」

　リュグナーは淡々と述べる。

「高原に残った不死の軍勢は全滅。勇者一行は誰も欠けることなく魔王城を目指しています」

「そう」

「これからどうなさいますか？」

「どうしようもないでしょ。しばらく休むわ」

　アウラは横になる。すると、ヒンメルにやられた傷がじくりと痛んだ。これは当分、癒いえそうにない。しかも不死の軍勢をほとんど失って、根ね城じろにしていた古城も手放す羽目となった。おかげでこんな人里離れた洞窟に身を潜めているわけだ。今のままでは勇者一行に復讐するどころか、グラナト伯爵領すら落とすのは難しいだろう。

　横になったまま、アウラは独り言のように呟つぶやく。

「なぜ負けたのかしら」

　その疑問に、リュグナーは何も答えない。

　代わりに、鍛錬を終えて洞窟に戻ってきたリーニエが、無垢な表情で口を開いた。

「油断したから？」

　近くにいたドラートがぎょっとする。

　リュグナーは平静を装っているが、軽く咳払いしたあと、リーニエを𠮟りつけるように睨にらみつけた。

「リーニエ。少し黙っていろ」

「う……ごめんなさい」

　うなだれるリーニエ。

　アウラは怒らなかった。今はそんな気力もなかったし、何より事実だからだ。

　しかし、油断したせいで負けたということは、裏を返せば、油断さえしなければ勝てたということだ。それはプライドの高いアウラにとって、実力や魔力で負けたことよりも、いくらか受け入れやすい話でもあった。

「もう油断しない。次に会ったときは、確実に殺すわ」

「その意気です、アウラ様」

　リュグナーの言葉に、アウラはふんと鼻を鳴らしてそっぽを向いた。しばらく誰とも話す気になれない。口も目も閉ざして、そのまま軽く眠りにつこうとした。

　が、すくりと起き上がった。

「アウラ様、魔力探知に反応が」

「言われなくても分かってるわ。まったく、人類ってのはどうしてこう慌ただしいのかしら」

　アウラは愚痴を言いながら立ち上がる。

　魔力探知の範囲内に、人類が侵入した。規模から判断するに、彼らの目的がアウラの捜索と討伐であることは間違いない。まだこちらの具体的な居場所は割れていないようだが、いかんせん向こうの数が多い。中には魔法使いもいるだろう。じっとしていれば、そう遠くないうちに見つかってしまう。

「リュグナー。なんとかしなさい」

「なんとか、と仰おつしやいますと」

「迎撃。首切り役人の役目を忘れたの？」

　他人任せにまるで抵抗のない態度だった。アウラの極めた魔法が『服従させる魔法』だからか、あるいは元からそういう性格だからか……リュグナーは涼しい顔でいるものの、腹の内では葛かつ藤とうがあった。暴力による解決が最も手っ取り早いことは、リュグナーも承知している。しかし、今は厳しい。

「……恐縮ですが、今の戦力では撃退する確信を持てません。ここは撤退すべきです」

「人類相手にまた退けと？」

「今は力を蓄えることが先決です」

　アウラは眉を寄せたが、それ以上の反論は諦めた。戦力不足は、認めざるを得ない。

「行く当てはあるの？」

「北上しましょう。北部高原は魔物が跋ばつ扈こし、人類が生活するには過酷な環境です。我々の身を隠すのに適しています」

「落ち着ける場所ならどこでもいいわ」

「では、参りましょう」

　アウラたちは洞窟を出た。
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　豪雪に耐えながら山を越えるのに、半年もの月日を要した。

　北上するとなると、魔王城により近づくため、勇者一行と鉢合わせになる可能性がある。だからルートが重ならないよう、迂回して北部高原に足を踏み入れたのだが、少々遠くまで来すぎたようだ。北部特有の乾いた風が、嫌に冷たく吹き荒んでいた。

　冬枯れした森を抜けたところで、アウラは思い出した。

　──そういえば、北部高原にはあいつがいるんだった。

「これは……」

　立ち尽くしたリュグナーが声に驚嘆を滲にじませる。リーニエとドラートも、異様な光景を前に警戒心を露あらわにしていた。

　森を抜けたその場所は、廃村だった。

　生きている人間のいない、生活感が失われた村──それが廃村という言葉の示すところであり、目の前の場所は間違いなくそうだった。だが、アウラが廃村と聞いて浮かべるイメージとその村の様相は、あまりにもかけ離れていた。

　村のすべてが、黄金と化していた。

　人も家も、黄金色の無機質な光沢を放っている。地面までもそうだった。どこを見ても一点のくすみもなく、鏡面のように陽の光をまばゆく反射している。

　魔法によって変質させられたものだ。こんな度を越した魔法を扱う者を、アウラは一人しか知らない。

「なんの用だ」

　声がした。静かな声だった。

　彼は、アウラたちの後方にいた。まるでずっと前からそこにいたように、退屈そうな視線を地面に落としている。これほど近くにいながら、アウラは声をかけられるまでその存在に気づけなかった。卓越した魔力のコントロールだ。

「マハト」

　黄金郷のマハト。争いを嫌う魔族の変わり者にして、最強の七しち崩ほう賢けん。

　今のアウラでは、どうあがいても勝てる見込みのない相手だ。

「用はないわ。ただ通りすがっただけよ」

「そうか。ならさっさと失せろ」

　マハトと出会うのは、南の勇者を討つため全七しち崩ほう賢けんが集結したとき以来だ。当然、アウラには懐なつかしさも再会を喜ぶ感情も湧かない。ただこの場を去るだけだ。しかし「さっさと失せろ」と言われて早々に引き返すのは、アウラにとって具合が悪かった。

「勿もつ体たいないわね」

「何？」

「これほどの力を持ちながら闘争を忌避するなんて。もっと思う存分力を振るえばいいのに、宝の持ち腐れとはこのことね」

「思う存分か。それもそうだ。まずは目の前の邪魔者を黙らせるか？」

　リュグナー、リーニエ、ドラートの三人が、一瞬で臨戦態勢に入る。アウラは動じなかった。同じ七しち崩ほう賢けんを手にかけるほどマハトが短慮ではないことは分かっている。

「無意味な脅しはやめなさい」

　そう言うと、アウラは軽く村を見渡した。

「万物を黄金に変える魔法デイーアゴルゼを使えば、こんな小さな村じゃなくて都市を黄金に変えることもできるでしょう？　なぜもっと大きな戦果を上げようとしないの」

「そんなことをして何になる」

「力を誇示できるわ。人類にも魔族にも」

「厄介な連中に目をつけられるだけだ」

「刃向かう気力も持たせないほど徹底的にやればいいのよ」

「なら、そのあとはどうする」

「そのあと？　別に、好きなように過ごせばいいじゃない」

「今がその〝好きなように過ごしてる〟ときだ」

　マハトは何かに気づいたように目を眇すがめた。

「いつも引き連れてるアンデッドの群れはどうした」

「もし不死の軍勢のことを言っているなら大きな間違いよ。あんな低級なヤツらと一緒にしないで」

「死体を操っていることに変わりはないだろう」

「魔法体系も精度も全然違うわ。あまり舐なめないでもらえるかしら」

「ご立派な矜きよう持じだな」

　小馬鹿にするようにマハトは言う。アウラは神経を逆撫なでされた気分だった。

　アウラの背後では、リュグナーが「ここを去りましょう」と視線で告げている。それにアウラは気づいているが、無視していた。七しち崩ほう賢けんとしてのプライドが、舐められっぱなしで引き下がることを許さない。

「好きなように……なんて言うけれど、何かやりたいことでもあるの？」

　今まで淡々と言葉を返していたマハトだが、今回はひと呼吸ほどの間を置いて、答えた。

「探しているものがある」

「探しているもの？」

「お前には一生見つけられないものだ」

「……それはバカにしているの？」

「だったらどうする」

　アウラは何も答えない。マハトも口を閉ざしていた。

　凍りつくような間があった。

　二人とも目を逸そらさず、ただじっと互いの動向を見張っている。臨戦態勢を取るどころか、魔力の変動もない。なのに、呼吸すら憚はばかられるような、一触即発の空気が漂っていた。

　同じ七しち崩ほう賢けんに手をかけることはない──と思っているが、そこに確信はない。魔族が気まぐれな生き物であることを、アウラはよく知っている。何が引き金となってマハトが牙を剝くか分からない。

　緊張の糸が、キリキリと張り詰められる。

　アウラのこめかみに、冷や汗が伝った。

「やめておこう」

　先にマハトが沈黙を破った。

「お前を殺しても、罪悪感は分かりそうにない」

「……いちいち癇かんに障さわるヤツね」

　アウラは静かに息をつく。安心している自分に、少し腹が立った。

　マハトは一貫して、目の奥に研がれた刃の切っ先みたいな冷徹さを有していた。それは多くの魔族が持つ暴力性を孕はらんだ無機質さだ。いくら争いを嫌っても、マハトが魔族であることに変わりはない。今の短い時間で、アウラはそう感じさせられた。

　しかし、それにしては、おかしなことを言っていた気がする。

「罪悪感、って言ったわね」

　アウラでも、その言葉の意味は知っている。だが知っているだけだ。実際に罪悪感を覚えたことはないし、真の意味で理解できる日は訪れない。

「それが探しているもの？　もしかして、人類に興味があるの？」

「お前には関係ない」

「減らず口」

「言っていろ」

　マハトは踵きびすを返すと、アウラの前から去った。

　黄金の村に取り残されたアウラは、しばらくそこに佇んでいた。

「アウラ様」

　リュグナーの呼びかけに振り返る。

　どこか切実な表情で、リュグナーは訴えた。

「この辺りに拠点を置くのはやめておきましょう」

「私だって、あいつに会うのは二度とごめんだわ」
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　それから拠点を転々と変えながら、長い時間をアウラは休養にあてた。

　勇者一行との戦いから五年、一〇年と経ち、気づけば半世紀近くが経過していた。そのあいだ、できるかぎり人類との接触は避けた。アウラのコンディションはいまだ全快には至っておらず、不死の軍勢もわずかしか集まっていない。今はまだ、潜伏すべき期間だった。

　とはいえ。

「恐ろしく退屈だわ」

　アウラはあくびを嚙み殺す。

　今は山奥にある廃屋を住処にしていた。不自由するほど狭くはないが、かつて根ね城じろにしていた古城に比べると、その凋ちよう落らくぶりは直視しがたいものがある。

　アウラは木製の安楽椅子をぎこぎこと揺らしながら、思案する。

　この半世紀のあいだに、いろいろあった。印象的なのは勇者ヒンメルによって魔王が討ち取られたことだろう。忠誠心を持ち合わせていないアウラにとって、魔王の死そのものはどうでもよかった。ただ、死亡したことによって「どこそこの村を滅ぼせ」といった魔王の命令も途絶えることになり、アウラの退屈を増大させた。

「リュグナー」

「は、なんでしょう」

　近くにいたリュグナーがアウラのもとへ寄った。

「暇だわ」

「ええ……そのようで」

「何かないの」

　大ざっぱな問いかけに、リュグナーはわずかに苦慮の表情を見せた。こんなふうに無茶を言われるのは今回が初めてではない。

「そうですね、では魔力の鍛錬などしてみては……」

「今日の分はもうやったでしょ。私が怠けてるとでも言いたいの？」

「いえ、滅相もございません」

　リュグナーは即座に弁解した。返答を誤った。

　事実、アウラは鍛錬自体は真面目に続けている。魔法にかける執念はあらゆる魔法使い──人類を含めても──の追随を許さないほどだ。いくら魔族が噓うそ吐きで人食いの化け物であっても、魔法を研けん鑽さんし追究する姿勢は真しん摯しというほかない。だからこそ、リュグナーも一魔法使いとしてアウラには畏敬の念を抱いているし、多少のわがままにも付き合っている。

　ただそれでも……安楽椅子にゆったりと腰掛けあくびを嚙み殺すアウラの姿に、多少の思うところはある。

「もういいわ」

　突然、アウラは立ち上がった。

「どちらへ？」

「散歩よ」

「人に見つかると厄介です」

「少しくらい問題ないわ。あなたたちは留守番でもしてなさい」

　振り向きもせずそう答え、アウラは外出した。

　ばたん、と扉が閉まると、リュグナーはため息をついた。

「……まったく、困ったお方だ」

　先ほどまでアウラが腰掛けていた安楽椅子に、リュグナーは深く腰を下ろす。ぎし、と軋きしむ音が鳴った。その音に呼び寄せられるように、奥の部屋からリーニエとドラートがやってくる。二人とも、アウラの機嫌が悪いときはあまり近づかないようにしていた。

「アウラ様、ずっとあんな調子だね」

「思うように力を振るえず歯痒がゆさを感じているのだろう。あるいは、勇者一行に敗北したことを、いまだに引きずっているのかもしれない」

　リュグナーは「あれを」と言って、リーニエにキッチンからワインを取ってこさせた。この廃屋の近くを通った行商人を殺して奪ったものだ。美味くも不味くもないが、気が紛れるのでリュグナーはたまに飲んでいた。

「どちらにせよ、魔族は長寿であっても不老ではない。早く万全の状態に戻ってほしいものだ」

　ワインを注いだグラスを、口元に傾ける。そのとき、ドラートと目が合った。ドラートは何か言いたげに口を開こうとして、しかし閉口する。

「言いたいことがあるなら言ったらどうだ？　ドラート」

「……お言葉ですが」

　ドラートはじっとリュグナーを見つめる。若くして力を持った魔族特有の、傲慢さに満ちた目をしていた。

「今のアウラ様に付いていく理由が分かりませんね。七しち崩ほう賢けんでも、戦えなければ威厳もクソもない。離反による報復を恐れるのであれば、隙すきを見て殺してしまえばいいでしょう。魔王様が死んだ今、制裁を下す者もいないでしょうし」

　リュグナーは微笑んだ。

「実に魔族らしい意見だ」

　その反応を肯定的に捉えたドラートは、嬉うれしそうに口角を上げる。

「だが、お前は何も分かっちゃいないな」

　ドラートは冷や水を浴びせられたように、顔をしかめた。

「腐っても七しち崩ほう賢けんだ。どれだけ慢心しようが、暗殺が成功するとは思えん」

「ですが……！」

「それに、服従させる魔法アゼリユーゼは私が今まで見てきた中で最も強力な魔法だ。そして魔力でアウラ様を上回る存在は、同じ七しち崩ほう賢けんクラスの魔族か、人類でも最高峰の魔法使いのみ……どちらも、ほんの一握りだ」

　リュグナーは安楽椅子から立ち上がり、ドラートを見下ろす。

「そんな一握りの存在でも、不死の軍勢で魔力を消費させれば服従させる魔法アゼリユーゼは効く。分かるか、ドラート。慢心さえしなければ、アウラ様が負けることはない。戦果を求めるなら、大人しくしていろ」

「……分かりました」

　不承不承といった表情で、ドラートは頷うなずく。

　少し、恐怖が足りないか。

「……服従させる魔法アゼリユーゼは魔族にも有効だろう。離反の気配を察したアウラ様が、お前を完全に支配する可能性も十分に考えられる。そうでなくとも、今は機嫌が悪い。気まぐれで首を飛ばすこともあるかもしれんな」

　ドラートは息を呑んだ。その瞳から怯おびえを感じ取ったリュグナーは、また椅子に腰掛ける。

　これで少なくとも暗殺は諦めただろう。面倒事の芽は早々に摘んでおいたほうがいい。

　リュグナーは静かにワインを呷あおった。

　すっかり意気消沈したドラートに、リーニエが近寄る。

「怒られてやんの」

「うるさい」
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　ぱき、と踏んづけた小枝が音を立てて折れた。

　アウラは獣道を歩いていた。頭上の雲が空を流れるのと同じように、風の吹くまま気の向くままに、辺りをぶらつく。

　坂を上り、小川を飛び越え、木の根を跨またぐ。そうしていると、整備された道に出た。地面には荷馬車を引いたあとがある。近くに村があることは知っていたが、ここに道ができたことは初めて知った。人類が、また生息域を拡大しようとしている。

　アウラは暗あん澹たんとした気持ちになる。アウラにとって人類は利用価値のある存在だが、増えすぎると目障りだ。

「散歩がてらに滅ぼしてしまおうかしら」

　今のアウラでも、村一つ滅ぼすくらい造作もない。が、事後処理が面倒そうなのでやっぱりやめた。襲撃するのは、力が完全に戻ってからにする。

　村のことは一旦忘れ、また黙々と歩く。それから一時間ほど経った頃合いで、日が暮れ始めた。赤しやく銅どう色に輝く太陽が、ゆっくりと山陰に落ちていく。

　アウラは木々の開けた場所に出た。その場所の真ん中に、平たい岩がある。

「あ」

　岩の上に、人間がいた。

　まだ少年と呼べる年頃の男だ。岩に腰掛け、ぼうっと宙を見つめている。ほとんど魔力を感じられないので気がつかなかった。冒険者や魔法使いには見えない。大方、近くの村に住んでいるただの村民だろう。向こうもこちらに気づいたようで、ゆっくりと頭を動かした。

　殺すか。

　アウラは少年に近づいた。すると、

「誰かいるんですか？」

「……？」

　妙なことを言う。

　少年はこちらを向いている。なのに「誰かいるんですか」。まるでアウラが見えていないような反応だ。

　よく見てみると、その少年の目は白く濁っていた。

　もしかして、目が見えないのか。

「……勘かん違いかな」

　少年は不思議そうに首を傾かしげる。

　やっぱり、見えていないようだ。姿がバレていないなら、殺す必要はない。そもそもこんな雑ざ魚こに手を煩わずらわせるだけ時間の無駄だ。アウラは踵きびすを返した。

　……少し歩いて、足を止めた。

　時間の無駄。

　だが、暇つぶしには、ちょうどいいかもしれない。こちらが見えていないのだから魔族だと知られる心配はないし、バレたらバレたで始末すればいいだけだ。

　それに──アウラはマハトのことを思い出していた。

　もうずいぶん前のことだが、よく覚えている。あのとき、口では否定していたものの、マハトが人類に興味を抱いていたことは明白だった。あれほどの強つわ者ものが、なぜ弱小な種族にこだわるのか、謎だった。

　ここで少年と言葉を交わせば、マハトの考えを理解できるようになるかもしれない。マハトに近づきたいわけではなく、分からないままでいるのが癪しやくなのだ。

　どうせ時間は腐るほどある。少しくらい、変わったことをしてみてもいいだろう。

　そうと決まれば。

「ねえ」

「うわっ、だ、誰？」

　アウラが声をかけると、少年は驚いたように肩をビクッとさせた。

「私のことが見えていないのよね？」

「は、はい……幼い頃に負った怪我のせいで、何も」

「よくそれでこんなところまで来られたわね」

「まぁ、杖があるので」

　少年は岩を撫なでるように手を動かす。その指先が、岩に立てかけられた杖に触れた。

「すいません、あなたは？」

「ただの冒険者よ」

「冒険者！」

　少年は顔を輝かせた。

「すごいなぁ。僕、冒険者になるのが夢なんです」

「目が見えないのに？」

「村のみんなもそう言うけど……でも、努力すればきっと叶うと思うんです。やる前から諦めちゃダメだって、お父さんも言ってました」

「ふうん……」

「あの、僕、ヴィルっていいます。お姉さんの名前は？」

「どうだっていいわ。好きに呼びなさい」

「そ、そうですか？　なら、そうします」

　ヴィルは落ち着きなく両手を遊ばせている。警戒されているのかもしれない。

「あなたはここで何をしていたの？」

「えっと、小鳥の声を聞いていました」

「鳥？」

「はい。ここは野鳥が多くて、よく聞こえるんです」

　アウラは耳を澄ませた。するとたしかに、鳥の鳴き声が聞こえた。

「そんなもの聞いてどうするの？」

「どうって……別に、ただ聞くだけですよ。心が癒いやされます」

　それは、アウラにはない感性だった。鳥が鳴いていても何も感じない。たぶん、ヴィルが言っているのは、感受性というものが働いた結果なのだろう。

「鳥のさえずりを聞くのが好きなんです。知ってますか？　さえずりは求愛や縄張りを示すための歌みたいなものなんです。この時期に繁殖期を迎える鳥は多いので、今はさえずりをたくさん聞くことができるんですよ」

　訊いてもいないのに、ヴィルは流暢に説明を始める。

「それに、さえずりはただ綺き麗れいなだけじゃないんです。鳥によっては飛びながらさえずる子もいるんですけど、そんなことをしたらすごく疲れるし、天敵に狙われやすくもなるんです。どれだけ綺麗なさえずりでも、鳥にとっては命がけだったりするんですよ」

　鼻息を荒くして、喋しやべり続ける。

　そんなヴィルを、アウラは物珍しく見つめていた。

　話の内容はともかく、今までこのような態度で接してくる人間はいなかった。そこにアウラは興味を惹かれた。

　基本的に、人類がアウラに向ける感情は敵意か恐怖のどちらかだ。だが目の前の少年は純粋に自分の好きなものについて語っている。その姿が、アウラにとって新鮮で、滑こつ稽けいに映った。

「あ、ごめんなさい。僕だけ喋しやべっちゃって」

　かあ、とヴィルは頰を赤くする。

「別に、構わないわ。なかなか面白かったわよ」

「ほんとですか？　嬉うれしいな……そうだ。よかったらお姉さんの話も聞かせてください。僕、冒険者さんの話を聞くのがすごく好きで──」

　そのとき、遠くで鐘が鳴った。村のある方角から聞こえた。

　ヴィルが「しまった」と言って顔を曇らせる。

「もう帰らなきゃ……」

「あらそう……残念だわ」

　もう少し、観察を続けたかった。

　このまま帰してしまっていいものだろうか。一瞬、誘拐を考えたが、それではこの少年が持つ〝面白み〟を損なう気がした。だったら、と思ってアウラは提案する。

「明日もここに来てくれたら、冒険の話を聞かせてあげるわよ」

「え？　でもお姉さんは旅してるんじゃ……」

「少しくらい平気よ。時間はたっぷりあるもの」

　アウラがそう言うと、ヴィルは何も見えていない目をキラキラと輝かせた。

　これで多少は、退屈を紛らわせることができるだろう。
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　その日から、夕方頃になるとアウラとヴィルは会うようになった。二人で岩の上に腰掛け、村の鐘──村人の帰宅を促す合図らしい──が鳴るまで話し続けるのだ。アウラが即興で考えた冒ぼう険けん譚たんを語ると、ヴィルは面白いほどに聞き入った。アウラが魔族であることを疑う様子はまったくなかった。

　それでも時々、不思議に思われることはあった。

「どこで暮らしてるんですか？」

「いつまでここにいるんですか？」

「ずっと一人なんですか？」

　そういった質問をされたとき、アウラは適当な噓うそをつくか、話を逸そらした。幸い、ヴィルは野鳥の話を振ると夢中で喋しやべり続けるので、ごまかすのは簡単だった。

「鳥の中には、鳴き真似をする子もいるんです」

「鳴き真似？」

「はい。他の鳥の鳴き声を真似るんです。それで雌の気を引いたり、天敵の鳴き声を真似して襲われにくくしたりするそうですよ」

「なんだか聞いたことのある話だわ」

　天敵の鳴き声を真似して襲われにくくする。まるで魔族だ。特に、弱い魔族はそういう手を使う。

　いや、強い魔族だって同じかもしれない。人類を欺いたり魔族とコミュニケーションを取ったりするために言葉を使うが、言葉そのものの意味は理解していない場合が多い。結局、魔族にとって言葉というものは、人類を真似しているだけの複雑な鳴き声に過ぎないのだろう。

「人語を喋る鳥はいるのかしら」

「いるみたいですよ。ここからずっと遠い土地ですが」

「目が見えないのに、よくそんなこと知ってるのね」

　ヴィルは照れたように頭をかいた。

「実は、お母さんに教えてもらったことなんです。すごく物知りで、いろんな生き物の話を聞かせてくれました。お母さんが話してくれたこと、ずっと忘れないようにしてるんです」

　ヴィルは嚙みしめるように言う。〝お母さん〟のことを慕っているようだ。

「お母さんは物知りなだけじゃなくて、すごく強い魔法使いだったんですよ」

「だった？　今は違うの？」

「あ……はい」

　ヴィルの顔が暗くなる。さっきまでよどみなく話していたのに、急に口ごもった。

「……お母さん、五年前に亡くなったんです」

「どうして？」

「魔族に襲われたんです。お母さんとお父さんは村を守るために戦いました。他の大人たちも協力してくれたけど、誰も、魔族には勝てませんでした」

「それでも、あなたは生き残ったのね」

「お母さんとお父さんが、僕を逃がしてくれたんです。だけど魔族の攻撃は激しくて……この目は、そのときにやられたんです」

　ヴィルは自分のまぶたに触れた。その表情に悲しみの色はない。ただ、ひどく疲れたような顔をしていた。

「どうして、魔族は村を襲ったんでしょうか」

　その疑問はアウラという一個人に向けられたものではなく、まるでこの世の不運そのものを嘆いているような、途方もない問いかけに思えた。

「分からないわ。人を食うためかもしれないし、ただの力試しかもしれない。特に理由もなく、気まぐれで襲うことだってあるわ。人類に魔族の思考回路を理解するのは無理よ」

「同じ姿をして、同じ言葉を使うのに、分かり合えないことなんてあるんでしょうか」

「もし分かり合えるなら、魔族と人類は千年も争ってないでしょう」

「だけど、戦争は終わりました」

「そして村を襲われて、あなたは視力を失った」

「魔族にも、何か事情があるのかもしれません」

「事情って？」

「それは、分かりませんけど……」

　ヴィルは自信なさげに俯うつむいた。

　アウラは不思議に思った。まるでヴィルが魔族と共存を望んでいるように聞こえたのだ。村を襲われ、同胞を殺され、光まで奪われたのに。

「魔族が憎くないの？」

「憎い……と思います。だけど、魔族が全員、悪いヤツだとは思いたくないんです。中には、いい魔族もいると思うんです」

「そんなの、いるかしら」

「きっといますよ。世界は広いんですから」

　ヴィルは、祈るように言った。

　いい魔族。笑ってしまうような妄言だ。しかしヴィルは本気だった。それも無知な人間が陥る平和ボケとは違う、確固とした信念のようなものがあった。アウラはますますヴィルに興味を惹かれた。

　……それにしても。

　人類と分かり合おうとする魔族がいい魔族なら、人類との共存を望みながら数々の村落を滅ぼすよう命令してきた魔王は、ヴィルにとって、いい魔族なのだろうか。




　＊




　ヴィルは年齢のわりに博識だった。五百年生きたアウラでも知らないことを、たくさん知っていた。アウラがそれとなく疑問を示せば、打てば響くような答えが返ってくる。これは魔族と話しているときにはない感覚だった。

　本来、ヴィルのような人間は学者や教師といったものを目指すと思っていたが、彼の憧れはあくまで冒険者で、そこは譲ろうとしなかった。

「向いてないと思うけれど」

「それでもなりたいんです。最近は、ちょっとずつだけど村のみんなも応援してくれるようになったんですよ。頑張って鍛錬を続けてきた結果です」

「ふうん」

　話を聞くかぎり、ヴィルは村の人からずいぶんと好かれているようだ。そのことを指摘すると、本人は照れたように笑いながら「みんな、いい人なんです」と答えていた。ヴィルの表情と言葉の節々から、村の人たちとの信頼関係が垣間見えた。

「最近は魔法の勉強もしてるんですよ。今は一般攻撃魔法を習ってます」

「へえ、使えるの？」

「いえ、全然……。お母さんと違って、僕には魔法の才能がないみたいです」

「ダメじゃない。そもそも覚えたところで、目が見えなければ当たらないでしょ」

「じゃあ、やっぱり身体からだを鍛えるしかないのかなぁ」

　正直、鍛えたところでどうにかなるとは思わないが、正論を言って反感を買われるのも面倒なので、アウラは黙っておいた。

「たしか、お姉さんは魔法使いなんですよね。強いんですか？」

「強いわよ」

「どのくらいですか？　一級魔法使いくらい？」

　一級魔法使い……隠居のような生活を続けていたアウラにとって、それは初めて聞く言葉だった。しかし語感から何かしらの階級だろうということは推測できる。なら話を合わせるのは容易い。

「そうね。一級魔法使いよりも強いわ」

「ほんとに？　すごいなぁ……」

　ため息交じりにヴィルは感嘆する。

「僕も、強くなりたいな」

　ぽつりとヴィルが漏もらした。独り言のような小さな声だったが、強い意志を感じさせる声音だった。それはきっと、彼にとって本心からの願望なのだろう。

「なれるわよ、頑張ればね」

　ヴィルとは反対に、アウラは思ってもないことを口にする。しかしヴィルはいつものように素直に受け止めて、人ひと懐なつっこい笑みを浮かべた。

「お姉さんは優しいですね。たまにすごく上から目線だけど」

「目上なのは事実よ」

「……お姉さんって、何歳なんですか？」

「それは知らないほうがいいわね」

「乙女の秘密というやつですね」

　ふふ、とヴィルは笑う。つられてアウラも笑いそうになった。

　──秘密か。

　もし、今話している相手が魔族だと知ったら、この少年はどんな顔をするだろう。好奇心で胸がうずいたが、さすがに行動には起こさなかった。

　今は、まだ。




　＊




「勇者ヒンメルが死んだそうです」

「そうなの」

　アウラが安楽椅子で身体からだを揺らしていると、リュグナーからそう報告を受けた。

　廃屋の外では雨が降っている。雨粒が窓をぽたぽたと叩き、天井からわずかに雨水が染み出していた。この廃屋に住み始めてからまだ一年しか経っていないが、拠点を変えたほうがいいかもしれない。

「死因は？」

「おそらく老衰かと」

「勇者ヒンメルも寿命には勝てないか」

　かつて自分を打ち負かした人間が死んだ悦びも、復讐の機会を失ったことに対する悔しさも、アウラにはなかった。ただ、勇者一行との戦いで撤退したときのことを思い出すと、口に苦々しいものが広がる。敗北の味というのは、なかなか忘れ去るのが難しい。

「他は？」

「他、と言いますと」

「いたでしょ。エルフとか、ドワーフとか」

「ああ……他の三人はまだ生きているようです。魔王様を討ち取ってから特に大きな動きはありません」

「それはよかった。生きてるならいつでも殺せるわね」

　特にフリーレン──エルフは長命だ。それに優秀な魔法使いでもある。すぐには死なないだろう。生きているかぎり、いつかまた会うときが来る。そのときは、ちゃんと倒してみせる。

　アウラは安楽椅子から立ち上がった。

　手のひらを軽く握ったり開いたりして、試しに魔力を込めてみる。

　アウラは笑った。

「ようやくだわ」




　＊




　ヴィルと会うのに暇つぶし以上の意味はない。しかしここ数十年生きてきたなかでは、それなりに有意義な時間を過ごせていた。人類との会話も悪くないと、そう思えるだけの面白みがあった。

　マハトが人類に興味を持った理由が、分かったかもしれない。完全に理解したわけではないが、もう十分だ。だから、ここまでにする。




　力を取り戻した。




　勇者一行と戦う前の状態に戻るまで、半世紀以上もかかった。もう休養は必要ない。これからは平常運転だ。本能の赴くままに人を殺し、力を蓄える。

　手始めに近くの村を襲おう。少しでも不死の軍勢を増やしておきたい。村人では大した戦力にならないのが少々不満だが、いないよりかはマシだ。

　その前に、軽く腹ごしらえだ。

　アウラはいつもの時間に、いつもの場所へと向かった。その足取りは軽い。力を取り戻した全能感に酔いしれていた。赤い夕焼けが、まるで血潮のように見えた。

　ヴィルとは最後にどんな話をしよう。魔族だと知ったらどんな反応をするだろう。もう話せないのは残念だが、こればかりは仕方ない。なぜならアウラは魔族で、ヴィルは人類だからだ。どれだけ言葉を重ねても、この二つの種族が相あい容いれることはあり得ない。

　目的の場所に着いた。

「あら？」

　岩の上に、ヴィルの姿はなかった。

　ヴィルはいつもアウラより先に来ていた。なのに、いない。

　浮かれて早く来すぎたかしら──そう思って、アウラは岩に座って待つことにした。

　だが、ヴィルは一向に来なかった。

「……遅いわねぇ」

　すでに太陽は山陰に隠れ、低い空から満月が顔を出していた。

　そういえば、とアウラはあることに気づく。

　いつも日没になると鳴り響く村の鐘が聞こえない。村で何かあったのだろうか。

　アウラは立ち上がると、飛行魔法で身体からだを浮かせた。そのまま村へと向かう。

　少しして、魔力探知が反応した。

「……何かいるわね」

　人間のものではない。アウラと同じ、魔族のものだ。そいつが、村にいる。

　村をうっすらと肉眼で確認できるところまで近づいた。薄暗いせいでよく見えない。アウラは徐々に高度を下げていき、そして、村の真ん中に下り立った。

　血の匂いが鼻をついた。

　村は、崩壊していた。

　家は軒並み破壊され、至るところに人が倒れている。皆一様に身体からだを切り裂かれ、絶命していた。

　静かだ。

　みんな、死んでいるようだ。

　背後から足音が聞こえた。魔力が近づいてくる。アウラは振り向いた。

「断だん頭とう台だいのアウラか」

　魔族が言う。

　兜かぶとから突き出た二本角に、全身を覆う無骨な鎧。さらに両手には、アウラの体重の三倍はありそうな巨大な斧があった。

　この魔族、見覚えがある。少なくとも無名ではない。

　……思い出した。

　魔族の将軍──戦せん斧ぷのグロースだ。魔法ではなく、武を極めた強つわ者もの。

　アウラが黙って見つめていると、グロースは話しかけてきた。

「驚いた。消息を絶ったと聞いていたが、よもや生きていたとは」

　アウラはグロースから目を逸そらし、村を見渡した。惨状、という言葉にふさわしい有り様だ。子供も大人も関係なくやられている。魔族らしい、無慈悲で徹底した蹂じゆう躙りん。

「お前の縄張りだったのか？　それは悪いことをした」

　多くの死体は武器を握っていた。グロースと戦うために手にしたものだろう。しかし何本かは砕けたように折れている。斧の攻撃を受けたか、鎧に弾かれたか……どちらにせよ、まるで歯が立たなかったようだ。

「何人か逃がしてしまった。いずれ近くの街から、討伐隊として魔法使いや戦士たちがやってくるだろう」

　アウラは自然とヴィルの姿を探していた。少なくとも、ここから見える範囲に彼の死体はない。逃げたのだろうか。いや、目が見えないヴィルが逃げ切れるとは思えない。

「俺はここを去るが、お前はどうする」

　アウラは、グロースに視線を戻した。

「そうねぇ……」

　顎あごに手を添える。

　一瞬、いろんな思いが脳裏を駆け巡ったが──そのすべてを、魔族の本能が塗りつぶした。

　アウラは手元に服従の天秤を顕けん現げんさせる。

　そして。

「服従させる魔法アゼリユーゼ」

　グロースとアウラの魔力が、天秤にかけられた。相手は将軍とはいえ、秀でているのはあくまで武術だ。魔力量はそれほどでもない。当然、天秤はアウラのほうに傾いた。

　グロースの身体からだが硬直する。兜かぶとの下から、動揺が伝わってくる。

「な……ぜ……」

「なぜ？」

　アウラはおもちゃを手にした子供のように笑った。

「ちょうど、強い兵が欲しかったところなの」

　グロースは一時的な抵抗を見せたが、すぐ静かになった。本来なら首を落として意思を持たぬ兵にするところだが、魔族は死ぬと塵ちりになってしまう。服従させる魔法アゼリユーゼは効いているので、首は繫がったままでも問題ないだろう。それでも抵抗するようだったら、適当に使い捨てればいい。

　アウラは一仕事終えたように息をついて、満月を見上げた。

「今日はツイてるわ」

　獲物を横取りされたことに多少の憤いきどおりは覚えたが、そんなことは些末な問題だった。

　思いもよらぬ戦果を得られた。傀儡くぐつとなったグロースは、アウラにとって大きな戦力になってくれるだろう。それに、これから討伐隊がやってくるという話だ。不死の軍勢に加えるなら、訓練されていない村人なんかよりも、鍛えられた魔法使いや戦士のほうがずっといい。

　この調子でどんどん不死の軍勢を増やしていこう。ゆくゆくは、あの日諦めざるを得なかったグラナト伯爵領を、落としてみせる。

「グロース、椅子を取ってきてちょうだい」

　早速、アウラは物言わぬ兵と化したグロースに命令をする。グロースは崩れた家から椅子を引っ張り出してくると、丁寧な給仕のように、アウラのすぐ後ろまで椅子を引いた。

　アウラはゆったりと腰掛け、意気揚々と脚を組む。そこらじゅうに死体が転がるなか、魔法使いや戦士が来るのを、いまかいまかと心待ちにした。

　ふと、鳥の鳴き声が聞こえた。

　低い声で、悲しげに鳴く鳥だ。

　この鳥の名前を、ヴィルに教えてもらったことがある。名前は、なんて言ったっけ──。

　もう、忘れてしまった。
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　永遠のように続く一本道を、馬車がゆっくりと進んでいた。

　農家や露天商の人間が操るような馬車ではなく、人を運ぶことを目的とした馬車だ。箱形の客室の内部は、四人が二人ずつ向かい合わせに座れる造りになっている。あまり広くはないが、移動の手段としては贅沢な部類だ。

　現在、乗客は二人。

　白銀の髪を持つエルフと、老齢の女性がいる。

　二人は向かい合わせに座り、特に会話もなく窓の外を眺めていた。外は新緑の草原が広がっている。背の高い草木がほとんど生えていないため、見通しがいい。通り風が吹くたび、柔らかい草たちがさわさわと音を立てて波打った。

「こんなのんびりした旅路は久しぶりだな」

　老齢の女性が言った。

　目尻には皺しわが刻まれ、身体からだは痩せている。しかしその居住まいは、長年風雨に晒さらされた樹木のような逞しさを感じさせた。背筋は力強く伸び、深い洞察と野心を宿した目つきをしている。

　のちに伝説として語られる大魔法使い──その人がフランメだった。

「そうかな。ちょっと前にもあったと思うけど」

「それは何年前の話だ、フリーレン？」

　フリーレンと呼ばれたエルフは、少女のような見た目に反して老成した雰囲気を纏まとっていた。フランメの問いかけに、少し考えてから言葉を返す。

「たしか十年くらい前だよ。北方の王族に呼ばれたことがあったでしょ」

「ああ、思い出した。魔族の襲撃に備えて、防護結界を張りに行ったときか。あの結界は力作だった。向こう千年は誰にも破られないだろうな」

　フランメは、くく、と喉を鳴らすように笑った。

「どうして笑ってるの？」

「いや。フリーレンからすれば十年前も〝ちょっと前〟かと思ってな。永遠に近い時間を生きるエルフにとって、十年や二十年なんてのはまばたきのあいだに終わっているようなものなんだろう。まったく度し難い感覚だ」

　フリーレンはわずかに目を細めた。

「師匠せんせいだって大概でしょ」

「へえ、私がか」

「向こう千年は破られない防護結界なんて、よほどの自信過剰か夢想家くらいしか口にできないよ。だけど師匠は実現できる。たった数十年の人生でそれを成し遂げてしまうほうが、私にとっては度し難いね」

「ずいぶん褒ほめてくれるな。おだてたって何も出ねぇぞ」

「事実を言っただけだよ」

「可愛いヤツめ」

　フランメは機嫌がよさそうだ。

　いつだってフランメは飄ひよう々ひようとしている。フリーレンはいまだにフランメに対して掴つかみどころのなさ──もしくは、底知れなさを感じることがあった。誰よりも魔法に執着し、魔族を憎みながら、決して激情を表に出すことはない。それでいて、子供らしい純真さを見せることがある。

　不思議な人だった。

「ところで師匠せんせい」

「ん？」

　フリーレンは何気なくたずねる。

「この馬車は、どこに向かってるんだっけ」

　実をいうと、フリーレンは目的地どころか、いつからこの馬車に乗っているのかも覚えていない。気づけば、ここにいた。なんとか思い出そうとしても、馬車に乗り込む際の記憶はモヤがかかったみたいに判然としなかった。

「そうか、忘れちまったか」

　フランメは仕方ないなというふうに微笑んだ。

「まぁ、そのうち思い出すさ」

「……」

　フランメがそう言うのなら、きっとそうなのだろう。

　それでも釈然としないフリーレンは、ひっそりと魔力を探ってみた。幻覚を見せたり記憶を改変したりする魔法をかけられている可能性がある。考えすぎかもしれないが、フランメならやりかねないと思った。

　しかし結果は無駄骨だった。なんの形跡も見当たらない。

「こんなときでも警戒は怠らない。やはりお前は優秀な魔法使いだな。私の弟子だけある」

　バレないよう探知していたつもりだが、悟られていたみたいだ。フリーレンはばつの悪さを感じた。

「光栄だね。大魔法使いフランメ様に褒めてもらえるなんて」

「嫌味を言ってるわけじゃないさ。お前の行動はとても正しい。だが今は深刻に考える必要はない。肩の力を抜いて、馬車の旅を楽しめばいい」

「……分かったよ」

　いまいち納得できないが、あれこれ考えるのも疲れるので、フランメを信じることにした。

「でも、楽しめって言われてもな……何を楽しめばいいの？」

「そうだな、思い出話でもするか？」

「思い出話……」

　フリーレンはフランメと過ごした記憶を、ざっと振り返る。

「あまり楽しい思い出はないかな」

「何かしらあるだろ」

「だって、師匠せんせいからは戦いのことしか教えてもらってないし」

「お前にはそれが必要だったからな。とはいえ、そう悪いことばかりじゃなかったろ？」

「う～ん……」

　フリーレンは腕を組んで唸る。

「……あの模擬戦は、何度目のときだっけ──」




　もう二十年ほど前のことだった。

「相手を行動不能にしたほうが勝ちだ」

　仁王立ちしたフランメが、模擬戦のルールを簡潔に伝える。

　静かな森の中で、二人は相対していた。フリーレンの修行は主に魔力量を底上げするものだが、こうして模擬戦を交えることもあった。今のところ、フリーレンの全敗だ。

「ちゃんと本気で来いよ、フリーレン」

「そのつもりだけど、師匠はいいの？　昨日は魔法の研究で寝てなかったんでしょ」

「ハンデとしてはちょうどいい」

「あっそ」

　あくびを嚙み殺すフランメに、早速フリーレンは魔法を放つ。魔力を固めてぶつけるだけの至ってシンプルな攻撃。だからこそ、すでに莫大な魔力量を誇るフリーレンにとっては強力な一撃になり得る。

　しかしフランメはそれを最低限の防御魔法でさばいていく。余裕綽しやく々しやくといった様子だ。

　正面から戦おうとするな──というフランメの言葉が頭をよぎる。

　一旦、フリーレンは攻撃の手を止めた。

「もう降参か？」

「まさか」

　フリーレンは木の陰に姿を隠した。居場所がバレないよう魔力を抑えつつ、フランメの死角に回り込む。そして魔法を撃つ。これをひたすら繰り返す。ジリ貧を狙った、ヒットアンドアウェイ。何度攻撃を防がれても、長期戦に持ち込めばいつか隙すきを見せるはず。そういう作戦だった。

　フランメは面倒そうに頭をかく。

「地味な戦法だな。だが悪くはない」

　フランメは走り出した。フリーレンと距離を詰めようとしている。攻撃の軌跡から、大まかな位置は悟られている。

　それなら、とフリーレンも走り出した。

　フランメから逃げながら、たまに攻撃を挟む。しばらく追いかけっこを続け、ある場所まで来たところで、フリーレンは一転して猛攻に出た。

　さすがのフランメも追うのをやめて、防御に集中する。フリーレンは防がれるのを承知で、少しずつフランメを退かせていく。

　そして森を抜けた。その先は──。

「ここまでだよ」

　フランメを崖際まで追い詰めた。

　もう逃げ場はない。フランメは背後の崖を一いち瞥べつする。

「逃げながら誘導してたわけか。ここなら迂う闊かつに動けないな」

　ほんの数歩でも下がれば、崖の下に真っ逆さまだ。それでもフランメは落ち着いた風格を崩さない。どころか、楽しそうに見えた。まるで弟子の成長を喜んでいるようだった。

　フリーレンはトドメを刺すつもりで、手の先に魔力を込める。すると、フランメは両手を挙げた。

「……なんのつもり？」

「参った、私の負けだ。その距離で撃たれたら、さすがの私も命に関わる」

　フリーレンは顔をうんざりさせる。

　──相手を行動不能にしたほうが勝ちだ。

　模擬戦のルールを頭の中で復唱して、淡々と告げる。

「その手には乗らないよ。またそうやって油断させるつもりでしょ？　師匠せんせいの命乞いは聞き飽きてる」

「へえ、学習したじゃねぇか。最初はよく引っかかってたくせに」

「だからもう油断しない」

　ここで確実に決める。フリーレンは覚悟を固め、拘束する魔法を繰りだそうとした。

　そのとき、フランメは挑発的に口角を上げた。

「なら、これはどうだ」

　ずばん！　とフランメは魔法の斬撃を放つ。すぐさまフリーレンは身構えたが、それは反撃ではなかった。フランメは自分の足下に魔法を放ったのだ。

　なぜそんなことを、と呆あつ気けに取られているうちに、フランメの足下が崩れ始めた。

「ちょ……！」

　このままでは落ちる。フリーレンはとっさにフランメを引き寄せようと近づいた。なんとかその身体からだに手が届いたものの、二人一緒に崖から落ちていく。

　すさまじい勢いで地面が迫り、風切り音が全身を包む。そんななか、フランメが言った。

「さあ、助けてくれフリーレン。このままだとお前の師匠せんせいが死んでしまうぞ」

「そんな上から目線で命乞いしないでよ……」

　フリーレンは空中で体勢を整え、地面を見据える。

　飛行魔法……は使えない。あれは魔族の専売特許だ。もう何百年かしたらフリーレンでも使えるかもしれないが、今は無理だ。なら、どうすればいいか。

　逡巡の末、フリーレンはフランメを抱えたまま地面に魔法を放った。威力を調整しながら、何度も撃つ。その反動を使って、落下の衝撃を殺そうとした。

　果たして、フリーレンの目論見は上手くいった。しかし完全には勢いを殺しきれず、地面に強く尻餅をつく。フランメだけが華麗に受け身を取っていた。

「あいたた……」

　お尻を擦さすりながら、ふらふらと立ち上がる。

　まったく、無茶をする……愚痴を言ってやろうと、そばを見る。だがそこにフランメの姿はなかった。

　もしや、と思ったときには、もう遅かった。

「私の勝ちだ」

　フリーレンの身体からだに、魔法で生み出された縄が巻きついた。両腕をがっちりと固定され、力を入れてもビクともしない。魔法で断ち切ることもできそうになかった。

　フリーレンはすべてを察する。

　フランメは自分自身を囮おとりに使って、隙すきを作ったのだ。

「……ずるい」

「だから勝てた」

　何一つ恥じることなく、フランメは堂々と言った。

「もし私が助けなかったらどうしてたの？」

「あの程度の高さなら落ちても自力でなんとかできる。お前の敗因は、予想外の出来事に冷静さを欠き、私の実力を見誤ったことだよ」

　ぐうの音も出ない。

　卑怯な戦い方だ。だが、卑怯なほど効果がある。それは生涯を通して魔族を欺き続けるフランメの生き方から、嫌というほど学んでいたことだった。

　この人に勝てる日は来るのだろうか。そんなことを考えていると、身体を拘束していた縄が解かれた。

　フランメは労ねぎらうようにフリーレンの頭に手を置いた。

「いいか、フリーレン。魔族と戦うときは無慈悲に徹するべきだ。だが優しさは、平和の時代を築くためには絶対に欠かせない要素でもある。お前は模擬戦で負けたが、私を救おうとしたこと自体は間違ってない」

「……じゃあどうすればよかったのさ」

「上手くやれ。それだけだ」

　さあ、帰って飯だ。

　そう言って、フランメは家の方向に歩きだした。フリーレンはお尻についた砂すな埃ぼこりを払って、フランメに続いた。




「やっぱろくな思い出がないな」

「今のはいい話だったろ」

　フランメが即座に突っ込む。

　たしかに、いい教訓にはなった。この先忘れることはないだろう。

「でも、楽しい思い出かっていうとそうじゃないんだよね」

「じゃあお前は何をしてるときが楽しいんだ。ミミックに頭を突っ込んでるときか？」

「別にミミックに食べられることを楽しんでるわけじゃないよ。お宝が入ってる可能性があるなら、たとえ九九パーセントミミックでも開けるべきでしょ」

「変わってるな」

「師匠せんせいにだけは言われたくない」

　嫌味を込めて返したが、フランメはふっと鼻で笑って受け流した。

「師匠はどうなの」

「どうって？」

「何をしているときが楽しいの？」

　ふむ、とフランメは腕を組み、思案顔を浮かべる。

「魔法の研究をしているときは楽しいかもな」

「ずっと部屋に引きこもってることあるもんね」

「さすがに一週間寝ずにいたときは自分でも驚いた」

「それはもう楽しいの域を通り越してるでしょ……私も魔法が好きだけど、そこまでじゃないな」

「お前も『ちょっと召喚の素材探してくる』って言って出かけてから、一年くらい戻らなかったことあるだろ」

「たった一年でしょ」

「人間の感覚からすりゃ、一年の外出は旅と表現していいレベルだ」

　フリーレンは首を傾かしげる。

　フランメと生活するうえで種族的な差を感じることはあまりないが、時間の感覚だけは一向に嚙み合わない。たとえば、部屋の掃除や布団の洗濯といった面倒な作業を後回しにするとき、フリーレンは平気で五年後や十年後に回そうとする。それでフランメに小言を言われることもしばしばだった。

「エルフの集落じゃどんな生活してたんだか」

「今と大して変わらないよ。他種族と暮らしてるから食い違いが起きてるだけで」

「掃除はどうしてるんだ。いくら長命でも部屋が汚れる早さは同じだろう」

「汚れたらみんなちゃんと掃除してるよ」

「……お前がずぼらなのは種族の問題じゃなく個人的な性分か」

「そうなるね」

「自覚があるなら直せ」

　手厳しい指摘だった。反論の余地もなく、フリーレンはしょぼんと口を結ぶ。

　もし説教でも始まったら厄介だ。話を逸そらそうと、話題を探した。

「……そういえば」

　ふと、あることを思い出した。

「戦いのこと以外にも、師匠せんせいから教わったものがあったよ」

「あったか、そんなの」

「うん。まぁ、あまり役に立たないと思うけど」




　あれはまだフランメが若々しい頃。

　フリーレンは一日の大半を修行に費やしているが、座学を受けることもある。もちろん教えるのはフランメだ。魔法体系をより深く理解するための授業から戦術の指南まで、学ぶべきことは多かった。

「ただ強ければいいってもんじゃねえ」

　その日も、フランメが研究に使っている部屋で、フリーレンは授業を受けていた。

「私たちの敵は魔族だが、どうしたって人間同士で対立することもある。そういうとき必要になるのは、魔法ではなく対話だ。なんでもかんでも武力で解決しようとしたら、平和な時代は永遠に来ない」

　平和な時代──それはしょっちゅうフランメが口にしていた言葉だった。おそらく魔族との戦争が終わったあとのことを言っているのだろう。一体、何千年後になるのやら。フリーレンにとっても、遠い未来の話に思えた。

「最低限の交渉術は身につけておくべきだが、お前は人間のことをよく知らないし、器用に立ち回れるタイプでもない」

「まぁ、否定はしないけど」

「そこでだ」

　フランメはにやりと笑った。

「誰でも簡単に懐かい柔じゆうできる奥おう義ぎをお前に授ける」

「そんなのあるの？」

「ああ。ただし多用するんじゃねぇぞ。使えば使うほど効力を失うからな」

　フランメはフリーレンの前に立つ。やけに張り切っていた。まるで必殺技でも伝授するみたいだ。

「いいか。まず左手を腰に添え、右手の指を唇につける。お前も真似してみろ」

　言われたとおり、フリーレンはフランメと同じポーズを取る。

　……なんだかバカっぽいポーズだった。

「そして、こうする」

　ちゅ、と右手でキスを投げかける。

「……」

「……」

「何これ？」

　フランメは手を下ろして、すっと真顔になった。

「色仕掛けだ」

　色仕掛け……意味は知っているものの、フリーレンには遠い異国の言葉のように聞こえた。

「この技を使えば、強情な人間もお前の言うことを聞くようになるだろう」

「ほんとに？　全然ピンと来ないんだけど」

「効く効かないは個人差がある。あとお子様には通用しない」

　む、とフリーレンは眉をひそめる。子供扱いされている気がした。だがムキになるのは、それこそ子供だと認めているようなものだ。ここはあくまで大人らしく振る舞う。

「まぁ、機会があれば試してみるよ」

「人によっては効きすぎることもあるから気をつけろよ」

「分かった」

　こうして、フリーレンは投げキッスを習得した。




「そんなことよく覚えてるな」

　フランメは呆れたように言った。

「まだ誰にも試してないけどね」

「そいつはとっておきにしとけ」

　なんせ奥義だからな、と付け加える。どことなく冗談めいた声音だった。

　途端に、フランメは懐なつかしむような顔をした。静かに目を伏せ、独り言のように言う。

「色仕掛けか……もう昔の話だな」

　昔なんていっても、たかだか数十年前だ。

　だけど……と思いながら、フランメを見つめる。初めて出会った頃に比べて、フランメは年を食った。肉体は衰え、瑞みず々みずしい輝きを失いつつある。だが〝老い〟というやつは、フリーレンが思っているほど、悪いものではないらしい。それはフランメを見ていれば、なんとなく分かることだった。

　老いるとは、どういう感覚なんだろう。

　もしかすると、一生理解できない概念かもしれない。別に、羨ましくはない。ただ、自分とは違うんだな、という実感があるだけだ。

「しかしまぁ、いろいろあったな」

　フランメが浸るように言った。

「結局、ろくでもない思い出ばかりだけどね」

「そうだな。お前と出会ってから五十年近く経つが……過ぎてみれば、あっという間だ」

「そりゃあ、たった五十年だからね」

「ああ。たった五十年だ」

　ふふ、とフランメは笑う。

　直後、馬車が止まり、フリーレンの身体からだが慣性で前に傾いた。

　目的地に着いたのだろうか。しかし外を見ても、変わり映えしない草原が広がっているだけだった。村どころか建物もない。なぜこんなところで止まったのだろう、と不思議に思っていたら、

「じゃあ、私は先に降りる」

「え？」

　フランメは扉を開けて馬車から降りた。

　とりあえずあとに続こうとすると、フランメは「まぁ待て」と言ってフリーレンを止めた。

「お前は行くところがあるだろ。ここで降りてどうすんだ」

「どうするって……」

「いいから乗っとけ」

「師匠せんせいはどこに行くの？」

「いずれ分かるさ」

　そう言うと、フランメは半ば無理やり扉を閉じた。すると、馬車がまた動きだす。

　窓の向こうで、フランメは優しげに口元を緩めた。

「じゃあな、フリーレン」

「あ……」

　フリーレンは窓に張りついて、離れていくフランメを見つめていた。

　やがてその姿が見えなくなると、フリーレンは座席の背にもたれた。

　なんだか置き去りにされた気分だった。置いていったのは、こちらのほうなのに。

　結局、この馬車はどこへ向かっているのだろう。いまだに思い出せない。御ぎよ者しやに訊くのが手っ取り早いが……。

「ま、いいか」

　フランメの言うことはいつだって正しい。彼女がいずれ分かると言うのなら、それを信じるまでだ。

　フリーレンは壁に寄りかかり、昼寝でもすることにした。




　＊




「──きろ。起きろ、フリーレン」

　まどろみの中で、声がする。

　がたごとと、身体からだに振動が伝わる。まだ馬車は動いているようだ。目的地に着いたわけではないらしい。なら、誰が呼んでいるのだろう。

　薄目を開けると、こちらを覗のぞき込む青年の顔があった。青色の髪に、凜々しい目。そして泣きぼくろ。

　勇者ヒンメルが、フリーレンの正面に座り優しげな眼差しを注いでいた。

　フリーレンはぱちくりと目をまたたいた。フランメと別れてから、昼寝をしたのは覚えている。それから、どうなったんだっけ。

　……いや。

　フランメは、もう千年近く前に亡くなっている。

　だから、さっきのは夢だ。

　不思議な夢だった。胸に残るわずかな郷愁を感じながら、フリーレンはまた目を瞑つむった。

　まだ、寝たりない。

「おい、二度寝するな。起きろフリーレン」

　ヒンメルが呼びかけながら、ゆさゆさと肩を揺する。

「ううん……あと五年……」

「寝すぎだろ」

「はっはっは、相変わらず寝起きが最悪ですねぇ」

「冬眠中のクマでもそんなに寝ないぞ」

　賑やかな声が聞こえてくる。

　渋々、フリーレンは起きることにした。

　見慣れた三人の顔がフリーレンを見つめている。フリーレンの隣には、髪を後ろに撫なでつけたメガネの僧侶がいる。そして斜め前に座っているのは、無骨な兜かぶとを被ったヒゲ長のドワーフだ。ハイターとアイゼンだった。勇者パーティー一同が馬車の中に揃っている。おかげで狭苦しい。

「おはよう。よく眠れたかい？」

　ヒンメルがにこりとフリーレンに微笑みかける。

「まぁまぁかな……師匠せんせいの夢を見たよ」

「フリーレンの師匠って、あの大魔法使いフランメ？　またずいぶん昔の夢を見ていたね」

　昔ってほどじゃないよ、と言いかけて、フリーレンは既視感を覚える。フランメとも、夢の中で同じようなやり取りをしていた。それがなんだか可お笑かしくて、つい笑みがこぼれる。

「おや？　なんだか機嫌がよさそうですねぇ」

　ずい、とハイターが顔を寄せてきた。酒の臭いが鼻をつく。袖の隙間から酒瓶が覗のぞいていた。

「飲んでるでしょ」

「ちょっとらけですよ」

　かなり酔いが回っているみたいだ。

「この生なま臭ぐさ坊主。悪酔いしても知らないよ」

「そのときは介抱してください」

「外に置いてくかな」

　ひどい！　と叫んでハイターはおよよと泣くふりをする。それを見たアイゼンが、ため息をついた。

「まったく、隙すきあらば飲んでるな。それでよく僧侶を名乗れるものだ」

「照れますね」

「褒ほめてないぞ」

　はっはっは、とハイターは高笑いする。笑ったり悲しんだりで忙しい。

　魔王討伐の使命を担っているというのに、能天気なほど賑やかだ。いつものことだ。これが勇者パーティーの平常運転。フリーレンは呆れながらも、この緩い空気が嫌いじゃなかった。

　ふと、外を見る。

　果てしない草原が広がっている。地平線が、青空と草原をくっきり二色に分けていた。

　夢で見た景色と、まったく同じ。

　あれ？　とフリーレンは首を傾かしげた。

「あのさ」

「ん？」

「この馬車は、どこに向かってるんだっけ」

　まただ。この感じ。

　夢の中でも同じことがあった。結局、行き先は分からずじまいだった。そして現実でも、フリーレンは行き先を忘れている。

　奇妙な感覚だ。頑張れば思い出せそうな気はする。喉元まで出かかっている。だけど、いくら頭をひねっても、思い出せない。

「ヒンメルは知ってるでしょ？」

　フリーレンがたずねると、ヒンメルは「もちろん」と答えた。

「この馬車はね──」

　そのとき。

　突然、ハイターが馬車の扉を勢いよく開けた。何かに耐えきれなくなったように上半身を外に乗り出す。一体何事かと思いきや、

「おええええええ……」

　酒を戻した。

　うわあ、とフリーレンはドン引きする。やはり馬車に乗りながら酒なんて飲むもんじゃない。だから言ったのに、と心の中でぼやいた。

「おい、大変だ！　ハイターが……」

　ヒンメルはやたら深刻な表情でわなわなと震え、そして、叫んだ。

「ハイターが吐いた！」

「……」

「……」

「うええ……」

　沈黙が落ちた馬車の中で、車輪の回る音と、ハイターのえずきが虚しく響く。

　アイゼンがちらとヒンメルを見た。

「駄だ洒じや落れか？　今の」

「うん。少しは笑ってほしかったかな」

「あまり面白くないぞ」

　アイゼンはハイターの背中をさする。慣れた手つきだ。渾こん身しんの駄洒落が不発に終わったヒンメルはしょんぼりと肩を落としながら、フリーレンのほうを見た。

「フリーレン、水を出す魔法とかあったか？」

「かき氷なら……」

「まぁ……それでいいか。頼む」

　ヒンメルはポケットからハンカチを取り出して広げた。その上で、フリーレンがかき氷を出す魔法を使う。

「ほら、ハイター。水の代わりだ」

　ハイターはハンカチに載った山盛りのかき氷を、もそもそと口に含んだ。

「つめたい……しかも何もかかってない……」

「贅沢言うな」

　涙目でかき氷を頰張るハイターの背中を、アイゼンは黙々とさすり続けた。

　もう大丈夫だろうと、ヒンメルは座席の背にもたれる。

「やれやれ……酒さえ飲まなければ優秀なんだけどな」

「まぁ、中で吐かなくてよかったよ」

「それは想像もしたくないな」

　ぶるりと身体からだを震わせるヒンメル。そして改めてフリーレンに向き合った。

「ごめん、なんの話をしていたんだっけ？」

　この馬車がどこに向かっているのか──聞きたいのはその答えだったが、さっきの一ひと悶もん着ちやくですっかり興味を削がれてしまった。それに、どうしても知りたいというわけでもない。どうせ着けば分かることだ。

「大したことじゃないから、別にいいよ」

「そうか？　なら構わないが……」

　いまいち腑に落ちない表情だが、ヒンメルがそれ以上追及してくることはなかった。

「それより、ヒンメルはどうして私を起こしたの？　用でもあった？」

「特に用はないよ。みんなでお喋しやべりしたかっただけだ」

　ヒンメルは明るい声でそう言ったあと、顔色を窺うかがうような目で見てきた。

「……迷惑だったかな？」

「もう少し寝たかった」

「悪かったよ」

　ヒンメルは𠮟られた子供のようにしゅんと眉を下げた。昼寝を邪魔した罪は重い。だがそんな顔をされると、ちょっと罪悪感が湧く。

　仕方ない、ここは大人の女性として寛容的な姿勢を見せてやろう、とフリーレンは息を漏もらした。

「まぁ、別に付き合ってあげてもいいけど」

　ヒンメルは曇り空が晴れ渡るように笑った。

「よかった。じゃあ、以前作ってもらった僕の銅像がいかに素晴らしい出来だったかもう一度じっくり話し合──」

「やっぱ寝てようかな」

　まぁそう言わずに、と食い下がるヒンメル。それを見てアイゼンはやれやれと小さく首を振り、ハイターはアンデッドみたいな顔色になっていた。

　それから取り留めのない話を、だらだらと続けた。

　きっと明日には忘れているだろう、どうでもいい話ばかりだ。こんなことで時間を潰つぶすなら、魔導書を探したり魔法の鍛錬をしたり、もしくは昼寝でもしているほうが、ずっと有意義だろう。それでも、退屈することはなかった。

　話の内容に意味はなくとも、満たされるものはあった。

「──それで、あのとき見つけた逆立ちができるようになる魔法がとても役に立ったんだよ」

「フリーレンは本当に魔法が好きだね」

　ヒンメルが顔を綻ほころばせて言った。

「別に、ほどほどだよ」

「だけど君は魔法をたくさん知っているだろう？」

　ヒンメルがそう言うと、むくりとハイターが頭を起こした。完全にダウンしていたが、徐々に回復してきている。

「いろんな魔法使いがいますが、あなたほど魔法収集に熱心な人は他に知りませんね……」

「熱心ってほどじゃないよ。数百年ほどあんまり人と会わずに魔法の収集続けてただけだし」

　さらりと言うフリーレンに、ヒンメルはきょとんとした。それを聞いたハイターとアイゼンは、訝いぶかしげに顔を見合わせる。

「またスケールの大きな話が飛び出しましたね」

「エルフのジョークは分かりにくいな」

「ジョークを言ったつもりはないんだけど……」

　ヒンメルがどことなく心配するようにフリーレンを見た。

「君は孤独を感じたりしないのか？」

「特にないかな。私はのんびり魔法の収集ができたらそれでいいから」

「まるで仙人みたいな生き方だなぁ」

「大抵のエルフはそんなものだよ。……あ、でも」

　一人の同族が頭をよぎった。

　フリーレンの師匠せんせいであるフランメの、さらにその師匠。粗暴で傲岸不遜、しかし魔法使いとしての力量はフリーレンをはるかに凌りよう駕がする実力者──ゼーリエだ。

　数百年ものあいだ孤独でいたフリーレンと違って、ゼーリエは多くの弟子を取っている。それは『強い魔法使いの育成』という野心があるからであって、孤独を恐れているわけではない。それでも、人里離れた場所で淡々と一人で好きなことに打ち込むような──それこそヒンメルの言う仙人のような生き方を、ゼーリエは望まないだろう。

「みんながみんな、私みたいってわけでもないか」

「思い当たる節でもありそうな言い方だね？」

「同じエルフでもいろんなのがいたんだ。しばらく会ってないから忘れそうになってた」

　久しぶりにゼーリエのことを思い出したものの、懐なつかしさはまるきり感じなかった。同族とはいえ仲がいいわけではないし、フリーレンはなんとなくゼーリエに嫌われている印象を持っている。いや、ただ認められていないだけかもしれない。どちらにせよ、気にしているわけでもないが。

「でも、よかったよ」

　ヒンメルの言葉に、フリーレンは小首を傾かしげた。

「何が？」

「何百年ものあいだ、君が寂しい思いをしていたわけじゃなくて。君は僕たちよりもずっと長生きだから、きっと多くの別れを経験してきたのだと思う。そしてたぶん、これからも……。僕には想像もできない運命だ」

　ヒンメルの視線が、淡い悲哀を帯びた。

「たまに、思うんだ。楽しい思い出や誰かと一緒にいたい気持ちが、かえって君を傷つけることになるんじゃないかって。意図せずとも、僕たちは君に多くのものを託してしまうから」

「……？　言ってることがよく分からないよ」

「はは、ごめんごめん。ちょっとしたセンチメンタルってやつだよ。あまり気にしないでくれ」

　でも、と続けて、ヒンメルは何かのポーズを取るみたいに顎あごに手を添えた。

「儚はかなげにしてると、ますますイケメンっぽく見えないか？」

「あほらし」

「あはは」

　そして、がくん、と。

　馬車が止まった。

　そのとき、言いようのない寂せき寥りよう感かんがフリーレンの胸にぽっと湧いた。まるで夕日が暗がりに沈んでいくような、何かが終わってしまう感覚。その感情の出処を探っていると、ヒンメルが残念そうに眉を寄せた。

「さて、そろそろ降りないとな」

　無意識に、フリーレンは膝の上に乗せていた手を軽く握りしめた。

「こんなところで降りてどうするの？」

　窓の外は草原しか広がっていない。夢の中でフランメと別れたときと同じ状況だ。

「行かなきゃいけないところがあるんだ」

「……そうなんだ」

　少し──ほんの少しだけ名な残ごり惜しいような気もしたが、誰かと別れるときはいつだって拍子抜けするほどあっさりだった。今回だって同じだ。それに、何も今こん生じようの別れというわけではない。馬車から降りる場所が違うだけ。

　だから、また会える。

　胸に渦巻く様々な感情を、フリーレンは飲み込んだ。

「じゃあ、仕方ないね」

　ヒンメルは穏やかな表情で薄く微笑んだ。

「なあ、フリーレン。寝てるのもいいけど、バカみたいな話で盛り上がるのも悪くなかっただろう？」

「そうだね。いい暇つぶしになったよ」

「それを聞いて安心した。君が楽しんでるなら、僕はそれでいい」

　ヒンメルは馬車の扉を開けて、地面に下り立った。

「またな」

「うん」

　扉が閉まり、馬車が動きだす。

　フリーレンはそっと窓からヒンメルの様子を窺うかがった。ヒンメルはただ静かに佇んで、フリーレンたちが乗る馬車を見送っている。ヒンメルとの距離が開くたび、何か言い残したことがあるんじゃないだろうか、とか、もっと話しておくべきだったかもしれない、とか、そんな思いが脳裏を掠かすめていった。

　らしくないな、と思いながら、フリーレンは気持ちを切り替えるように窓から視線を外した。すると、ハイターが「さて」と声を上げた。

「バカみたいなお話の続きでもしますか？」

「酔いは覚めたの？」

「おかげさまで。これでまたお酒が飲めます」

「まだ飲むのかこの生なま臭ぐさ坊主は……」

「さすがに馬車の中で飲むのは懲こりたので、降りてからですよ」

　降りてから。その言葉は、冷たい隙すき間ま風かぜのようにフリーレンの胸を通り抜けていった。

「……ハイターも、先に降りちゃうんだね」

「ええ。残念ですが、まぁ、仕方のないことなので」

「仕方のないこと、ね」

　なんの説明にもなっていないが、「仕方のないこと」で納得するしかないのだろう。

　フリーレンは薄々と、自分が置かれている状況に気づきつつあった。ただ一点、どうしても分からないのは、この馬車の向かっている先だ。それだけは、見当もつかなかった。

「アイゼンはどうするの？」

「俺はしばらく乗ってるつもりだ」

　アイゼンは優しげに目尻を下げた。

「お前も、そういうことを気にするようになったんだな」

「そういうことって？」

「いや……なんでもない」

「なんだか湿っぽい空気になってきましたね。もっと楽しくいきましょうよ」

　声を弾ませ、場を盛り上げるようにハイターが言った。

　そうだな、とアイゼンが同調し、フリーレンも頷うなずく。

　ハイターは飲んだくれだが、こういう気配りは上手だ。周りを──というか人をよく見ている。フリーレンにはからきしない能力なので、よくやるな、と思う。今まで気づかなかっただけで、ハイターの明るさに助けられた場面は、きっといくつもあるのだろう。

「さすがだね、ハイターは」

「なんですか突然」

「労ねぎらってあげてるんだよ。感謝しろ」

「唐突すぎて意味が分かりませんが……」

　ハイターはぽりぽりと頭をかいて、笑みをこぼした。

「まぁ、ここは素直に受け取っておきましょう。ありがとうございます」

「もっと喜んでいいんだよ」

「はいはい」

　そうやって軽く受け流すと、ハイターは「それより」と新しい話題を切り出した。

　旅の途中で出会った人たちのこと、街で食べたおいしい料理、倒すのに苦労した魔物。

　そして話題は、パーティーが駆け出しだった頃の話に移った。当時は連携が取れておらず、今ではなんてことないダンジョンでも攻略するのに苦労していた。全滅しかけたことも一度や二度じゃない。窮きゆう地ちに陥るたび、四人で必死になって乗り越えてきたが、今となってはもう笑い話だ。

「そうそう。それで結局ミミックに食べられちゃったんですよね。あれには参りました」

「ハイターだって、あのとき二日酔いでまともに動けなかったでしょ」

「あのダンジョンでまともに戦えたのは、俺とヒンメルくらいのものだったな」

「あなた道に迷って完全にはぐれてましたよね」

「気づいたらいなくなってたんだ」

「前衛の役割を守ってくださいよ……」

「結果的に踏破できたのだからいいだろう」

「……まぁ、ヒンメルが寄り道しようって言わなければ、あのダンジョンに入る必要もなかったんだけどね」

「そうだな。元はといえばヒンメルのせいだ」

「まったく、振り回されっぱなしでしたねぇ」

「ほんと、くだらない寄り道ばかりするよね」

　うんうんと三人は頷うなずき合った。

　嚙みしめるような小さな笑いと感傷が、空気に溶けて馬車の中を満たしていた。

「……そろそろ時間です」

　ハイターが言うと、馬車が止まった。

「降りたらまたお酒を飲むの？」

「ええ。それはもういい酒を浴びるように」

「もう吐かないでね」

「吐きませんよ」

　ハイターは馬車を降りると、満足そうな笑みを浮かべた。

「引き続き、旅を楽しんでくださいね」

「うん、そうさせてもらう」

　馬車が動きだす。ハイターは手を振って、最後までフリーレンたちを見送っていた。

　とうとう馬車の中に残されたのは、フリーレンとアイゼンだけになった。二人でも到底広いとはいえない馬車の中だが、やけに寒々しく感じる。

「静かになったね」

「そうだな」

「アイゼンは、まだ降りないんだよね」

「ああ。だが、お前より先に降りることにはなるだろうな」

「分かってるよ」

　フリーレンは窓枠に肘をついて、ぼんやりと窓の外を眺めた。

「どうしてみんなすぐに降りちゃうんだろう」

「それも分かってるんじゃないのか」

「まぁね。言ってみただけだよ」

　アイゼンは気遣うような視線をよこした。

「そう気を落とすな」

「落ち込んでるように見える？」

「少しな。だがそれは恥ずべきことじゃない」

「そういうアイゼンは、何も感じてないようだけど」

「そう見えるだけだ」

「……そっか」

　がたごとと、車輪の回る音が沈黙を埋める。

　静かだった。

　こんな時間も、悪くはない。だけど、なんだか物足りない感じがする。

「大丈夫だ、フリーレン」

「何が？」

「また新しくこの馬車に乗るヤツがいる。もし俺が降りても、そいつらとくだらない話をすればいい。そいつらが降りても、いずれまた新しいヤツが乗ってくる。終わることはないんだ」

「馬車に乗るヤツって？」

　アイゼンは無言で自分の背後を指さした。そこには壁しかない。馬車の外……進行方向を見ろということだろう。

　フリーレンは半分ほど扉を開けた。進み続ける馬車から落ちないように、外に身を乗り出す。二つ結びにした髪がそよ風に揺れるなか、一本道の先に目をやった。

　遠くのほうに、人がいた。

　紫色の髪をした少女が、魔法使いの杖を抱えて立っている。その隣には、大きな斧を背負った赤い髪の少年がいた。二人は知り合いのようだった。何を話しているのかは分からないが、少女の言葉に少年は大げさな反応をしてみせたり、少女にぽかぽかと叩かれたりしている。仲がよさそうだ。

　さらにその先には、タバコを吹かす大人の男がいた。一人でぼんやりと空を見上げ、煙を吐き出している。その姿はどことない哀愁が漂っていた。

　そして、もっともっと先にも、種族も性別も年齢も分からないが、誰かが立っているのが見えた。さらに、その向こうにも……。

　あれが、新しく馬車に乗る人たちなんだろう。

　どくん、とフリーレンの胸が高鳴った。

　それは予感だった。

　幸せも不幸も、すべてをひっくるめた何かが、この道の先で待っている。

　何かを期待しているわけでも、悲観しているわけでもない。

　ただ、フリーレンは──。

　果てしなく続く道の先を、見てみたいと思った。

　そのとき、びゅおう、と強い風が吹き、フリーレンの髪が舞い上がる。

　草の匂いが、全身を包み込んだ。




　＊




「──起きてください」

　ぱちり、とフリーレンは目を覚ます。

　そこは馬車の中だった。若い男が扉を開けて、フリーレンを見つめている。この馬車の御ぎよ者しやだ。なんだか迷惑そうな顔をしていた。もしかすると、何度も起こそうとしてくれていたのかもしれない。

　フリーレンは座席に座ったまま背伸びをした。馬車に揺られているうちに眠ってしまったらしい。

　ずいぶん長い夢を見ていた気がする。

　どんな夢だったかは思い出せない。だけど、寂しいような懐なつかしいような、不思議な余よ韻いんがあった。

「ほら、起きたなら降りてください。もう着きましたよ」

「着いたってどこに？」

「ねぼけてます？」

　御ぎよ者しやは呆れたように言った。

「王都です」




　半世紀ぶりの王都だった。

　魔王を打ち倒し凱がい旋せんパレードを行った大通りを、フリーレンは半世紀ぶりに歩いている。当時は行く先々で称賛の言葉を送られたが、今ではもう誰も覚えていないようだった。フリーレンとしては、そのほうがありがたい。

　人だけでなく、街もすっかり様変わりしている。背の高い建物が増え、街全体の密度が増したように感じた。

　王都に来たのは、召喚の材料に使う暗黒竜の角が欲しかったからだ。それはこの街に住むヒンメルが持っているはずだった。以前、魔王城で拾った角をヒンメルに預けていたことを思い出し、王都を訪れたのだ。

　あと、そろそろ半世紀エーラ流星の時期でもある。

　半世紀前に、勇者パーティーのみんなと一緒に見ようと約束していた。

　みんなと会うのも、半世紀ぶりだ。

「こっちだっけ……」

　フリーレンはヒンメルの家を目指して、街の奥に進む。土地勘かんはあるはずだが、建物が増えたせいで迷いそうだ。

　半世紀前の記憶を頼りに進んでいると、




「…フリーレン？」




　名前を呼ばれた。

　あの人だと、すぐに分かった。

　会うのはたった半世紀ぶりなのに、なぜだか妙に懐なつかしく感じる。

　寄り道ばかりしているあのナルシストな勇者のことを思い浮かべながら、フリーレンは振り返った。





　～あとがき～




　著者：八目 迷




　このたび『小説 葬送のフリーレン ～前奏～』を執筆させていただきました八はち目もく迷めいです。まさか自分が『葬送のフリーレン』に関われるとは思っていなかったので、ノベライズのお話を頂いたときは驚きました。たいへん光栄なことです。

　静せい謐ひつで、みんな淡々としながらもひたむきに生きようとしている、そんなフリーレンの世界観が好きです。この本が、ファンの皆様にとってフリーレンの作品世界を広げる一助になれば幸いです。

　ご監修いただいた山やま田だ鐘かね人ひと先生と、イラストを描いてくださったアベツカサ先生に、多大なる感謝を申し上げます。また、週刊少年サンデー編集部の小お倉ぐら様、芳よし仲なか様、担当編集の濱はま田だ様にもお世話になりました。

　そして、最後まで読んでくれた読者の皆様、ありがとうございました。

　私もファンの一人として、今後さらに加速するであろう『葬送のフリーレン』の展開を、楽しみにしております。







　原作：山田鐘人




　八目迷先生の執筆されたヒンメル一行の短編小説（未発表）を拝読し、キャラクターや世界観の理解度の深さはもちろん、文章から先生自身が楽しんで書かれていることが伝わってきて、今回のノベライズをお願いしました。

　私も楽しく監修させていただきました。個人的にお気に入りのキャラクターであるラヴィーネとカンネの活躍、本編では出番を終えてしまった魔族たちとの再会など、どれも読み終えるのが名残惜しくなるような、そんな小説たちでした。







　作画：アベツカサ




　今回は、ノベライズのイラストを担当させていただきました。

　五つの物語の主人公たちを楽しく描くことができました。

　中でもアウラを描くのは本当に久しぶりでとても嬉うれしかったです。
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